
緊
急
佼
問

工
事
脳
負
央
約
の
締
結
に
つ
い
て
そ
の
他

会
議
録
署
名
脹
員
の
指
名
に
つ
い
て

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 o
 .
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 .
 

3
_
J
 .
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 .
 

,＞ 

会
期
の
決
定
に
つ

昭
和
三
十
七
年
度
四
日
市
市
牧
入
歳
出
決
算
並
び
に
各
持
別
会
計
等
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

委
貝
長
報
告
：
質
疑
、
討
論
、
認
定
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
·
:

臨
案
説
明
・
・
質
疑
、
討
論
、
承
認
：
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

四
日
市
市
緑
化
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

•.•.•••••.•.•••.•••.•...•.•.•.•••••.•••.•••.. 

臨
案
説
明
・
・
毀
疑
、
討
論
、
漁
決

て
そ
の
他

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

四
日
市
市
油
会
誤
貝
の
報
酬
及
び
股
用
弁
償
等
に
関
す

猿
案
説
明
：
質
疑
、
討
論
、
誤
決
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
o
 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

1

/

 

謡
案
説
明
：
質
疑
、
討
論
、
誤
決
：

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

[
I
 

字
の
区
域
の
変
史
に
つ
い
て
の
意
見
に
つ
い
て

.................•. 

,
 ．．．．．．．．．．．．．．．． ず

•••••••••••.•••••••••.•.••••• 

琺
案
説
明
・
・
質
疑
、
討
論
、
感
決
．

尊
決
処
分
に
つ
い
て

昭
和
三
十
九
年
二
月

四
日
市
市
議
会
会
議
録
目
次

六
〇
五
八 九 10

 

二J 一四
一
四
一
匹

ペ
ー
ジ

-/-



:• ・ • 

昭
和
三
十
九
年
二
月
二
十
七
日

r
 

前
川
辰
男
君

訓
覇
也
男
君

四

日

市

市

議

会

臨

時

会

会

議

録

‘・ ••,,' 

四

日

市

市

議

''ぞ←←I 

会

近
鉄
湯
の
山
線
乗
入
れ
に
伴
う
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
・
；
・
・
:
・
:
・
:
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 .
 

喜
多
野
等
君

四
日
市
商
業
高
校
定
時
制
生
徒
の
校
舎
移
転
に
対
す
る
．
態
度
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
:
・
:
・
:
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
の
強
化
に
つ
い
て

四
日
市
商
業
高
校
定
時
制
校
舎
の
早
期
建
設
に
関
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

謡
案
説
明
・
質
疑
、
討
論
へ
．
誤
決
：
…
…
｀
…
し
•
•
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

七
八
七 六
五
六

-.2-



0
昭
和
三
十
九
年
二
月
二
十
七
日
（
木
曜
日
）
午
後
二
時
六
分
開
会

0
出
席
脹
員
（
三
十
八
名
）

噌
三
十
九
胆
四
日
市
市
議
会
臨
時
会
議
事
速
記
録

阪

上

，
 

宮

崎

吉

長

十

郎

君 君

伊
A
{
，
 

鈴

木

春•愛

次

．

君

藤

志 喜

多

野
ヽ積

太政

郎

君

前

辰
I
 

男 等

.,., 

君君，君

岩

田

久

．

雄

君

坪

井

妙

字

子

君

安 藤

垣谷

祐

錦 北

村

伊

藤

米

田

安

君

与宗

勇

．

君

吉

.i •.. ： 

君 君 君

好

兼

速

記

-5-



〇
脹
案
説
明
の
た
め
出
席
し
た
布
（
二
十
八
名
）

〇
欠
席
脹
貝
（
一
名
） ．

 

厚

生

部

品

村

木

吾

代

次

座

業

部

長

市 園川
、I/

川浦崎

善

．

雄

君君

`;‘• .. 
●―, 

ークー

税

務

部

長

和

己

君

収

入

役

祐

助

役

庄

司

良

．疇

男一

r 

君君

助市

役長

， 

二平

宮田

． 
佐

力矩

君君

酒

井

昌

君

渡

部

権

太

郎

君

培

，

山

英

君

山

本

栄

＇ 

君

味

岡

郎

君

訓谷
． 

覇＿口

也

男

君

専

九

君

永

田

利

橋

詰

興

郎』隆

君 君

服

部

昌

弘．衛

君

笠

田

七

君

高

橋

伊

祐

君

山

中

忠

君

早

川

和

君

加

藤

定

男

君

前

l l I 

宗

雄

君

大

島

武

雄

君

須伊

藤

総

太

郎

藤

泰

君，君

矢

田

繁

郎

．

君

荒

木

武

治

君

日

比

義

平

君

野

崎

貞

芳

l

君

中

島

忠

勝

君

田

村

末

松

君

-6-



ガ． 0
市
脹
会
事
務
屈
（
五
名
）

昭
和
一
l

i

十
九
年
二
月
二
十
七
日
（
木
曜
日
）
午
役
二
時
開
会

会
誠
鋭
喘
名
議
μ
の
指
名
に
つ
い
て

0
蔽

事

日

租

主 主 調

., A 
I 

“
 
9, 

事

佐

藤

正

• 

俊

君

事

小 J11 

原

倉坂．田

坂

紀

久靖

君 君

t
‘
、
エ
ヘ

j

位

i

羨"
o
,
`
 

裕

君

君

．
 

事

務

闊

長

菊

地

英

也

ヽ9
,
'
 

＇ 

枚

．

脊

＇

長

・

山

本

軍

君

教

育

委

貝

長

在
＇
保
•
長

杉

浦

酉

，

太

郎

君

．
 

1

.

t

,

1
 

総

務

課

長

滝

伝

之

助

．

水

、

逍

．

局

・

長

．

岩

野

見

吝

君｀君

目ll••

事

.
t
k
P
 

一

良

i

I

'
 

.. 

I
 

務，

長

田

中

＇正

君

市
立
病
院
事
務
長

松

野

窓

亮

君

泊

防

長

竹

内

鉄

雄

君

監

理

課

杉

本

治

芳

君

天

野

助

春

君

都

市

計

画

課

長

下

水

誼

課

長

'

，

保

険

課

長

長，川

谷

JII・ 

正

逸

，
 
君

口

富

君

股

林

課

長

芝

田

君

税

務

課課

長

平

井

敬清

太
郎

君

財

務

蓑

伊

藤

涼

君

総、会

務

課

長

天，小

野林

正

春
．
『
君

計

課

長

清

君

人

事

課

長

佐

々

木

晃

精

君

長

開
発
局
開
発
部
長

鬼

頭

鉄

郎

君

建

設

部

白

峰

土

木

部

長

城

．

井

久義

駿

君

夫

君

衛

生

部

長

中

山

英

郎

君

ーグー
-g-



”
 
II 

凹

uwnb節
研

tQ9几
吋
制
の
校
合
移
転
に
対
す
る
彫
樹
に
つ
い
て

iU

加

％

化

沢

IIUT虹
飲
湯
の

1
出
光
入
れ
に
件
り
父
逝
安
全
対
仮
に
つ
い
て

オ
ニ
四
＂
ル
鼠
汁

り
字
の
区
以
の
父
災
に
つ
い
て
の
訟
見
に
つ
い

T

.. 

.
 
”
 

曇―●
-
―
 

”ノ．

贔
水
ォ
ニ

0
り

既

A
9住
＂
の
締
枯
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…

II ＊ II 

.. II 

II II 

II 

ヽ

”
 

ル
ニ

様
寮
オ
ー
九
り
上
“
油
北
袂
約
の
災
j
E
に
つ
い
て

．．．．．．．．．．．．．． 

II 

•II 

ガ’ 

派
充
オ
ー
八
り
上
“
晶
仇
央
約
の
見
lE
に
つ
い
て
…
・
・
…
…
・
:

II 

•II .. fl 
.. 
”" .. ”
 

•II 

..、

” II ”
 

II II ”
 ,' 

ヽ

"'’ II 

オ
ニ

0

沿

寮

オ

ー

七

り

II 

”
 

オ
ー
九
誠
寮
オ
ー

六

り

”
 

II 

オ
ー
八
漏
寮
ル
ー

li
り

上
巾
-dfl
八
炭
杓
の
恥
帖
に
つ
い
て

．．．．．．．．．．．．．． 

L
半
仙
仇
挟
杓
の
締
砧
に
つ
い
て

．．．．．．．．．．．．．． 

L
小
晶
仇
投
杓
の
釉
砧
Ir
つ
い
て

．．．．．．．．．．．．．． 

L
巾
拍
仇
以
人
灼
の
締
帖
IC
つ
い
て

．．．．．．．．．．．．．． 

II 

II 

オ

ー

七

晶

寮

オ

ー

佃

サ

II 

II 

追
加
災

iE予
り
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

II 

•II 

II 

II 

オ

ー

六

品

寮

オ

-
・
芯
サ

IHぃ
―
二
十
八
年
殷
凹

n
W市
水
逍
事
茉
＾
合
梵
Aii-
回

伐
＂
収
出
オ
ー
佃
追
加
火

iE
予
切

．．．．．．．．．．．．．．．． 

II 

•II 

II 

II 

ル
ー
五
品
寮
オ
ー
l

一
り
叫
い
＂
h
-

十
八
“
'
仰
西
日
市
市
い
＂
別
会
計
應

5
魚
市
出

伐
収
入
牧
出
ォ
ニ
皿
辿
加
災

iE
予
似
．．．．．．． 
。

．．．． 

II 

.. II 

II 

II 

オ

ー

四

品

安

オ

サ

附

iu-l
―
十
八
年
樅
凹
日
lli
市
特
別
会
計
公
共
下
水
逍

川
島
伐
収
入
収
山
オ
ー
皿
追
加
災
正
予
拌
．．．．．．．． 
iii
案
説
明
：
質
疑
、
討
論
、
議
決

“ ， 
品
女
オ
ー
．

0
サ

附

fnl二
十
八
年
頂
四
日
市
市
特
別
会
計
と
畜
場
食
肉

昭
和

I二
十
八
年
枷2
四
日
市
~
市
い"
9
^
i
且
い
国
民
伽
謀
保

股
費
牧
入
欣
出
沈
二
回
泊
加
災
正
予
悦

．．．．．．．．．． 

II 

.”~ 

II 

＂ 

ガ'

品

安

が

九

サ

紋
入
牧
出
オ
四
回
追
加
予
位
：
．．．．．．．．．．．．．．．． 

II 

•II 

”
 II 

ガ'，． 
-
脹
安
オ
八
サ
附
色
―
一
十
八
年
煎
凹
日
市
市
特
別
会
計
絨
翰
事
業
股

伐
＂
収
入
牧
出
オ
ー

lUl
追
加
予
笠
：

．．．．．．．． 

II 

＂ 
ヽ

”
 

II 

オ
ー
〇
厳
索
牙
七
号
昭
和
＿
＿
＿
十
八
年
股
四
日
市
市
特
別
会
計
市
立
印
刷
所

糾
院
費
叙
出
オ
四
回
氾
加
災
正
予
位

オ

九

雌

寮

オ

.‘
 r9’ 
•· 

サ
附
和
ー
—

i十
八
年
附
四
日
市
市
付
別
会
計
市
立
四
日
市

災
正
予
算
…
•
…
·
…
·
…
…
…
…
…
…
•
•

オ

八

話

案

牙

五

サ

昭

和

三

十

八

年

附

凹

日

市

市

敬

入

淑

出

牙

八

回

追

加

オ

七

肱

案

牙

四

サ

四

日

市

市

際

μ

給

与

条

例

の

一

部

改

正

に

つ

い

て

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

ォ

六

版
案
オ

サ
四
日
市
市
涵
会
の
漁
且
の
報
酬
及
び
股
用
弁
償
等
に

オ

五

陵

案

牙

オ

四

誤

案

オ

牙 オ

号 号

涵
案
オ
ー

l=―
八
号

昭
和
三
十
七
年
度
四
日
市
市
歳
入
歳
出
決
算
並
び
に

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

II 
II II II 

•II 
II 

:
I
I
 

:
I
I
 

II II 
II II 

II 
II II II 

各
特
別
会
計
等
歳
入
救
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

．．．． 
委
員
長
報
告
：
伝
質
疑
、
討
論
、
認
定

尊
決
処
分
に
つ
い
て

．．．．．．．．． 
：
 ．．．．．．．． 
：
・
：
誤
案
説
明
・
・
質
疑
、
討
論
、
承
認

四
日
市
市
緑
化
推
進
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

．．．．．． 
誤
案
説
明
：
質
疑
、
討
論
、
脹
決

-//-
ー／n-



＇ ・・

＊
日
の
屈
事
に
つ
さ
ま
し
て
は
、

す
で
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
日
租
に
よ
り
取

n
巡
め
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
、

〇
屈
長
（
田
村
末
松
廿
）

た
だ
い
ま
よ
り
旧
和
三
十
九
年
二
月
、
四
日
市
市
添
会
臨
時
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
。

本
日
の
出
附
品
員
は
、
三
十
六
名
で
あ
り
ま
す
。

II 

発
屈
オ

II 

II 

柑
少
年
補
祁
セ
ン
ク
ー
の
強
化
に
つ
い
て

号
四
日
市
廊
染
莉
校
定
時
制
校
合
の
早
期
建
設
に
謁
す
る
意
見
世
提
出
に
つ
い
て

II 

． II 

四
日
市
庇
染
品
校
定
時
制
の
校
舎
移
転
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て

込 オ
ニ
四L

 ー

9

カ

緊

紙

貿

曲

近

鉄

視

の

山

椋

．

来

入

れ

に

伴

う

交

通

安

全

対

策

に

つ

い

て

発
品
オ

丹

字
の
区
岐
の
変
災
に
つ
い
て
の
意
見
に
つ
い
て

ガ'

屈

寮

ォ

ニ

0
サ

幽
入
央
約
の
柿
結
に
つ
い
て

オ
ー
—
ニ
盛
案
オ

一
九
牙
工
事
甜
仇
笑
約
の
更
正
に
つ
い
て

沈

限
索
オ

一
八
サ
工
“
聞
仇
哭
約
の
及
正
に
つ
い
て

オ
ニ

0

脹
案
オ

一

七

サ

工

事

開

凸

契

約

の

締

結

Ir
つ
い
て

オ

ー

九

蔽

寮

汁

一
六
サ
工
事
請
仇
投
約
の
締
詰
に
つ
い
て

オ

ー

八

脹

案

牙

一
丘
分
工
事
面
氏
投
約
の
締
結
に
つ
い
て

オ

ー

七

揺

寮

牙

ー
四
号
工
事
狛
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

オ

ー

六

脹

案

オ

一

三

号

昭
和
三
十
八
年
度
四
日
市
市
水
逍
事
業
会
計
オ
ー
ー
＿
回
追
加
更
正
予
笠

オ

ー

五

脹

案

オ

ー

ニ

号

オ
ー
四

脹
案
オ

牙
一
三

昭
和
三
十
八
年
度
四
日
市
市
特
別
会
計
国
民
例
康
保
険
股
歳
入
歳
出
オ
ニ
回
追
加
更
正
予
算

号
昭
和
三
十
八
年
煎
四
日
市
市
特
別
会
計
と
畜
場
食
肉
市
場
費
救
入
歳
出
才
一
回
追
加
更
正
予
算

蔽
安
オ
ー

0
号
昭
和
三
十
八
年
度
四
日
市
市
特
別
会
計
公
共
下
水
道
費
敬
入
敬
出
牙
二
回
追
加
更
正
予
算

'
,
9
'
"

ー
川

d
i
i
'
,
1
4
J
'
f
-

『
9
9

土
●
，

9
9
9
1
r
L
,
1

「

I
'
_
1
,
1
i

口
廿
．
ー
，
1
1
'
,
\
,
'
’
1
,
1
1
1

ー
，

1
1
1
1
1
1
,
1
1
'
日
’
—
’

昭
和
三
十
八
年
度
四
日
市
市
特
別
会
計
市
営
魚
市
場
費
歳
出
井
一
回
追
加
更
正
予
算

ガ.,

蔽
案
牙

九

号

オ

巌

案

牙

八

号

オ
ー

0

脹

案

牙

七

サ

昭
和
三
十
八
年
度
四
日
市
市
特
別
会
計
市
立
四
日
市
病
院
費
歳
出
牙
四
回
追
加
更
正
予
算

咀
和
三
十
八
年
度
四
日
市
市
特
別
会
計
市
立
印
刷
所
費
歳
入
歳
出
牙
一
回
追
加
予
算

昭
和
i

二
十
八
年
疫
四
日
市
市
特
別
会
計
競
輪
事
業
牧
歳
入
歳
出
オ
四
回
追
加
予
算

オ

九

揺

索

オ

六

丹

オ

八

照

案

オ

五

号

昭

和

三

十

八

年

庶

四

日

市

市

歳

入

救

出

オ

八

回

追

加

更

正

予

算

牙

七

様

案

オ

匹

号

牙

六

揺
案
オ

号

四
日
市
市
括
会
の
話
且
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

四
日
市
市
戟
貝
給
与
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
・

牙

五

禄
案
牙

四
日
市
市
緑
化
推
進
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

オ

四

議
案
オ
ー
三
八
号号号

絨
寮
牙

尊
決
処
分
に
つ
い
て

汁

昭
和
三
十
七
年
度
四
日
市
市
歳
入
敬
出
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
歳
入
歳
出
決
算
駆
定
に
つ
い
て

牙オ

会
誤
録
署
名
脹
貝
の
指
名
に
つ
い
て

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

0
本
日
の
会
談
に
付
し
た
事
件

”
 発
誤
牙

追

加

緊

急

質

青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
の
強
化
に
つ
い
て

四
日
市
商
業
高
校
定
時
制
校
舎
の
早
期
建
設
に
関
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

ー・

1

.

、.
I

’

.

1

ー

，

・

1
,＇1
'
！
；
ー
・
り

号 問

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
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0
決
算
特
別
委
艮
長
（
永
田
利
一
郎
君
）

n
決
算
特
別
委
員
長
（
永
田
利
一
郎
君
）
登
壇
〕

本
件
に
対
す
る
決
算
特
別
寄
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

等
歳
入
授
出
決
位
慇
定
に
つ
い
て
を
話
題
と
い
た
し
ま
す
。

た
し
ま
す
。

こ
れ
に
御
異
娯
あ
り
ま
せ
ん
か
。

要
求
い
た
し
て
お
き
ま
し
た
誤
事
説
明
者
の
氏
名
は
、
お
手
元
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
要
求
書
写
の
と
お
り
で
ホ

n
ま
す
。

〇
誤
長
（
田
村
末
松
君
）

こ
れ
よ

n
会
誤
を
開
き
ま
す
。

本
臨
時
会
の
会
諮
録
署
名
諾
貝
は
、
宮
綺
誤
員
と
坂
上
誤
員
に
お
頴
い
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
C

〇
諮
長
（
田
村
末
松
君
）

次
に
、
日
程
牙
―
l

、
会
期
の
決
定
に
つ
い
て
を
話
題
と
い
た
し
ま
す
C

太
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
一
日
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

n
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
老
あ
り
〕

〇
誤
長
（
田
村
末
松
君
）

〇
誤
長
（
田
村
末
松
君
）

永
田
委
員
長
u

御
異
誤
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
会
期
は
、
本
日
一
日
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
、
日
程
オ
三
、
誤
案
オ
百
三
十
八
号
巧
和
三
十
七
年
度
四
日
市
市
楼
入
歳
出
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計

決
笠
特
別
委
員
会
の
審
査
の
経
過
と
拮
果
に
つ
い
マ
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

ー
吝
三
・
一
ー
『
八
ー
午
十
二
月
定
伊
会
に
お
い
て
、
諾
案
オ
百
三
十
八
号
を
も
ち
ま
し
て
、
昭
和
三
十
七
年
度
の
決
算
認
定
に
つ
い
て
が
上
程

付
誤
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
本
案
の
審
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
は
十
二
名
を
も
っ
て
構
成
す
る
決
算
砕
別
季
員
会
が
設
置
さ
れ

か
つ
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
て
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
も
の
で
あ

n
ま
す
。

と
く
に
今
回
の
審
査
に
あ
た
り
、
委
員
の
方
々
に
は
連
日
長
時
問
に
わ
た

n
ま
し
て
御
苦
労
を
わ
ず
ら
わ
し
、
慎
重
審
査
を
願
い
ま
し

た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
従
甚
な
る
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
執
行
部
の
関
係
各
位
に
対
し
ま
し
て
も

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
オ
で
あ
り
ま
す
。

本
委
員
会
の
審
査
方
針
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
牙
ー
に
予
算
執
行
上
の
行
政
効
果
を
最
重
点
と
し
、
オ
ニ
に
会
計
経
理
上
の
過
誤
の
有

無
、
収
支
の
適
法
性
と
、
こ
れ
が
執
行
上
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
不
用
額
を
中
心
と
し
て
、
委
員
会
は
延
ぺ
五
日
に
お
よ
び
委
員
各
位
か
ら
各

方
面
に
わ
た
り
活
発
な
る
質
疑
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
r'

ま
ず
一
般
会
計
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
一
般
会
計
決
算
は
概
観
し
歳
入
決
算
額
三
十
五
億
匹
千
五
百
十
一
万
三
千
九
百
余
円
で
お
り
、
歳
出
決
算
額
は
三
十
三
憶
二
千

六
万
六
百
余
円
で
、
差
し
引
き
二
億
二
千
五
百
五
万
三
千
二
百
余
円
と
な
り
、
翌
年
度
に
繰

n
越
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
繰
り
越
し
は
い
わ
ば
名
目
的
な
緑
り
越
し
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
事
業
繰
り
越
し
分
、
土
木
、
都
市
計
画
、
港
湾
各
事
業

裕

負
担
金
、
土
地
改
良
事
業
捕
助
金
並
び
に
災
害
救
助
資
金
翌
年
度
積
立
金
分
を
差
し
引
く
と
、
六
千
七
十
三
万
八
千
四
百
余
円
の
純
繰
り

越
し
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
五
千
四
百
五
十
五
万
九
百
余
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

以
下
、
部
別
に
概
要
を
申
し
上
げ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
総
務
部
関
係
に
お
き
ま
し
て
は
、
歳
入
に
お
い
て
、
・
市
税
で
は
不
納
欠
損
額
並
び
に
収
入
未
済
額
に
つ
い
て
資
料
の
提
出
を
求

め
、
詳
細
に
内
容
の
説
明
を
聴
取
し
、
ま
た
、
調
定
額
欄
中
の
前
年
席
以
前
繰
越
額
と
、
前
年
度
決
算
に
お
け
る
収
入
未
脩
額
と
に
差
が

日
程
牙
一
、
会
殷
録
署
名
諾
員
の
指
名
を
行
な
い
ま
す
C
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次
に
、
投
出
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
C

答
弁
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

書
が
相
当
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
点
に
つ
い
て
役
所
全
体
と
し
て
も
、

対
策
を
研
究
し
て
い
る
の
で
、

慎
重
に
検
討
し
た
い
と
い
う

を
怠
~
に
つ
き
ま
し
て
は
、
更
正
減
額
分
並
び
に
県
市
民
税
按
分
率
に
よ
る
も
の
で
ホ
る
旨
説
明
が
あ
っ
て
、
こ
れ
を
了
と
し
た
の
で
あ

う
要
求
い
た
し
た
次
オ
で
あ

n
ま
す
。

n
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
ん
ご
説
明
資
料
を
添
付
す
る
よ

滞
納
整
理
、
納
税
成
績
の
向
上
を

ま
た
、
市
税
の
進
展
に
伴
い
、
機
構
の
合
理
化
、
近
代
化
を
は
か
り
、
課
税
対
象
の
糊
捉
の
徹
底
、

は
か
る
必
要
は
な
い
か
と
い
う
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
現
在
の
様
構
は
一
二
十
五
年
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、

｀
、
い
る
と
は
思
う
が
、
事
務
の
性
格
上
、
ど
う

、
再
検
討
の
時
期
に
き
ャ

市
民
税
の
課
税
方
式
、
資
産
税
の
評
価
基
準
な
ど
の
改
正
も
あ
り

し
て
も
時
期
的
に
片
寄
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
お
る
程
度
弾
力
性
を
必
要
と
す
る
し
、
•
ま
た
、
現
在
事
務
改
善
季
員
会
に
お
い
て
も
計
筑

磨
、
特
別
と
ん
譲
与
税
で
は
、
四
日
市
港
の
発
展
し
て
い
る
今
日
、
前
年
席
決
算
額
と
比
較
し
て
減
額
と
な
っ
て
い
る
の
は
ど
う
か

荷
役
関
係
は
影
菩
し
て
い
な
い
か
と
い
う
質
疑
が
あ
り
、

こ
れ
は
特
別
と
ん
税
法
に
よ
っ
て
開
港
へ
の
入
港
と
と
に
納
付
す
る
場
合
は
、

純
ト
ン
数
一
ト
ン
ま
で
ご
と
に
十
円
で
あ
る
が
、
凋
港
ご
と
に
一
年
分
を
一
時
に
納
付
す
も
喝
合
・
は
、
三
十
国
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ン
数
、
入
港
回
数
に
比
例
し
て
増
え
な
い
こ
と

る
の
で
、
三
回
以
上
入
港
す
る
外
国
致
易
始
が
堵
加
し
て
も
譲
与
税
は
か
な
、
い
ず
し
も
ト

っ
て
涙
収
を
来
た
し
た
の
で
は
な
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
荷
役
労
務
者
の
待
遇
そ
の
他
に
よ

い
が
、
不
正
入
居
孝
の
防
止
と
そ
の
整
理
の
要
望
が
あ
り
、
ま
た
、
未
収
の

次
に
、
庄
宅
使
用
料
に
つ
い
て
、
納
入
成
碩
が
芳
し
く
な

つ
い
て
は
、
現
下
の
住
宅
事
情
等
か
ら
も
是
非
解
決
し

薗
で
も
あ
る
工
事
の
遅
延
に
つ
い
て
、
毎
年
悪
循
現
を
緑

n
返
し
て
い
る
点
に

て
も
ら
い
た
い
旨
の
強
い
意
見
が
あ

nま
し
た
C

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

雑
収
入
の
雑
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
明
細
な
査
料
を
添
付
さ
れ
た
い

涵
会
費
で
は
、
誤
員
の
研
究
会
に
対
す
る
経
費
、
図
書
、
-
庄
料
室
の
竺
函
充
実
lc
つ
い
ア
要
望
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
に

余
裕
が
で
き
た
ら
役
所
全
体
と
し
て
、
専
従
痘
員
を
臼
い
て
で
も
区
苫
、
西
粁
等
を
集
大
成
し
4
,
}
口
料
室
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
設
け
た

い
と
い
う
説
明
が
あ

n
ま
し
た
。

次
に
、
市
役
所
費
に
お
き
ま
し
て
は
、
貨
金
が
当
初
予
江
に
比
校
し
て
浣
用
に
よ

n
倍
誤
近
く
に
な
っ
て
お
り
、
か
つ
、
毎
年
こ
の
よ

う
に
組
ま
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
渋
吋
す
ぺ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
芸
貝
の
待
過
に
つ
い
て
相
当
差
が
生
じ
て
い
る
と
聞
く
が
、
哉
日
の
志

気
、
事
務
能
率
の
上
か
ら
も
重
要
な
こ
と
な
の
で
、
不
公
乎
の
な
い
よ
う
慎
重
に
取
り
扱
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
見
が
名
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
C

次
に
、
消
防
費
で
は
、
裁
員
手
当
の
不
用
頷
に
つ
い
て
質
庭
が
あ

n
、
こ
れ
け
火
災
発
生
に
よ
る
出
初
手
当
、
夜
釣
手
当
な
ど
が
少
な

か
っ
た
た
め
で
、
ま
た
、
職
務
の
性
格
上
事
件
過
生
の
培
合
、
予
算
が
少
な
い
と
士
心
天
に
影
森
す
る
点
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨

説
明
が
あ
り
ま
し
た
C

差

の

是

正

、

団

員

の

造

保

等

に

つ

い

て

検

討

さ

れ

た

い

と

い

う

意

見

が

あ

っ

た

の

で

あ

り

ま

す

。

．

次
に
、
市
民
ホ
ー
ル
費
で
は
、
咲
房
設
備
、
公
会
堂
費
で
は
公
会
堂
と
し
て
の
投
能
の
そ
う
失
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
哀
疑
が
あ
り
ま

し
た
が
、
市
民
ホ
ー
ル
の
暖
房
に
つ
い
て
は
石
炭
か
ら
重
油
に
切

n
か
え
た
こ
と
、
公
会
堂
に
つ
い
て
は
、
現
況
で
は
少
し
手
入
れ
を
す

る
に
も
多
額
の
費
用
が
必
要
な
の
で
、
日
本
間
、
懐
雪
寮
を
含
め
て
、
税
務
署
の
移
転
問
題
と
も
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
る
旨
答
弁
が
ぉ

り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
自
功
単
事
故
に
よ
る
賠
償
金
に
つ
い
て
は
絶
無
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、

地
区
消
防
団
の
抱
設
の
洛

次
に
、
財
産
費
で
は
、
財
産
管
理
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

n
、
こ
の
防
尉
産
管
理
の
整
儲
を
強
力
に
お
し
進
め
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
ま
し
て
は
、
財
産
管
理
を
本
格
的
に
、
し
か
も
正
確
に
整
理
し
て
心
き
た
い
と
考
え
て

お
り
、
少
な
く
と
も
行
政
財
産
だ
け
で
も
整
理
し
、
そ
の
次
に
普
通
財
産
に
か
か
り
た
い
考
え
で
あ
る
と
い
う
答
弁
が
あ
っ
た
の
で
あ
り

ー／？一
ー／ t-



す
る
旨
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
t-

次
い
で
、
産
業
部
関
係
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

次
に
、
開
発
調
査
費
で
は
、
諸
会
館
建
設
調
査
費
の
事
業
繰

n
越
し
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
が
、
開
発
行
政
に
つ
い
て
、

こ
れ

に
関
連
の
統
計
事
務
等
も
含
め
て
市
の
発
展
に
即
応
し
た
、
実
体
に
合
う
効
果
的
計
画
を
行
な
う
ぺ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
C

次
に
、
選
挙
費
に
つ
き
ま
し
て
は
別
段
意
見
は
な
く
、
公
債
費
で
は
予
算
外
義
務
負
担
額
の
現
状
の
質
疑
に
対
し
、
昭
和
三
十
八
年
度

末
残
額
は
十
＇
＿
l

-

億
二
千
七
百
四
十
六
万
六
千
円
で
、
こ
れ
に
利
子
二
億
七
千
二
百
―

-i万二
千
円
、
合
計
十
五
億
九
千
九
百
匹
十
九
万
八
千

円
と
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
を
類
別
い
た
し
ま
す
と
、
義
務
教
育
施
設
二
五
彩
、
義
務
制
以
外
の
教
育
施
設
一
六
彩
、
産
業
経
済
二
％
、

彩
、
保
倒
衛
生
ニ
グ
心
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
で
ホ

n
ま
す
C

水
路
三
彩
、
土
木
五
彩
、
開
発
八
彩
、
漁
業
補
償
一
＝
九

諸
支
出
金
中
の
県
立
裔
等
学
校
及
び
私
立
高
等
学
校
に
対
す
る
補
助
金
、
負
担
金
に
対
す
る
市
と
し
て
の
基
準
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
が
、
県
立
高
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
に
直
接
関
係
の
お
る
普
通
教
室
、
特
別
教
室
に
対
し
て
は
、
申
し
出
の
あ
っ
た
額
に
つ

い
て
一

0
0
彩
、
図
書
館
、
体
育
館
等
は
五
〇
彩
に
と
と
め
た
い
考
え
で
処
理
し
て
い
る
が
、
こ
ん
ご
に
つ
き
ま
し
て
は
地
方
財
政
法
の

ら
は
地
元
負
担
を
課
さ
な
い
と
い
う
よ
う
に
聞
い
て
い
る
の
で
、
負
担
す
る
必
要
も
な
い
と
思
う
し
、
ま

改
正
に
よ
り
、
三
十
九
年
度
か

て
は
、
私
学
振
興
の
た
め
に
市
が
積
極
的
に
民
助
し
よ
う

た
、
負
担
す
ぺ
ぎ
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
私
立
高
等
学
校
に
対
し

と
考
え
た
場
合
は
別
で
あ
る
が
、
そ
の
他
は
県
立
高
校
同
様
に
考
え
て
い
る
旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
の
で
あ

n
ま
す
。

同
じ
く
諸
支
出
金
中
の
徴
税
費
に
お
い
て
、
滞
納
処
分
役
の
支
出
額
が
な
か
っ
た
こ
と
、
還
付
加
箕
金
、
貯
蓄
奨
励
茂
の
不
用
頷
に
つ

め
で
あ
る
と
い
う
説
明
が

こ
3

の
で
、
前
年
度
実
項
を
助
案
し
て
予
立
計
上
を
し
た
た

い
て
質
疑
が
あ

n
、
こ
れ
は
当
初
予
測
を
立
て
が

f
i

あ
り
ま
し
た
。

予
備
費
に
つ
い
て
は
、
別
臣
意
見
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
0

幾
業
振
興
費
で
は
、
差
菜
近
代
化
資
金
利
子
裡
袷
金
及
び
呈
産
窃
伍
格
安
定
対
策
事
莱
有
助
金
の
不
用
茨
に
つ
い
て
哀
疑
が
あ
り
、
畜

産
奨
励
費
で
は
、
商
品
の
生
産
ー
は
通
政
策
に
対
す
る
予
笠
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
．
酪
差
の
U
1
格
安
定
策
に
つ
い
て
検
討
を
加

水
産
奨
励
費
で
は
、
魚
市
喝
の
運
営
で
県
と
の
連
登
名
品
様
閲
に
つ
い
て
、
四
日
市
港
登
侮
計
一
国
と
の
閲
係
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
要

耕
地
事
莱
費
に
お
き
ま
し
て
は
、
災
舌
復
旧
事
芙
の
妥
り
越
し
理
由
に
つ
い
て
汽
疑
が
一

6
n、
四
件
の
禄

n
越
し
事
莱
の
う
ち
、
二
件

は
河
の
中
に
井
堰
を
つ
く
る
も
の
で
、

い
る
の
で
、
河
床
が
変
勁
し
て
い
る
点
も
あ
っ
て
こ
れ
の
設
計
変
更
に
伴
う
至
林
省
の
再
安
定
に
時
日
を
要
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
ほ
か
に
こ
れ
ら
の
工
事
は
、
渇
水
期
並
び
に
呉
閑
期
に
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
用
水
店
に
ま
に
あ
わ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
特
殊
事
消
が
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
の
で
あ

n
ま
す
e

土
地
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、

下

こ
れ
に
つ
い
て
は
県
土
木
事
務
所
の

=5可
が
必
要
の
う
え
、
若
災
当
涛
よ

n
ニ
カ
年
を
経
過
し
て

地
区
の
要
望
も
相
当
ま
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
経
費
に
つ
い
て
は
半
額
が
地
元
負
担

で
あ
る
点
も
考
慮
の
上
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
見
が
あ

n
ま
し
た
。

次
に
、
商
工
業
奨
励
費
で
は
、
諏
訪
オ
ニ
防
災
建
築
街
区
造
成
組
合
に
対
す
る
補
助
は
、
マ

n
ー
ピ
ル
の
補
助
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
つ

．
い
て
は
商
工
奨
励
の
た
め
に
支
出
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
途
中
で
計
画
変
更
を
し
た
こ
と
は
、
防
災
建
築
街
区
造
成
法
を
適
用
し
て
、

商
店
街
を
よ
く
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
の
で
芥
り
ま
す
。

ま
す
。

こ
の
反
面
、

中
小
企
業
設
備
資
金
の
融
資
に
つ
い
て
は
、
忌
資
を
受
け
た
も
の
の
中
に
は
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
、

実
際
に
融
資
を
必
要
と
し
て
い
る
も
の
に
は
殷
資
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
声
も
聞
く
の
で
f

慎
重
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
行
政
指
導
を

ー／9- ー／ふ



こ
す。

行
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。
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と
い
う
意
見
が
あ
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た
の
で
あ
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ま
す
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会
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て
は
、
生
活
扶
助
に
お
け
る
低
所
得
老
暦
の
把
握
に
関
連
し
て

,
9
A
5
じ

次
に
、
厚
生
部
関
係
に
つ
き
ま
し

て
論

、
身
体
障
害
者
福
祉
事
務
の
充
実
等
に
つ
い

1
,
‘
r
‘

、
’
~
’

＇ 

届
館
の
使
用
状
況
と
施
設
整
備
の
問
題
、
季
節
保
育
所

r
i
I
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＇
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9

、

i
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ぐ
ム
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f
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9
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1
i
9
1

る
い
は
母
子
寮
の
連
営
、
労
働
ム

、
福
祉
往

ャ
•
も
意
見
が
あn
ま
し
て

立
保
育
園
に
対
す
る
補
助
効
果
の
検
討
に
つ
い

•
9
9
9
1
•
9
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贔
•
‘
.

'
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，
1

1
り
'
r
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感
が
か
わ
さ
れ
、
ま
た
、
児
童
遊
面
地
の
整
備
、
私

：`ーが
Q

う
強
い
意
見
が
ホ
っ
た
の
で
あ
り
ま

政
全
般
に
わ
た
り
行
政
水
準
の
積
極
的
向
上
を
は
か
る
よ

よ
う
実
施
さ
れ
た
い
。
母
子
衛
生
対
策
に

ま
ず
、
伝
染
病
の
予
防
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
般
の
事
業
場
に
対
し
て
も
れ
る
こ
と
の
な
い

の
で
、
積
極
的
に
実
状
を
把
握
し
完
壁
を
期
す
る
よ
う
、
ま
た
、
結
核
予
防
対
策
に
つ
い
て
も
、
一

お
き
ま
す
検
診
成
績
が
芳
し
く
な
い

、
こ
れ
が
充
実
を
希
望
し
た
い
と
い
う
意
見
が

る
点
か
ら
も

一
般
に
予
防
行
政
が
重
要
視
さ
れ
て
い

ぁ

n
ま
し
た
。

..；;ー

ま
た
、
融
資
に
虎
た

n
銀
行
の
歩
積
み
預
金
に
つ
い
て
は
、

．．
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そ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
注
意
し
て
ほ
し
い

汚
水
溜
、
塵
芥
捨
場
な
ど
の
消
毒
は
、
申
し
出
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
だ
け
で
な
く
、
全

て
は
、
市
内
の
側
溝
、

環
境
衛
生
費
に
お
き
ま
し

し
た
．
c
．

う
に
と
の
意
見
が
あ
り
ま

て
て
実
施
さ
れ
る
よ

、
下
水
事
業
と
も
十
分
連
絡
を
と

n対
策
を
立

市
的
に
計
画
を
し

も
に
、
泊
山
丘
陵
地
帯
へ
会
社
、
工
場
な

清
掃
事
業
で
は
、
根
械
化
、
近
代
化
を
は
か
り
、
識
員
の
訓
練
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
と
と

ー
な
い
の
で
、

と
は
、
同
地
帯
が
将
来
公
函
、
住
宅
地
域
に
開
発
さ
れ
る
点
か
ら
も
好
ま
し
く

ど
か
ら
多
量
な
塵
芥
が
捨
て
ら
れ
て
お
る
こ

早
急
に
処
置
す
る
必
要
が
左
る
と
い
う
意
見
が
あ

n
ま
し
た
。

次
に
、
土
木
部
及
び
建
設
部
関
係
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

で
、
是
非
と

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
道
路
舗
装
問
題
は
市
民
の
要
望
も
強
い
の

て
は
、
市
道
の
舗
装
進
捗
状
況
に

土
木
費
に
つ
き
ま
し

も
こ
ん
ご
強
力
に
こ
れ
と
取
り
組
み
万
全
な
対
策
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
合
併
地
域
の
道
路
の
維
持
修
繕
に
留
意
す
る
と
と
も
に
、

出
張
所
長
の
こ
れ
に
対
す
る
権
限
に
つ
い
て
検
討
を
さ
れ
た
い
と
の
意
見
が
あ

n
、
街
路
灯
と
防
犯
灯
の
区
別
、
老
朽
橋
の
判
断
の
基
準

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
な
ど
に
つ
い
て
も
論
語
を
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

都
市
計
画
費
で
は
、
事
業
の
進
捗
状
況
が
遅
々
と
し
て
は
か
ど
ら
な
い
が
、
市
の
発
展
と
に
ら
み
合
わ
せ
て
対
策
を
立
て
進
捗
を
は
か

っ
て
も
ら
い
た
い
。
と
く
に
軟
災
復
典
事
莱
の
あ
と
し
ま
つ
が
十
分
で
な
い
惑
が
あ
る
の
で
、

と
職
員
の
体
制
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た
い
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
教
育
委
員
会
凋
係
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

殿
の
努
力
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、

次
に
、
保
仰
衛
生
費
に
つ
い
ャ
．
申
し
上
げ
ま
す
。

゜
こ
の
点
に
つ
い
て
善
処
さ
れ
る
よ
う
に
と

の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
C

な
お
、
目
的
税
で
あ
る
都
市
計
画
税
と
部
市
計
画
の
予
算
に
つ
い
て
資
疑
が
ぶ
っ
た
の
で
ャ

c
n

ま
す
が
、
•
こ
れr
Jつ
き
ま
し
て
は
、
都

市
計
画
税
は
、
公
共
下
水
道
事
業
に
充
当
し
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
下
水
道
事
業
に
一
部
、
．
都
市
計
画
事
莱
に
一
部
、
県

負
担
金
に
一
部
と
い
う
ふ
う
に
使
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
税
の
遠
元
と
い
う
点
で
は
、
都
市
計
画
税
と
い
う
財
源
が
な
け
れ
ば
、
土
木
事

業
等
の
一
般
財
椋
を
食
い
込
む
こ
と
に
な
る
と
ー
い
う
解
釈
を
し
て
い
る
旨
の
答
弁
が
不
っ
た
の
で
あ

n
ま
す
。

次
に
、
港
湾
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
段
意
見
は
な
く
、
公
営
住
宅
費
で
は
不
用
額
に
つ
い
て
、
庄
宅
事
情
が
悪
い
と
き
で
も
あ
り
、

こ
れ
を
予
算
更
正
し
て
庄
宅
建
築
に
向
け
る
こ
と
が
．
で
き
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
一
戸
当
り
建
築
費
は
百
万
円

程
度
で
や
る
場
合
は
別
で
あ
る
が
、
公
営
住
宅
法
の
関
係
で
事
務
上
操
作
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
の
で
あ

nま

失
莱
対
策
費
で
は
、
と
く
に
意
見
は
な
く
、
都
市
下
水
路
費
で
は
、
排
水
ポ
ン
プ
場
の
職
員
に
つ
い
て
技
術
上
の
面
で
支
面
を
生
じ
る

よ
う
な
こ
と
は
な
い
か
。
ま
た
、
市
の

OO
発
に
伴
い
丘
放
地
と
市
内
地
域
と
の
排
水
事
業
の
喝
係
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

n
、
事
務
の
増
加

＇ 

』・

＇ 

， 
！ 
； 
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と
い
う
説
明
が
あ

n
ま
し
た
。

ま
ず
、
教
育
費
で
あ

n
ま
す
が
、
職
員
手
当
、
旅
費
、
交
際
費
等
の
科
目
に
相
当
の
不
用
額
が
あ
る
理
由
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
、

す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
適
切
な
措
置
を
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
と
の
意
見
茄
虎

nま
し
た
。

こ
れ

ら
の
点
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
を
し
、
有
効
適
切
に
運
用
す
る
よ
う
、
ま
た
、
修
学
旅
行
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
子
弟
の
教
育
に
影
善

と
に・校

な舎
つ建
て築
い費
たの
と事
こ業
ろ繰
が n
、、越

年し
度理
途由
中に
につ
おい

いて

て質

国疑
庫が
補あ
助っ
がた
決の
定で
しあ
‘り
設ま
計す
そが
の‘
他．こ
にれ
っーは
い、

て当
変初
更‘
手予
続算
の化タト
た:：・義 、
め：務
生負
じ担
た••で
も行
のな
でう
ま~こ

、
そ
の
原
因
と
し
て
は
●
補
助
金
が
確
定
し
な
い
と
工
事
に
か
か

n
に
く
い
と
い
う

と
か
く
校
舎
建
築
事
業
は
遅
延
す
る
傾
向
に
あ
り

入
札
等
の
手
続
に
つ
い
て
十
分
検
討
す
る
よ
う
要
望

＼． 

考
え
方
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
な
ど
よ
く
研
究
し
、
予
算
ー
設
計
ー

し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

各
学
校
毎
に
校
舎
の
設
計
が
異
「
て
い
る
点
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

n
、

が
、
教
室
の
場
合
は
各
学
校
に
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
意
見
も
あ
っ
て
む
ず
か
し
い
の
で
、
現
在
は
基
本
的
に
二
つ
の
形
式
に
ま
と
め
て
い
る

社
会
教
育
費
の
中
で
、
婦
人
教
育
費
の
不
用
額
が
予
算
額
の
約
五

0
彩
に
及
ん
で
い
る
点
は
、
公
民
館
配
置
等
の
問
題
も
あ
っ
て
事
業

執
行
に
ロ
ス
が
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
の
で
、
十
分
検
討
す
る
よ
う
に
と
の
意
見
が
あ

n
ま
し
た
C

す
が
、
体
育
課
の
新
設
に
つ
い
て
は
、
将
来
、
設
置
す
る
考
ス
で
様
構
そ
の
他
の
面

次
に
、
保
卸
衛
生
費
中
の
体
育
施
設
費
で
ホ
り
ま

に
検
討
を
加
え
て
い
る
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
の
で
あ

n
ま
す
。

以
上
で
、
一
般
会
計
を
終

n
ます一》

次
に
、
各
特
別
会
計
並
び
に
財
産
区
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
体
育
館
の
湯
合
は
だ
い
た
い
統
一
さ
れ
て
き
た

市
立
四
日
市
病
院
費
は
、
夜
入
決
算
額
二
億
五
千
八
百
十
七
万
余
円
、
歳
出
決
聟
額
二
億
五
千
二
百
三
十
四
万
匹
千
力
百
余
円
で
差
し

引
き
五
百
八
十
二
万
五
千
余
円
が
翌
年
度
に
操

n
越
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
前
年
度
の
決
算
に
お
き
ま
し
て
は
、
旧
病
院
敷
地

の
売
却
が
な
く
、
六
千
四
百
六
十
五
万
匹
千
六
百
余
円
の
投
入
不
足
を
生
じ
、
本
年
度
救
入
か
ら
操

n
上
げ
充
用
を
し
て
い
る
の
で
あ

n

ま
す
。審

査
に
当
り
ま
し
て
は
、
決
用
料
の
未
収
入
、
原
材
料
費
の
購
入
手
続
、
入
札
業
者
の
選
定
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
ま
た
病
院

運
営
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
病
床
増
設
の
時
期
と
こ
れ
に
関
連
す
る
建
設
費
、
民
問
病
院
あ
る
い
は
医
師
会
な
ど
と
の
問
題
に
つ
い
て
蛉

議
が
か
わ
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
三
十
九
年
度
か
ら
は
公
営
企
業
法
の
一
部
が
適
用
さ
れ
、
公
立
病
院
の
運
営
に
は
一
段
と
努
力
が

望
ま
れ
る
と
き
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
慎
重
に
検
討
さ
れ
た
い
旨
の
意
見
が
あ

n
ま
し
た
。

次
に
、
市
立
印
刷
所
費
は
、
歳
入
決
算
額
千
三
百
二
十
一
万
一
＝
千
百
余
円
、
投
出
決
算
頷
八
百
五
十
三
万
六
百
余
円
で
、
差
し
引
き
四

百
六
十
八
万
二
千
四
百
余
円
の
歳
計
剰
余
金
と
な

n
、
こ
れ
は
前
年
度
決
算
に
比
較
い
た
し
ま
す
と
六
十
六
万
余
円
の
培
加
で
あ

nま
す

巻
越
金
の
使
途
、
市
の
印
刷
需
要
に
占
め
る
割
合
に
つ
い
て
質
疑
が
虎
り
ま
し
た
が
、
．
操
起
金
は
＼
模
桟
を
買
い
か
え
る
た
め
の
財
源

と
し
て
積
立
て
て
い
る
も
の
で
あ

n
、
後
者
に
つ
い
て
は
現
在
市
の
印
刷
物
中
約
一
h

五
彩
を
引
き
受
け
て
い
る
実
情
で
、
役
核
の
整
備
が

で
き
た
あ
か
つ
き
に
は
五

0
形
程
度
は
印
刷
可
能
と
考
え
る
。
し
か
し
民
問
莱
者
と
の
関
連
も
あ
る
の
で
、
役
所
の
印
刷
物
全
部
を
や
ろ

う
と
は
考
え
て
い
な
い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

．

．
 

次
に
、
公
益
質
屋
貨
は
、
歳
入
決
算
額
七
百
八
十
匹
万
七
千
余
円
、
歳
出
決
箪
額
七
百
三
十
六
万
二
千
百
余
円
、
差
し
引
き
四
十
八
万

四
千
八
百
余
円
の
歳
計
剰
余
金
で
、
こ
れ
を
前
年
度
決
算
に
比
較
い
た
し
ま
す
と
、
八
万
六
千
余
円
の
増
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
最

近
は
利
用
者
が
涙
少
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
ま
た
利
用
者
の
質
の
上
に
お
い
て
も
変
化
を
示
し
て
い
る
の
で
、
運
営
上
検
討
す
ぺ
き
時
期

に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
た
だ
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
、
整
理
統
合
に
つ
い
て
検
討
し
て
は
い
る
が
、
全
廃
す
る
考
え
は
な
い

A

と

る
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
の
で
あ

n
ま
す
。
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の
で
沢
り
出
す
u

床
り
出
す
。

な
影
船
を
与
え
る
の
で
、

手
数
料
は
従
米
の
ま
ま
で
迎
営
さ
れ
、
か
つ
、

次
に
、
競
輪
事
業
費
で
あ

n
ま
す
が
、
歳
入
決
鍍
額
は
七
億
四
千
四
十
七
万
五
千
九
百
余
円
、
歳
出
決
傾
額
は
七
億
五
千
二
百
一
＝
十
五

万
六
千
百
余
円
で
、
歳
計
剰
余
金
一
千
八
百
十
一
万
九
千
七
百
余
国
が
翌
年
芦
へ
緑

n
越
さ
れ
て
お

n
、

千
三
百
万
円
で
あ
り
ま
し
て
、
別
距
意
見
は
な
か
っ
た
の
で
あ

n
ま
す
C

国
民
節
康
保
険
費
は
、
歳
入
決
算
額
二
億
四
百
五
十
一
二
万
九
千
八
百
余
円
、
歳
出
決
算
額
一
億
八
千
五
百
一
万
七
千
二
百
余
円
と
な

n

、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
も
な

差
し
引
き
一
千
九
百
五
十
ご
万
二
千
五
百
余
円
が
様
計
剰
余
金
と
し
て
翌
年
度
へ
礎
密
＂
越
さ
れ
、
ま
た

く
本
事
業
が
四
滑
に
悪
常
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
次
オ
で
あ

n
ま
す
9

て
、
件
数
は
六

0
件、

な
お
、
保
険
料
の
不
納
欠
損
額
は
、
下
野
、
県
地
区
に
お
い
て
一
部
実
施
し
て
い
た
当
時
の
も
の
で
あ
り
ま
し

生
活
困
窮
者
、
死
亡
者
、
行
方
不
明
者
な
ど
で
お
る
と
い
う
説
明
州
ま

n
ま
し
た
C

次
に
、
工
場
膀
致
費
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
借
入
金
を
返
済
し
て
い
く
だ
け
の
特
別
会
計
で
あ
っ
て
、
こ
う
い
う
も
の
が
長
い
間
存

、
三
十
七
年
度
は
そ
の
オ
ニ
年
目
に
あ
た
っ
て

う
の
で
、
三
カ
年
で
解
消
す
る
こ
と
に
な
り

在
す
る
と
い
う
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
と
い

す°

、
別
段
意
見
も
な
か
っ
た
の
で
お
り
ま

に
な
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て

ヽ

お
り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
一
＝
十
八
年
頂
で
姿
を
消
す
こ
と

歳
出
決
算
額
千
二
百
二
十
六
万
一
＝
千
二
百
余
円

、
椒
入
決
鉦
額
千
二
百
五
十
二
万
五
千
二
百
余
国
、

次
に
、
と
畜
場
女
肉
市
場
保
で
は

で
お
り
ま
す
が
、
職
員
給
与
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
反
面
，

十
六
万
一
千
九
百
余
円
が
翌
年
穫
へ
脱

n
越
さ
れ
て
い
る
の

で
、
差
し
引
き
二

一
般
会
計
か
ら
の
緑
人
金
が
涼
少
し
て
い
る
の
は
、
本
事
業
が
虎
る
程
度
の
伸
び
を
示
し

で
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
士
る
の
で
あ

11ま
す

。

；

＇

・
次
に
、
公
共
下
水
追
致
で
床

n
ま
す
が
、
敬
入
決
算
茄
は
二
似
二
千
七
百
二
十
一
万
五
千
六
百
余
口
、
歳
出
袂
算
額
は
二
億
二
千
七
百

が
、
使
用
料
の
収
入
未
済
額
に
つ
い
て

十
六
万
九
千
余
円
、
差
し
引
き
即
万
六
千
五
百
余
円
が
翌
年
桜
へ
緑
り
越
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す9

9
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質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
は
、
硯
在
は
水
逍
局
に
委
託
し
て
徴
収
し
て
い
る
が
、
当
初
は
下
水
道
課
で

P
R
を
兼
ね
て
欲
収
に
回
っ
て
い
た
と

さ
の
も
の
で
、
規
在
は
す
で
に
解
決
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
．
下
水
管
布
設
工
事
な
ど
の
あ
と
し
ま
つ
に
つ

い
て
は
、
十
分
に
行
な
う
よ
う
に
と
の
肱
見
が
あ
り
ま
し
た
。

次

に

、

桜

ut庄
区
の
決
雑
で
あ
り
ま
す
が
、
牧
入
決
算
額
百
＿
二
十
三
刀
―
―
i

百
余
円
、
歳
出
決
婢
額
百
二
十
七
万
八
千
四
百
余
国
で
、
差

し
引
き
丘
万
一
千
九
百
余
円
が
収
叶
剌
余
金
と
し
て
翌
年
渡
に
屎

n
越
さ
れ
ま
し
た
。
山
林
面
税
四
十
町
五
反
歩
、
こ
れ
は
公
簿
面
積
で

缶
り
ま
す
。
約
l
-
i
-
I
-
O
t心
の
地
拭
が
伐
採
虹
川
地
で
缶
り
ま
し
て
、
残
り
の
六
七
形
は
伐
採
以
下
あ
る
い
は
雑
草
地
で
左

n
ま
す
が
、
毎
年

五
反
歩
か
ら
六
反
歩
柑
股
を
伐
採
し
、
伐
採
地
の
如
林
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
虎
り
ま
し
て
、
本
年
度
は
桜
地
区
各
町
へ
の
交
付
金
は
三

十
万
円
、
こ
の
は
か
学
枚
プ
ー
ル
建
設
に
伴
い
五
十
万
円
の
交
付
を
し
た
の
で
あ

nま
す
が
、
別
段
意
見
は
な
か
っ
た
の
で
あ

n
ま
す
。

以
上
、
当
べ
ぶ
以
会
に
お
け
る
祈
在
の
経
過
を

111
し
上
げ
た
の
で
あ

n
ま
す
が
、
こ
れ
を
要
す
る
に

オ
ー
に
、
事
5
点
の
計
面
的
執
行
と
小
架
耽
り
越
し
の
叫
凶
に
つ
い
て
は
、
単
に
そ
の
年
附
の
み
な
ら
ず
、
次
年
度
事
業
の
執
行
に
も
重
大

ー
，
屈
の
研
究
な
瓜
わ
ら
れ
、
叶
面
的
、
幼
県
的
な
迎
用
を
は
か
「
て
市
民
の
負
託
に
こ
た
え
ら
れ
た
い
の
で

を
一
に
、
＊
収
入
金
ー
と
く
に
過
年
I
I
J
分
の
木
収
入
金
に
つ
い
て
整
迎
促
辿
を
は
か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
q

‘

牙
三
に
、
子
算
の
不
川
額
と
仇
川
に
つ
い
て
は
、
不
執
行
に
終
っ
た
り
、
あ
る
い
は
多
額
の
不
用
額
を
残
し
た
も
の
が
あ
る
の
で
、
予
算

の
紺
成
、
妊
費
の
柏
位
に
当
っ
て
は
周
到
な
止
磁
を
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
ん
ご
こ
の
よ
う
な
結
果
を
生
じ
な
い
よ
う
留
意
さ
れ
た
い

な
お
、
最
後
に
決
杯
の
幼
lIJ
ルJ
十
分
に
あ
ら
し
め
、
行
政
効
米
を
確
認
す
る
上
か
ら
も
、
こ
ん
ご
は
，
で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
議
会
の

ぬ
定
に
付
す
る
よ
う
布
招
い
た
し
出
し
て
、
昭
和
三
十
七
年
附
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
叶
並
び
に
桜
財
産
区
決
算
を
、
こ
こ
に
全
員
一

い
う
答
弁
が
ま
っ
た
の
で
お
り
ま
す
。

ー・-r

一
般
会
計
へ
の
緑
出
金
は
、
九

` ~ ~、＇

ヽ
｝ 
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っ
た
敗
字
を
出
し
ヤ
い
る
だ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
決
位
特
別
松

tl
（
松
詰
狼
隆
む
）

n
決
仰
特
別
委
μ
（
協
砂
g
典
椛
社
）
狂
壇
〕

〇
硯
長
，
（
田
村
末
松
む
）

（
樅
詰
典
隆
甘
「
誠
長
」
と
呼
ぶ
）

橋
窃
版
以
c

用
と
い
う
も
の
は
ど
の
く
ら
い
あ
っ
た
か
、

〔
決
伐
特
別
委
は
長
（
氷
田
利
一
郎
け
）
登
壇
〕

っ
て
お
り
ま
す
。

，
＇
致
を
も
っ
て
、
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
次
オ
で
ま
り
ま
す
。

こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
、
本
委
員
会
の
審
査
報
告
を
終
わ

n
ま
す
。

季
員
長
報
告
に
対
し
ま
し
て
、
御
質
疑
、
御
意
見
が
あ

n
ま
し
た
ら
御
発
言
願
い
ま
す
。

〔
大
島
武
雄
君
登
壇
〕

0
大
島
武
雄
君

た
だ
い
ま
一
＝
＋
七
年
府
の
一
般
会
計
の
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
中
に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
と
聞
V
と
こ
ろ
に
よ
り

ま
す
と
、
連
日
、
相
当
研
究
さ
れ
、
し
か
も
祇
諮
さ
れ
て
こ
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
中
に
お
い
て
、
四
点
に

つ
い
て
お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

初
め
に
、
歳
入
歳
出
の
決
算
の
と
こ
ろ
に
つ
い
て
「
緑

n越
し
は
い
わ
ば
名
目
的
な
繰

n
越
し
で
あ

n
」
と
、
こ
の
よ
う
な
点
が
虎
っ

た
わ
け
で
芥

n
ま
す
が
、
実
際
に
繰

n
越
し
し
た
金
額
を
当
然
お
げ
る
べ
き
で
お
る
と
、
こ
の
よ
う
に
私
は
考
え
て
お

n
ま
す
。
こ
の
点

に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
検
討
な
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
検
討
の
と
き
の
状
況
を
少
し
お
話
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
こ
の
よ
う
に
思

て
は
、
額
は
そ
う
大
差
な
い
と
思
い
ま
す
が

三
十
六
年
度
あ
る
い
は
三
十
七
年
度
に
つ
い

•
次
に
、
義
務
教
育
代
の
件
で
が
り
ま
す
が
、

あ
る
い
は
「
義
務
制
以
外
の
教
育
施
設
一
六
％
」
、
こ
の
よ
う
に
多
額
の
も

こ
こ
に
義
務
教
育
施
設
股
と
か
そ
う
い
う
も
の
が
二
五
彩
、

゜

）
点
に
つ
い
て
も
審
滴
さ
れ
た
と
き
の
状
況
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

の
が
計
上
さ
れ
て
お
る
よ
う
に
私
は
息
い
ま
す
が
、
こ
。

ホ
る
い
は
社
会
樹
祉
主
事
の
定
数
の
問
題
、
そ
う
い
う
点
も
現
在
ま
で

次
に
、
厚
生
部
関
係
で
左

n
ま
す
が
、
母
子
寮
の
叩
営
と
か
ヽ

l
)

て
も
い
ろ
い
ろ
御
検
討
な
さ
れ

3

、
こ
う
い
う
点
が
あ
る
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
点
に
つ
11

い
ろ
い
ろ
と
完
備
さ
れ
て
い
な
＂

た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
と
き
の
状
況
も
一
っ
お
顧
い
い
た
し
ま
す
。

せ
ん
が
、
青
年
に
対
す
る
い
ろ
い
ろ
の
設
備
費

次
に
、
社
会
教
育
伐
の
中
で
あ
り
ま
す
が
、
私
も
不
勉
強
で
ま
こ
と
に
由
し
訳
ぁ

n
ま

0
決
算
特
別
委
且
長
（
水
田
利
一
郎
甘
）

い
て
説
明
し
て
も
ら
い
ま
す
。

偕
越
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
委
且
長
に
お
か
わ
り
し
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
C

オ
ー
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
説
明
い
た
し
ま
し
た
説
明
告
の
内
に
、
ニ
ペ
ー
ジ
の
後
半
か
ら
＿
l

-

ペ
ー
ジ
の
初
め
に
か
け
て
説
明
を
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

お
耳
に
つ
ま
る
よ
う
な
答
弁
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
総
務
部
長
に
ま
ず
こ
の
繰
り
越
し
に
つ

こ
こ
を
も
う
一
度
砒
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
判
明
い
た
し
ま
す
。

オ
ニ
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
単
な
る
予

g
外
義
務
負
担
の
総
額
の
中
で
教
育
関
係
飛
が
ど
う
い
う
類
別
に
な
っ
て
い
る
か
と
、

オ
三
点
に
つ
さ
ま
し
て
は
、
社
会
櫛
祉
の
火
隊
に
仕
事
を
す
る
人
目
等
に
つ
い
て
、
職
貝
数
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
委
は
会
の
堀
版
の
中
で
も
痰
隊
脚
附
、
本
来
い
え
ば
社
会
福
祉
の
適
用
を
弔
け
る
と
い
う
、
そ
う
い
っ
た
市
民
の
方
々
が
多

数
み
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
と
こ
ろ
が
、
規
在
に
お
い
て
は
目
こ
ぽ
し
が
あ
る
と
い
う
、
そ
う
い
っ
た
脹
論
が
な
さ
れ
＼
具
体
的
な
量
等

も
出
さ
れ
る
中
で
、
さ
ら
に
そ
れ
を
十
分
に
捕
捉
す
る
と
、
こ
う
い
っ
た
意
味
合
い
か
ら
、
む
し
ろ
理
事
者
に
対
し
て
も
っ
と
正
確
な
社

会
保
陣
の
開
施
設
と
い
う
も
の
を
、
況
る
い
は
施
策
と
い
う
も
の
を
う
る
た
め
の
熱
意
と
い
う
も
の
と
、
さ
ら
に
社
会
福
祉
関
係
の
職
員

を
ふ
や
す
と
い
う
、
そ
う
い
っ
た
方
向
を
打
ち
出
し
て
お

n
ま
す
。

？
 
2-

牙
四
点
に
つ
が
ま
し
て
は
、
そ
の
背
少
年
に
対
す
る
施
設
、
あ
る
い
は
予
算
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
十
七
年
序
の
予
算
書
を
見
て
い

〇
諮
長
（
田
村
末
松
君
）

そ
の
点
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

．．
 ，
 

．．
 
し
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〔
市
長
（
平
田
佐
矩
甘
）
笠
壇
W

0
市
長
（
平
田
佐
矩
む
）

去
る
十
六
日
か
ら
開
他
い
た
し
ま
し
た
開
設
十
二
辿
年
記
念
四
日
市
競
輪
は
、
前
節
に
お
き
ま
し
て
車
券
売
り
上
げ
が
当
初
の
予
想
を

市
長
。

た
だ
い
ま
御
上
往
の
濠
寮
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

捉
案
迎
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

0
品
長
（
田
村
末
松
社
）

2,炭
涵
な
し
」
と
呼
ぶ
老
あ
り
〕

0
議
長
（
田
村
末
松
甘
）

そ
れ
で
は
、
議
寮
の
採
決
を
い
た
し
ま
す
。

質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

他
に
御
質
疑
は
が
り
ま
せ
ん
か
。

と
思
い
ま
す
。

0
決
煉
特
別
委
日
（
梢
詰
典
隆
君
）

た
だ
け
れ
ば
判
然
と
い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
も
う
一
席
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
．

か
わ

n
ま
し
て
御
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

以
上
、
簡
単
で
ご
宮
い
ま
す
が
、

n
大
島
武
雄
君
登
壇
〕

0
大
島
武
雄
君

ー
ジ
に
ち
よ
っ
と
お
願
い
し
た
い
の
で
す
が
、
こ
の
数

い
ま
答
弁
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
数
字
、
前
の
ニ
ペ

、
、
い
ろ
い
ろ
な
書
物
に
出
ャ
お

n
ま
す
が
、
そ
の
い
き
さ
つ
と
い
う
の
は
、
な
か
な

字
と
い
う
の
は
こ
こ
に
菩
い
て
ま
り
ま
す
し
ま
た

か
わ
か
ら
な
い
わ
け
で
あ

n
ま
す
。
そ
の
点
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
わ
け
で
ま

n
ま
し
て
、
書
い
て
ま
る
か
ら
そ
の
と
お
り
だ
と
、
そ
う

っ
と
こ
う
わ
か

n

ま
せ
ん
も
の
で
す
か
ら
、
•
そ
の
点
ぉ

そ
の
と
き
の
こ
と
も
ち
ょ

い
う
ふ
う
に
い
わ
る
れ
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
り
ま
す
が
、

母
ね
し
た
わ
け
で
祈
り
ま
す
。

次
に
、
義
務
教
育
の
こ
の
施
設
の
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、
数
字
だ
け
を
あ
げ
た
と
、

こ
う
い
う
ふ
う
な
れ
ば
で
す
ね
、
ど
う
に
で
も
な

る
も
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
い
ま
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
決
算
書
を
見
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
も
、
二
五
％
あ
る
い
は
一
六
％
と

い
う
多
額
の
も
の
に
ど
の
よ
う
に
進
ん
だ
か
と
い
う
意
見
も
出
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
こ
の
よ
う
に
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て

お
卦
ね
し
た
わ
け
で
ま
り
ま
す
。

そ
の
二
点
に
つ
い
て
、
ま
こ
と
に
申
し
訳
ぁ

n
ま
せ
ん
が
、
も
う
一
度
御
答
弁
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

術
単
で
す
か
ら
、
目
席
で
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
数
字
等
ir
つ
い
て
は
決
箪
書
な
り
予

箕
密
な

n
に
出
て
お
り
ま
内
従
っ
て
、
そ
れ
を
ど
う
受
け
取
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
判
断
基
準
か
ら
遮
っ
て
ま
い

n
ま
す
。

い
ま
の
大
島
猥
且
の
質
問
は
、
質
問
に
な
ら
ぬ
と
思
い
ま
す
が
、
•
そ
う
い
っ
た
意
味
合
い
か
ら
、
語
長
の
ほ
う
か
ら
御
注
意
願
い
た
い

〇
誠
長
（
田
村
末
松
君
）

稲
詰
脳
且
。
大
島
謡
屈
に
は
、
こ
れ
は
予
虹
外
義
務
負
担
の
内
容
が
こ
の
よ
う
に
現
わ
し
て
あ
る
と
い
う
こ

と
を
御
了
解
匝
い
た
い
と
、
そ
れ
で
ぃ
い
で
す
か
。
．
（
橋
詰
典
隆
君
、
う
な
づ
く
）

大
島
隔
月
e

こ
れ
は
、
予
算
外
義
務
負
担
の
総
額
の
パ
ー
セ
ン
テ
イ
ジ
が
こ
の
よ
う
に
現
わ
れ
て
お
る
と
。
そ
れ
で
、
そ
の
数
字
に
つ

い
て
は
決
算
密
に
十
分
記
軟
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
骰
務
負
担
の
額
の
パ
ー
セ
ン
テ
イ
ジ
が
、
こ
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
お
る
と
い

う
こ
と
で
す
c

（
大
島
武
雄
君
「
了
解
」
と
呼
ぶ
）

（
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）

●’
 

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
本
索
は
、
委
員
長
叙
告
の
と
お
り
認
定
い
た
し
ま
し
て
御
異
臨
あ

n
ま
せ
ん
か
。

御
奴
餓
な
し
と
秘
め
ま
す
d

よ
っ
て
昭
和

l=＋
七
年
度
四
日
市
市
救
入
枚
出
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
歳

入
救
出
袂
算
は
、
委
且
長
報
侶
の
と
お

n詔
定
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

ー

次
に
、
日
租
オ
四
、
脹
案
牙
一
号
専
決
処
分
に
つ
い
て
を
設
題
と
い
た
し
ま
す
。
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〔
削
川
辰
出
む
登
壇
〕
御
質
疑
、
御
慈
見
が
あ

n
ま
し
た
ら
、
御
発
で
2

匝
い
ま
す
。

い
出
し
上
げ
ま
す
。

た
だ
い
ま
御
上
柑
の
議
案
牙
二
号
に
つ
い
て
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

n
市
長
（
平
田
佐
矩

u)
登
壇
〕

市
長
。

ま
し
た
。

す
が
、

こ
れ
に
御
異
誠
虎

n
ま
せ
ん
か
。

上
回

n
、
車
券
払
戻
金
、
競
輪
場
の
座
9

上
料
そ
の
他
各
種
協
会
負
担
金
等
の
諸
経
費
に
不
足
を
生
じ
ま
し
た
が
、
競
輪
開
催
中
の
こ
と
と

て
直
ち
に
処
匠
す
る
必
要
が
あ

n
、
隔
会
を
召
染
す
る
い
と
ま
が
あ

n
ま
せ
ん
の
で
、
ゃ
む
な
く
追
加
予
算
の
専
決
処
分
を
行
な
っ
た
も

一
億
二
千
ー
ー
百
八
十
一
万
六
千
七
百
国
で
あ

n
ま
し
て
、
こ
れ
を
含
め
ま
す
と
予
算
総
額
は
九
億
八
十
三
万
五
千
三

百
二
十
円
と
な
る
の
で
缶

n
ま
す
。

な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
御
帯
器
の
う
え
、
御
承
認
賜
わ

n
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
識
長
（
田
村
末
松
君
）

質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。

n
「
屎
様
な
し
」
と
呼
ぶ
岩
ぉ

n
w

0
議
長
（
田
村
末
松
社
）

伽
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

れ
ま
し
て
、
今
日
に
見
る
市
街
地
の
復
典
が
行
な
わ
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
「
異
涵
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

n
)

お
は
か

n
い
た
し
ま
す
。
本
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
萎
且
会
の
付
託
並
び
に
討
論
を
省
略
し
、
諮
案
の
採
決
を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま

〇
蔽
長
（
田
村
末
松
君
）
御
異
品
な
し
と
認
め
ま
す
。
添
案
オ
ー
号
を
採
決
い
た
し
ま
す
。

木
案
は
、
原
案
の
と
お
り
承
認
い
た
し
ま
し
て
御
臭
涵
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
凪
臨
な
し
」
と
呼
ぶ
者
尻
り
〕

〇
謡
長
（
田
村
末
松
君
）

．
御
異
屈
な
し
と
品
め
ま
す
。
よ
っ
て
盛
案
オ
ー
号
専
決
処
分
に
つ
い
て
は
、
承
認
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し

次
に
、
日
程
オ
五
、
謡
案
牙
二
号
四
日
市
市
緑
化
推
進
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
を
諮
題
と
い
た
し
ま
す
。

0
市
長
（
平
田
佐
知
は
）

•
本
市
中
央
部
の
市
街
地
は
、
屯
和
二
十
年
六
月
の
空
腹
に
よ

n

、
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
部
が
焼
土
と
化
し
ま
し
た
の
で
、
目
来
戦
災
復
興

都
市
計
画
事
菜
を
中
心
と
し
て
逍
路
の
築
辿
、
公
共
施
設
の
整
備
等
を
は
じ
め
、
住
宅
、
商
店
街
の
復
興
が
市
の
全
力
を
あ
げ
て
進
め
ら

一
方
、
臨
叫
地
皿
m
に
お
さ
ま
し
て
は
、
工
恥
味
致
の
強
力
な
推
進
に
よ
り
ま
し
て
、
本
邦
オ
ー
の
石
油
化
学
コ
ン
ピ
ナ
ー
ト
の
造
成
ゃ

そ
の
他
の
エ
紛
、
“
架
島
年
の
辿
出
が
行
な
わ
れ
、
近
代
化
学
工
業
都
市
と
し
て
面
期
的
な
発
展
を
遂
げ
、
さ
ら
に
飛
躍
を
続
け
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
が
り
ま
す
。

つ
さ
ま
し
て
は
、

こ
れ
も
ひ
と
え
に
市
民
各
位
の
た
ゅ
ま
ざ
る
御
努
力
の
賜
と
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
オ
で
あ

n
ま
す
．

こ
ん
ピ
針
企
な
市
民
生
活
に
材
与
す
る
た
め
、
公
歯
、
珀
路
、
学
校
等
の
公
共
施
設
け
も
と
よ
り
市
内
の
工
場
敷
地

宅
地
の
空
地
寄
に
も
樹
木
、
芝
生
、
花
き
類
を
叶
画
的
に
柏
栽
、
育
成
い
た
し
ま
し
て
、
公
徳
心
を
高
拐
し
な
が
ら
、
樹
木
の
愛
護
、
保

存
を
は
か
り
た
、
い
と
存
じ
、
＊
寮
を
提
索
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

と
り
あ
え
す
、
木
年
撹
内
に
い
化
批
辿
伶
は
会
を
股
股
し
て
緑
化
の
推
進
に
つ
い
て
調
査
悉
蔽
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
答
申
を
ま
っ
て

弘
力
に
事
業
を
朕
開
し
明
る
い
住
み
よ
い
緑
の
町
づ

<
n
を
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
御
決
語
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願

0
版
長
（
田
村
末
松
む
）

御
質
疑
が
あ

n
ま
し
た
ら
、
御
発
言
頭
い
ま
す
。

の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
追
加
額
は
、
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こ
う
い
う
念
願
で
あ
り
ま
す
。

9 : i 

i 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

い
ま
提
案
せ
n

い
れ
ま
し
た
四
日
市
市
緑
化
推
進
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
か
ら
四
日
市
の
発
展
と
い
う
こ
と

．
に
つ
き
ま
し
て
非
常
に
関
心
を
持
ち
、
ま
た
、
本
会
椴
で
も
っ
て
こ
の
問
罠
に
質
問
も
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
一
市
長
の
提
案
理
由

の
中
に
も
嘗
か
れ
て
お

n
ま
す
の
で
、
重
ね
て
申
し
上
げ
ま
せ
ん
が
、
た
い
へ
ん
け
っ
こ
う
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
こ
．
で
一
っ
心
配
な
こ
と
は
、
条
例
は
出
さ
れ
て
も
果
し
て
こ
ん
ご
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
く
の
か
。
少
く
と
も
条
例
が
出

4
 

さ
る
れ
ば
当
然
、
予
算
と
い
う
も
の
が
伴
っ
て
こ
な
け
れ
ば
空
文
に
等
し
い
わ
け
で
す
。
そ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
、
こ
こ
で
い
ぅ
ま
で
も

な
い
と
お
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
過
去
の
実
態
か
ら
い
い
ま
し
て
非
常
に
心
配
い
た
し
ま
す
の
で
質
問
す
る
わ
け
で
す
が
、

た
と
え
ば
四
日
市
で
交
遥
安
全
都
市
宣
言
を
や
っ
て
、
す
で
に
三
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お

n
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
手
が
打
た
れ
て
い
る
か
。
直
営
は
し
た
も
の
の
で
す
ね
、
そ
の
後
具
体
的
に
は
ど
う
も
。
ハ
ツ
と
し
な
い
'o

一
昨
日
か
ら
昨
日
に
か
け
ま
し
て
交
通
速
輸
開
発
分
科
委
員
会
で
も
っ
て
西
宮
市
を
視
察
し
た
わ
け
で
す
が
、
や
は

n
西
宮
に
お
い
て

も
交
通
安
全
都
市
宣
言
を
や
っ
て
お

n
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
悔
年
二
千
万
か
ら
三
千
万
の
予
算
を
組
ん
で
、
実
に
具
体
的
な
積
極
的
な
対

策
を
立
て
て
お
る
。
わ
が
四
日
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
不
幸
に
し
て
ど
う
も
こ
れ
ら
と
比
較
し
ま
す
と
い
う
と
、
十
分
と
い
う
よ
り
む
し

ろ
ほ
と
ん
ど
や
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
形
一
9

こ
の
条
例
が
つ
く
ら
れ
た
の
で
は
、
ま
さ
に
形
式
的
に
終
っ
て
し
ま

う
わ
け
な
の
で
、
こ
ん
ご
の
予
位
化
に
対
す
る
市
長
の
本
当
の
気
持
ち
、
こ
れ
を
お
佃
い
し
た
い
。
ま
だ
ま
だ
い
ま
の
よ
う
な
空
文
化
し

て
い
る
、
死
文
化
し
て
い
る
問
題
が
た
く
さ
ん
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
省
略
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
牙
五
条
の
オ
ニ
項
の
二
で
す
。
「
凋
係
楼
関
、
各
種
印
体
」
と
宙
い
て
ご
ざ
い
ま
す
が
、
具
体
的
に
は
何
を
示
す
の
か
、

こ
の
二
点
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
し

n
助
役
（
庄
司
良
一
せ
）
登
墳
〕

〇
助
役
（
庄
司
良
一
君
）

で
も
潤
い
の

要
望
が
あ
り
、
少
し

じ
め
市
民
各
位
か
ら
非
常
に
強
＜

、
か
ね
が
ね
峨
目
の
皆
さ
ま
方
を
け

市
内
の
緑
化
に
つ
き
ま
し
て

、
常
に
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
と
い

あ
る
町
に
早
く
し
ろ
、
こ
う
い
う
要
望
、
私
ど
も
も
ご
も
っ
と
も
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て

う
こ
と
で
検
討
を
加
え
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
御
承
知
の
と
お

n
だ
ろ
う
と
思
ぅ
の
で
ご
ざ

い
方
汰
が
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
い

い
ま
す
。

も
、
こ
れ
は
一
朝
ー
タ
に
で
き
る
こ
と
で
な
く
、
市
だ
け
が
い
か

市
内
を
緑
に
す
る
、
あ
る
い
は
市
内
を
炎
し
く
す
る
と
山
し
ま
し
て
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
を
ホ
げ
て
、
町
を
あ
げ
て
全
部
が
自
分
の
も
の

に
叫
び
ま
し
て
も
、
か
な
ら
ず
し
も
成
呆
が
上
る
と
は
屈
え
な
い
。

と
申
し
ま
し
て
も
拙
本
に
な
る
ぺ
幸
だ
ろ
う
と
、

と
し
て
盛

n
上
げ
て
い
く
と
、
こ
う
い
う
こ
と
が
な
ん

こ
う
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す

こ
れ
は
自
分
の
緑
で
あ
る
、
こ

し
ま
す
と
と
も
に
、
市
民
各
位
に

の
予
位
措
屈
を
い
た

従
っ
て
私
ど
も
は
、
市
み
ず
か
ら
こ
れ
に
つ
い
て

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
何
と
か
市
民
運
動
と
し
て
こ
れ
を
取
り
上
げ
て
い
た
だ

こ
う
い
う
気
持
ち
を
持

の
木
は
お
れ
の
木
で
あ
る
と
、

き
た
い
と
い
う
、

こ
う
い
う
念
面
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
ご
さ
い
ま
す
。

こ
と
、
大
き
く
市
民
測
動
と
い
た
し
ま
し
て
成
果
を
上
げ
た
い
、

者
と
し
、
こ
れ
を
招
針
と
し
て
市
と
し
て
の
予
雑
拍
説
は
も
ち
ろ
ん
の
，

し
て
、
衆
知
を
集
め
、
よ

nよ
い
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
私
ど
も
は
こ
れ
を
参

そ
う
い
う
こ
と
か
ら
、
木
条
例
を
制
定
い
た
し
市

ー
、
こ
れ
は
市
長
か
ら
も
強
く
話
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
な
ん
と
か
苦
し
い
な
が
ら
で
も
一
文
で
も
多
く

予
算
上
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て

/
 

ら
御
了
承
穎
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

予
位
を
組
み
た
い
と
、
こ
う
息
っ
て
お
り
ま
す
か

各
種
団
体
」
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
い
ろ
い
ろ
と
ャ
'
-3
 

て
で
あ
り
ま
す
が
、
「
関
徐
根
関
、

そ
れ
か
ら
、
裕
μ
会
の
構
成
に
つ
い

ご
ざ
い
ま
す

3一

ご
ざ
い
ま
す
。
あ
る
い
は
婦
人
会
も
ご
ざ
い
ま
す
。
肯
少
年
団
体
も
、
'

、
教
育
恨
関
も

す
が

だ
い
ま
私
ど
も
相
蔽
し
て
お
り
ま

込
ん
で
も
ら
う
、
ー
ニ
A

の
運
動
に
す
る
・

．` 

い
る
工
場
側
に
も
市
民
運
助
に
と
け

．盲ヽ
1

、
さ
ら
に
空
地
を
相
当
持
っ
て

そ
う
い
っ
た
こ
と
の
ほ
か
に

,
h
'
 

0
前
川
辰
男
君

, 1 

＼ " ~ 
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ご
ざ
い
ま
す
が
、
さ
よ
う
承
知
し
て
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
か
。

（
伊
藤
太
郎
君
「
は
い
、
そ
う
で
す
」
と
呼
ぶ
)

お
笞
え
い
た
し
ま
す
。

の
で
ピ
ざ
い
ま
す
。

0
伊
藤
太
郎
君

「
伊
藤
太
郎
君
登
増
〕

だ
く
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
て
、
質
問
を
終

n
ま
す
。

0
前
川
辰
男
君
簡
単
で
す
か
ら
、
目
席
か
ら
ー
し

意
味
に
お
い
て
さ
ら
に
空
地
を
相
当
持
っ
て
い
る
工
場
側
の
代
表
者
も
入
れ
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
、
こ
う
い
う
考
え
方
か
ら
ご
く
抽
象
的
に

「
関
係
機
関
、
各
種
団
体
、
工
場
の
代
表
者
」
と
申
し
上
げ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
具
体
的
に
私
ど
も
案
を
も
ち
ま

し
て
、
ま
た
御
相
談
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
御
了
承
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

以
上
で
あ

n
ま
す
。

具
体
的
に
は
あ
ま

n
出
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
期
待
し
黄
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

緑
化
推
進
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
と
い
う
、
た
だ
い
ま
市
長
の
御
説
明
を
お
聞
き
い
た
し
ま
し
て
、
非
常
に
喜
ん
で
お

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
再
三
こ
の
培
上
か
ら
私
は
工
場
地
帯
の
緑
化
を
お
願
い
い
た
し
た
出
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
そ
の

歩
を
巡
め
て
い
た
だ
い
た
も
の
と
思
い
ま
し
て
、
非
常
に
喜
ぶ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
て
、
た
だ
い
ま
市
長
の
御
説
明
を
お
聞
き
し

条
例
の
案
を
見
せ
て
い
た
だ
い
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
条
例
の
文
句
は
抽
象
的
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
い
ず
れ
の
・
ほ
う
に
も
解
釈

が
で
き
ま
す
が
、
都
市
の
緑
化
と
い
う
一
般
的
な
方
面
が
極
め
て
強
調
を
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ま
す
。

例
を
あ
て
は
め
た
な
ら
ぴ
っ
た
り
合
っ
て
、
そ
う
し
て
緑
の
快
的
な
都
市
が
で
き
そ
う
に
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
：
わ
れ
わ
れ
こ
の
四
日
市
は
、
御
案
内
の
よ
う
に
た
だ
い
ま
全
国
か
ら
非
常
な
公
害
地
と
し
て
注
視
を
受
け
て
い
る
こ

と
は
申
す
ま
で
も
な
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
私
は
望
む
ら
く
は
こ
の
条
例
に
、
こ
の
四
日
市
の
特
殊
性
が
い
ま
少
し
ひ
ら
め
い
て

ぉ

n
ま
し
た
な
ら
と
息
う
も
の
で
ご
ざ
ぃ
ま
す
。
と
申
し
ま
す
の
は
、
単
な
る
町
の
緑
化
で
な
し
に
、
四
日
市
の
生
命
線
で
あ
る
工
場
地

帯
を
守
る
た
め
の
緑
化
で
祈
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
乎
素
か
ら
念
匝
し
て
お
る
ゆ
え
に
、
私
は
こ
の
点
強
く
要
望
し
て
お
る

う
と
な
さ
っ
て
い
ら
っ
し
や
る
の
か
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
条
例
に
よ

nま
し
て
ど
の
よ
う
に
四
日
市
の
公
害
を
防
除
し
よ
。
ど
う
か
こ
の
点
、
よ
ろ
し
く
ー
ー
。

例
の
御
説
明
を
通
じ
て
ー
つ
お
聞
か
せ
願
い
た
い
、
こ
ん
な
に
思
う
も
の
で
。
こ
ざ
い
ま
す

n
助
役
（
庄
司
良
一

u)
登
消
〕

〇
助
役
（
庄
消
良
一
社
）

こ
ん
ご
十
二
分
生
か
し
て
い
た

ど
こ
の
都
市
に
も
こ
の
条

こ
の
条

公
告
と
松
化
の
曲
糾
、
緑
化
を
油
し
て
公
店
に
ど
う
い
う
か
ね
合
い
を
持
た
せ
る
か
、
と
い
う
よ
う
な
御
質
問
で
あ
っ
た
と
思
う
ん
で

、
日
木
の
全
困
的
な
問
題
と
し
て
国
に
お
い
て
も
取
り
上
け
ら
れ
、
こ
れ
が
調
査
に
直
接
国
が

今
日
、
即
日
市
の
公
も
に
つ
き
ま
し
て

う
こ
と
に
つ
い
て
市
長

当
っ
て
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
御
承
知
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
公
容
を
い
か
に
し
て
な
く
す
る
か
と
い

は
じ
め
廿
さ
ま
、
市
民
と
も
い
る
い
ろ
と
考
え
を
練
っ
て
い
る
わ
け
で
．
こ
ざ
い
ま
す
。
近
く
国
に
お
い
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
法
律
の
適

川
地
域
と
し
て
翡
せ
ら
れ
心
と
い
う
こ
と
も
間
も
な
い
状
況
で
汎
る
こ
と
も
、
こ
れ
ま
た
御
承
知
の
と
お

n
で
ま
り
ま
す
。
．

と
こ
ろ
で
、
公
岩
と
い
う
も
の
は
、
そ
れ
目
体
と
し
て
わ
れ
わ
れ
は
ま
く
ま
で
も
防
除
し
克
服
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で

と
こ
ろ
で
、
理
想
的
に
申
し
ま
す
と
い
う
と
、
エ
楊
地
帯
と
住
宅

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
も
い
う
ま
で
も
な
い
わ
け
で
あ

n
ま
す
。

て
、
そ
の
間
公
園
、
緑
地
で
も
っ
て
へ
だ
て
ま
し
て
、
少
し
で
も
公
害
の
影
響
が
な
い
よ

、
あ
る
空

llUを
も
ち
ま
し

地
冊
と
い
う
も
の
は

う
に
計
画
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
抜
本
的
に
は
理
想
で
缶
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ

n
ま
す
3

と
こ
ろ
で
、
本
日
捉
索
し
て
お
り
ま
す
緑
化
に
つ
い
て
の
条
例
案
と
い
う
も
の
は
、
も
と
よ
り
こ
れ
と
も
関
連
は
あ
る
で
あ
り
ま
し
よ

う
が
、
訳
く
ま
で
も
副
次
的
な
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
公
也
は
公
む
と
し
て
わ
れ
わ
れ
は
阻
止
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

一
方
、
町

を
尖
化
し
て
緑
の
あ
る
、
潤
い
の
祈
る
も
の
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
公
害
が
な
け
れ
ば
し
な
く
て
い
い
と
い
う
よ
う
な
性
質
の
も

‘. [ム
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柏
掃
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
か
、

ー
つ
お
埒
ね
い
た
し
ま
す
。

の
で
は
な
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
ら
ゆ
る
胞
策
は
す
べ
て
有
棧
的
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
た
と
え
ば
青
少

年
問
題
を
一
っ
取

n
上
げ
て
み
ま
し
て
も
、
直
ち
に
こ
の
緑
化
の
問
題
と
決
し
て
無
関
係
で
は
な
い
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
や
は
り

洞
い
の
あ
る
と
こ
ろ
に
、
罷
い
の
虎
る
人
間
が
生
れ
て
く
る
は
ず
な
ん
で
、
育
っ
て
い
く
は
ず
で
、
そ
う
い
う
意
味
か
ら
総
合
的
に
、
町

の
緑
化
に
は
こ
の
際
邁
進
す
る
こ
と
が
最
も
望
ま
し
い
。
こ
れ
が
や
が
て
は
公
害
に
も
結
び
つ
き
、
青
少
年
問
題
に
も
結
び
つ
き
、
市
民

文
化
に
も
結
び
つ
く
、
こ
う
い
う
総
合
的
な
意
味
を
私
ど
も
は
持
た
す
な
ら
ば
持
た
せ
た
い
、
ま
た
、
そ
う
い
う
前
提
で
．
も
の
を
，
考
え
て

き
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
考
え
て
士

n
ま
す
の
で
、
御
承
知
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

[
伊
藤
太
郎
君
登
坦
〕

0
伊
藤
太
郎
君
た
だ
い
ま
助
役
か
ら
公
宮
と
緑
化
と
由
し
ま
す
か
、
緑
化
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
関
係
づ
け
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
御
説
明
を
頌
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
た
た
い
ま
助
役
の
お
っ
し
や
っ
た
よ
う
に
、
も
ち
ろ
ん
緑
化
に
よ
っ
て
、
町
を
緑
に
よ
っ
て

批
か
に
し
、
そ
う
し
て
公
徳
心
を
投
成
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
は
い
さ
さ
か
も
疑
念
を
感
じ
て
お
る
の
で
は
ご
六
い
ま
せ
ん

し
か
し
な
が
ら
、
私
は
い
ま
日
本
中
か
ら
注
目
さ
れ
て
お
る
こ
の
公
害
地
、
し
か
も
公
也
を
た
だ
い
ま
と
に
か
く
わ
れ
わ
れ
の
手
に
よ
っ

て
柑
々
防
ぐ
と
い
う
方
法
の
、
．
正
し
い
方
法
と
し
て
緑
化
が
叫
ば
れ
て
お
る
。
そ
う
し
て
四
日
市
が
、
い
ま
緑
化
す
る
と
い
う
運
動
を
す

る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
何
を
お
い
て
も
私
は
工
場
地
甜
の
公
宮
防
除
に
究
す
る
と
い
う
文
句
が
、
ど
こ
か
に
欲
し
か
っ
た
の
で
お

り
ま
す
。
た
だ
他
の
揺
市
、
ど
こ
で
も
普
遥
的
に
な
さ
れ
る
緑
化
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
私
は
大
黄
成
な
ん
で
ご
苓
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
＇
こ

の
条
例
に
つ
い
て
は
、
私
は
双
手
を
氏
げ
て
賛
成
し
て
お
る
の
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
こ
の
特
殊
性
に
十
分
お
考
え
を
お
め
ぐ
ら
し
に

な
っ
て
、
こ
れ
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
を
こ
の
条
例
の
ど
こ
か
に
見
た
か
っ
た
と
、
申
し
上
げ
る
出
の
で
ご
ざ
い
ま
す
C

そ
う

い
う
意
味
に
お
き
ま
し
て
、
こ
の
緑
化
が
公
也
の
防
除
に
も
一
役
を
四
う
と
い
う
よ
う
に
、
私
は
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
の
で
ご
去

こ
の
点
、
厚
生
大
臣
も
三
直
火
力
の
方
面
を
見
た
と
き
に
、
い
か
に
も
殺
風
呆
な
、
い
か
に
も
き
た
な
い
町
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を

私
は
二
庶
も
聞
か
さ
れ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
い
ま
助
役
が
、
副
次
的
に
と
い
う
こ
と
に
対
し
、
私
は
い
さ
さ
か
落
胆
を
い
た

ど
う
か
こ
の
推
進
条
例
が
い
よ
い
よ
蛤
き
て
ま
い
り
ま
し
て
、
私
の
念
願
が
達
せ
ら
れ
る
日
が
一
日
も

し
て
お
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

n
大
仙
武
雄

U
登
収
〕

0
大
肋
武
雄

g
こ
の
条
例
に
つ
い
て
は
、
ま
こ
と
に
投
成
で
あ

n
ま
す
。

ー
山
と
緑
化
と
い
う

OO
述
比
を
も
っ
て
い
ろ
い
ろ
お
話
が
汎
り
ま
し
た
が
、
最
近
の
交
通
批
も
相
当
激
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
刑
の
祁
む
に
よ

n．
ま
す
と
、

iti
路
に
柑
木
を
柏
え
れ
ば
、
駁
音
も
防
止
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
研
究
老
の
発
表
も
ご
ざ
い
ま

し
て
、
そ
の
点
に
つ
い
て
駁
仔
防
止
の
た
め
に
も
当
然
珀
路
に
緑
化
を
し
て
欲
し
い
と
、
こ
の
よ
う
に
も
自
分
も
思
い
ま
す
が
へ
そ
の
防

止
の
相
団
に
つ
い
て
、
相
当
の
柑
木
を
伍
え
ま
す
と
節
除
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
一
っ
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
、
こ
の
よ
う
に
思
い
ま

す
が
、
こ
の
条
例
の
中
に
お
い
て
も
泊
拇
は
ど
こ
が
分
担
す
る
の
か
、
ど
こ
が
浜
任
を
も
っ
て
や
る
の
か
2

市
民
全
体
が
そ
れ
を
心
し
て

梢
抽
し
て
回
る
の
で
訴
る
か
、
ど
こ
が
管
轄
し
て
梢
抑
す
る
の
か
、
そ
の
点
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
私
は
思
い
ま
す
が
、
そ
の

n
土
木
部
長
（
城
井
必
夫
は
）
八
性
叩
〕

0
土
木
部
投
（
城
井
砒
夫
社
）
市
街
地
の
前
掃
の
関
匝
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
研
拇
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
緑
化
の
関
係
で
な

し
に
、
玖
在
そ
う
い
う
拙
凶
に
わ
れ
わ
れ
非
常
に
頭
を
悩
ま
し
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
都
市
の
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
と
地
域
的
に
除
切
代
と
か
、
路
面
梢
抑
役
と
い
う
予
算
が
組
ま
れ
る
は
ず
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
の
四
日
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
ま

だ
そ
う
い
う
予
算
の
は
っ
き
り
し
た
形
は
出
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

且
ー
い
こ
と
を
狛
っ
て
、
私
の
お
井
ね
を
終
り
ま
す
c

い
ま
す
。

一

~
 

・_ 
，
 

こ
の
内
容
と
申
し
ま
す
か
、
い
ま
伊
藤
誤
員
か
ら
公
害
の
開

9
，
暑
量
•
—
ー1
1

ま
た

こ
ん
ご
に
お
き
ま
し
て
は
、
そ
う
い
う
予
算
の
編
成
も
お
願
い
し
た
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0
品
長
（
田
村
末
松
社
）

午
後
三
時
二
十
四
分
休
憩

日
税
オ
六
、
涵
架
オ
ー
ー
ー
サ
四
日
市
市
添
会
の
澁
μ
の
報
酬
及
び
既
用
弁
佑
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
な
い
し
日
程
オ

十
六
、
議
案
牙
十
三
サ
、
咀
和
三
十
八
年
度
四
日
市
市
水
消
事
染
会
甘
汁
ー
ニ
回
追
加
更
正
予
箕
の
十
一
誤
索
を
一
括
臨
題
と
い
た
し
ま
す

捉
案
迎
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
C

た
た
い
ま
御
上
租
の
給
与
改
定
並
び
に
こ
れ
に
伴
う
予
虹
案
は
、
昨
年
十
月
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
人
事
院
勧

半
じ
て
、
本
市
一
般
戟
図
の
給
与
の
改
定
を
行
な
う
と
と
も
に
、
国
及
び
地

缶
に
従
っ
て
尖
施
さ
れ
ま
し
た
国
家
公
務
且
の
給
与
改
定
に

方
公
共
団
体
の
状
況
を
も
サ
淑
し
、
持
別
獄
並
び
に
品
且
各
位
に
つ
い
て
も
改
定
を
実
施
い
た
し
た
く
、
御
提
案
申
し
上
げ
る
も
の
で
左

nま
す
。

句
を
三
十
八
年
五
月
一
日
に
さ
か
の
ぽ
っ
て
実
馳
す
る
よ
う
勧
告
を
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
勧
告
に
従
い
、

今
回
の
人
事
脱
勧
告
の
内
容
は
、
晶
木
給
の
六
°
七
彩
引
き
上
げ
、
期
末
、
勤
勉
手
当
の

0
。
ニ
カ
月
分
培
額
及
び
通
勤
手
当
の
増
額

一
般
戟
の
戦
jJ
の
給
与
に
閲
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
を
臨
時
国
会
に
提
出
し
、
議
決

を
え
て
昨
年
十
月
一
日
か
ら
困
家
公
務
且
の
給
与
の
改
定
と
内
閲
総
理
大
臣
を
始
め
と
す
る
特
別
職
の
報
面
の
増
額
、
国
会
巖
員
の
国
の

政
府
は
、

負
担
に
屈
す
る
妊
役
の
地
糾
措
皿
句
を
央
施
い
た
し
ま
し
た
。

n
市
長
（
乎
田
佐
矩
む
）
迂
培
〕

0
市
長
（
乎
田
佐
矩
社
）

市
長
。

休
釦
前
に
引
き
続
き
、
会
油
を
淵
き
ま
す
。

午
後
一
l

i

時
三
十
六
分
再
開

暫
時
、
休
愁
い
た
し
ま
す
。

の
と
お

n
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

n
「
異
謡
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
謡
長
（
田
村
末
松
君
）

本
案
は
、
原
案
の
と
お

n
可
決
い
た
し
ま
し
て
、
御
異
謡
ぁ

n
ま
せ
ん
か
。

巌
案
オ
ニ
号
を
採
決
い
た
し
ま
す
。

n
「
異
品
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
涵
長
（
田
村
末
松
君
）

御
異
誤
な
し
と
刃
恥
め
ま
す
。

御
異
品
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
誤
案
牙
二
号
、
四
日
市
市
緑
化
推
進
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
原
案

す
が
、

こ
れ
に
御
異
謡
あ
り
ま
せ
ん
か
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
本
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
貝
会
の
付
託
並
び
に
討
蛤
を
省
略
し
、
諮
案
の
採
決
を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま

〇
誤
長
（
田
村
末
松
君
）

質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。

他
に
質
疑
は
あ

n
ま
せ
ん
か
。

い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

い
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
舗
装
道
路
の
洗
浄
、
あ
る
い
は
散
水
等
の
作
業
も
合
せ
て
行
な
う
べ
き
で
あ
る
と

こ
ん
ご
で
き
る
だ
け
早
い
根
会
に
、
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
都
市
の
規
模
に
な
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
状
況
を
申
し
ま
す
と
、
市
と
し
て
失
業
対
策
事
業
に
お
き
ま
し
て
市
街
地
の
消
掃
を
お
願
い
し
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が

合
せ
て
道
路
の
閥
係
を
も
っ
て
お
り
ま
す
土
木
課
に
お
い
て
側
溝
等
の
掃
除
を
や
っ
・
て
お

n
ま
す
し
、
ま
た
、
水
路
等
に
お
き
ま
し
て
は

下
水
課
で
分
担
し
て
お
る
と
い
う
形
で
、
各
課
で
分
担
的
に
仕
事
を
や
っ
て
お
り
ま
す
の
で
御
了
承
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
な
し
」
と
呼
ぶ
老
あ
り
）

（
「
異
誤
な
し
」
、

-39-
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そ
れ
か
ら
、
オ
ニ
点
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
四
サ
揺
寮
は
十
月
一
日
か
ら
、
三
号
蔽
案
は
二
月
一
日
か
ら
実
施
と
、
こ
れ
ら
の
進
い
に

n
助
役
（
二
i

出
力
社
）
登
墳
〕

〇
助
役
（
二
i

は
力
け
）
お
笞
え

tll
し
上
げ
ま
す
。

三
号
誠
寮
並
び
に
匹
サ
誠
来
の
改
定
の
必
要
は
、
か
ね
が
ね
昨
年
の
琲
か
ら
こ
れ
ら
を
含
め
ま
し
て
考
慮
の
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
、
前
も
っ
て
市
長
か
ら
申
し
上
け
て
お
耳
に
入
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
、
社
会
の
梢
努
な
ど
も
十
分
検
討
い
ぷ
＇
し
ま
し
て
、
年
席

の
末
に
も
な

n
ま
す
し
、
こ
の
改
定
の
時
期
は
米
て
お
る
も
の
と
い
う
判
断
で
お
穎
い
し
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
給
与
の
改
延
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
給
与
を
咲
け
る
対
象
を
検
討
し
ま
し
て
、
そ
の
対
象
毎
に
扱
い
を
区
別
す
る
の
が

正
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
給
与
を
受
け
る
も
の
と
し
ま
し
て
は
、
常
妨
と
非
常
勤
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
常
勤
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

つ
い
て
御
説
明
を
い
た
だ
き
た
い
と
息
い
ま
す
。

点し 0
市
長
（
乎
田
佐
知
甘
）

た
だ
い
ま
御
提
索
印
し
上
げ
ま
し
た
こ
と
は
、
内
外
諸
般
の
事
梢
を
十
分
考
慮
い
た
し
ま
し
て
、
時
宜
に
適

し
た
も
の
と
牙
え
ま
す
の
で
御
提
索
を
山
し
上
け
た
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
＇

0
前
川
辰
gl
む
即
サ
品
※
に
つ
き
ま
し
て
は
、
提
案
の
罪
由
が
具
体
的
に
密
か
れ
て
お

n
ま
す
の
で
よ
く
わ
か

n
ま
す
が
、
し
か
し
三

サ
祗
索
の
ほ
う
が
提
案
迎
由
の
説
明
が
欠
け
て
お

n
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
具
体
的
に
御
説
明
を
い
た
だ
き
た
い
、
そ
れ
が
一

n
肌
川
灰
肪

lt登
墳
〕

い
と
思
い
ま
す
J

n
市
北
（
平
田
佐
矩
社
）
炊
壇
〕

な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
御
祁
品
の
う
え
、
御
決
脹
賜
わ

n
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
渫
長
（
田
村
末
松
枯
）

n
大
品
武
雄
汀
登
壇
〕

0
大
島
武
雄
君

四
日
市
市
括
会
の
邸
且
の
報
酬
及
び
痰
用
弁
償
笞
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
と
、
次
に
沈
四
号
の
感
案
で
あ

n
ま
す

が
、
ま
ず
オ
ー
の
オ
ー
ー
ー
号
の
語
案
に
関
併
す
る
こ
と
で
ま

n
ま
す
が
、
現
在
の
四
日
市
の
状
況
並
び
に
失
業
対
策
の
方
々
の
状
況
を
考
え

ま
し
た
と
舌
に
、
こ
の
条
例
は
一
年
間
硯
在
の
ま
ま
屈
く
ぺ
き
で
は
な
い
か
と
、

次
に
、
オ
四
サ
の
市
戦
且
の
給
与
の
一
部
改
正
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
に
考
え
て
お

n
ま
す
C

こ
れ
は
改
正
に
黄
成
で
あ

n
ま
し
て
、
そ
の
市
の
特
別
戦
の
方
は
や

っ
ば
り
一
年
間
硯
在
の
す
え
趾
き
で
は
ど
う
か
と
、
こ
の
よ
う
に
も
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
市
長
の
御
答
弁
を
願
い
た

御
質
疑
、
御
意
見
が
不

n
ま
し
た
ら
、
御
発
言
願
い
ま
す
J

を
も
っ
て
収
支
の
均
衡
を
は
か
っ
た
次
オ
で
ま

n
ま
す
。

な
お
、
こ
の
財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、

願
い
し
て
お
り
ま
す
C

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
人
事
院
勧
告
の
趣
旨
を
慎
重
に
検
討
し
、
給
料
、
諸
手
当
を
国
家
公
務
員
の
措
置
に
準
じ
て
改
定
す
る
と

ど
も
に
、
特
別
職
並
び
に
謡
員
各
位
に
つ
き
ま
し
て
も
国
及
び
他
の
地
方
公
共
団
体
の
状
況
を
も
勘
案
い
た
し
ま
し
て
、
こ
こ
に
改
定
を

実
施
い
た
し
た
＜
御
提
案
申
し
上
げ
た
次
オ
で
ホ

n
ま
す
。

な
お
、
給
料
の
改
定
ir
関
連
い
た
し
ま
し
て
、
人
事
院
は
一
昨
年
十
月
に
お
け
る
給
与
改
定
に
伴
う
給
料
表
の
改
正
に
よ

n
生
ず
る
不

均
衡
の
調
整
を
は
か
る
た
め
、
三
カ
月
の
昇
給
期
佃
短
綜
の
特
別
措
股
を
講
じ
て
お

n
ま
す
の
で
、
国
に
準
じ
た
給
与
体
系
を
適
用
す
る

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
こ
れ
に
準
じ
、
市
自
体
の
実
情
を
と
く
9

に
考
慮
し
、
昭
和
―
二
十
九
年
度
に
お
い
て
一
ニ
カ
月
の
短
縮
措
置
を
い
た

ま
た
、
と
く
に
特
別
会
計
市
立
匹
日
市
病
院
聾
及
び
市
立
印
刷
所
役
に
つ
き
ま
し
て
は
、
．
事
業
の
培
加
に
伴
っ
て
諸
経
費
を
合
せ
て
お

一
般
、
特
別
両
会
計
と
も
に
不
用
額
の
更
正
等
を
行
な
う
ほ
か
、
市
税
、
使
用
料
、
，
繰
入
金
等

-lj /-
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具
体
的
に
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
て
も
、
そ
の
数
字
に
つ
き
ま
し
て
は
、
具
体
的
に
出
て
く
る
は
ず
の
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
．
御

了
承
願
い
た
い
と
息
い
ま
す
。

.

n

前
川
辰
拐
酋
登
壇
〕

0
前
川
辰
見
甘
ど
う
も
た
だ
い
ま
の
答
弁
、
私
ど
も
と
ら
え
よ
う
が
な
く
て
本
当
に
困
る
の
で
す
が
、
誤
案
と
し
ま
し
て
は
一
．
万
五
千

円
と
い
う
は
っ
き

n
金
額
が
出
て
お
る
わ
け
な
ん
で
す
よ
。
出
て
い
る
以
上
は
、
何
か
に
根
拠
が
な
け
れ
ば
出
せ
な
い
の
で
、
も
し
そ
れ

が
根
拠
が
な
い
と
し
、
そ
の
な
い
も
の
に
基
づ
い
て
私
ど
も
が
こ
れ
を
誤
決
し
た
と
な
っ
た
ら
で
す
ね
、
市
民
は
い
っ
た
い
ど
う
考
え
ま

す

か

、

そ

の

点

を

真

剣

に

考

え

て

や

っ

て

い

た

だ

き

た

い

と

思

う

の

で

す

。

＇

．

ォ
gg号
誠
案
の
市
の
戟

U
の
間
凶
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
事
脱
勧
告
そ
の
他
の
梢
勢
が
検
肘
さ
れ
て
、
そ
の
結
果
、
決
定
し
て
お
る
わ

け
で
す
か
ら
、
少
く
と
も
一
I

一
号
版
案
に
お
き
ま
し
て
も
、
あ
る
い
は
そ
の
他
に
お
き
ま
し
て
も
同
じ
こ
と
な
ん
で
す
が
、
十
分
な
る
根
拠

が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
な
け
れ
ば
私
ど
も
は
判
断
の
材
料
に
で
き
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
先
ほ
ど
市
長
の
こ
と
ば
に
も
あ

n
ま
し
た
よ

う
に
、
硯
在
の
梢
勢
と
い
う
の
は
や
は
り
脹
会
の
救
伐
の
伍
上
げ
が
各
所
で
起
こ
つ
て
お

n
、
新
聞
等
を
に
ぎ
や
わ
し
て
お
り
ま
す
。
で

に
ぎ
や
わ
し
て
お
る
こ
の
形
と
い
う
の
は
で
す
ね
、
仰
全
な
形
で
国
民
、
市
民
が
納
得
し
た
う
え
で
、
な
る
ほ
ど
こ
れ
は
や
る
べ
き
だ
と

い
う
形
で
な
さ
れ
て
お
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
反
対
の
均
合
が
多
い
わ
け
で
す
。
祇
員
の
歳
費
ば
か

n
お
手
盛

n
で
上
げ
た
、
こ
う
い

う
こ
と
で
報
逍
さ
れ
て
お
る
3

こ
の
こ
と
は
い
っ
た
い
な
ん
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
私
ど
も
は
十
分
考
え
て
、
そ
の
上
に
お
い
て
決
定

す
ぺ
さ
で
は
な
い
か
と
息
い
ま
す
。
臥
則
的
に
い
え
ば
、
や
は
り
私
ど
も
は
市
民
か
ら
選
ば
れ
た
代
表
者
と
し
て
、
大
い
に
活
躍
を
し
、

そ
う
し
て
放
費
は
む
し
ろ
上
げ
て
も
ら
っ
て
で
す
ね
、
本
当
に
市
民
の
要
望
に
こ
た
え
て
悦
く
と
い
う
、
そ
う
い
う
形
で
誇
り
を
も
っ
て

ゃ
る
ぺ
き
で
は
な
い
か
と
凪
わ
れ
ま
す
が
、
な
に
か
こ
う
う
し
ろ
め
た
い
感
じ
、
ぼ
そ
ぼ
そ
と
謡
会
と
市
長
が
お
手
盛
り
で
決
め
て
い
っ
，

た
と
い
う
ふ
う
な
印
象
を
受
け
た
ん
で
は
、
私
ど
も
と
し
て
は
や
は
り
市
の
行
政
を
預
か
る
う
え
に
お
い
て
、
非
常
に
ま
ず
い
問
題
で
は

提
案
を
申
し
上
げ
た
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
御
答
弁
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
日
々
、
新
聞
で
も
御
竪
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
う
の
で
ご

ざ
い
ま
す
る
が
、
こ
れ
は
や
は
り
ー
つ
の
時
の
梢
勢
に
鑑
み
ま
し
て
四
日
市
市
が
も
う
す
で
に
相
当
の
期
間
を
経
過
し
て
お
り
ま
し
た
の

で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
処
誼
を
と
ら
し
て
い
た
だ
く
の
が
極
め
て
適
当
で
あ
ろ
う
と
、
こ
う
考
え
ま
し
た
の
で
理
事
者
か
ら

n
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
壇
〕

0
市
長
（
乎
田
佐
矩
君
）

ま
ず
、
オ
三
号
誠
案
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
先
ほ
ど
大
島
誤
貝
か
ら
の
意
見
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
出
て
お

nま
し
た
が

失
裳
対
策
関
係
に
つ
き
ま
し
て
尺
十
何
円
と
い
う
お
金
が
現
在
問
題
に
な
っ
て
お
る
時
期
に
お
い
て
一
万
五
千
円
の
引
き
上
げ
を
ゃ
る

と
、
こ
れ
に
は
や
は
り
確
固
た
る
理
由
が
な
け
れ
ば
市
民
と
し
て
は
納
得
で
き
な
い
し
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
そ
の
是
非
を
決
定
で
き
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
再
度
質
問
す
る
わ
け
で
す
が
、
具
体
的
に
諸
般
の
情
勢
と
い
う
の
を
お
示
し
を
い
た
だ
き
た
い
。

以
上
で
す
。

助
役
の
答
え
で
は
抽
象
的
に
終
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

て
や
る
の
が
よ
ろ
し
い
、
ま
た
、
非
常
勤
に
つ
き

十
月
に
さ
か
の
ぼ
っ

れ
は
人
事
院
の
勧
告
が
ご
ざ
い
ま
し
た
際
に
、
全
国
的
に
や
は

n

ま
し
て
は
、
こ
れ
は
そ
の
市
そ
の
市
の
事
情
を
勘
案
し
ま
し
て
や
っ
て
差
し
つ
か
え
な
い
と
、

こ
う
い
う
見
地
の
も
と
に
二
月
の
議
会
に

お
願
い
し
ま
す
の
で
二
月
か
ら
施
行
し
た
い
、
こ
れ
が
三
号
諮
案
の
建
て
前
で
床

n
ま
す
。
さ
よ
う
御
了
承
願
う
よ
う
に
、
お
願
い
い
た

n
前
川
辰
男
君
登
壇
〕

0
前
川
辰
男
君
ど
う
も
抽
象
的
で
、
わ
か
り
に
く
い
の
で
す
。

合
に
は
、
十
分
に
そ
の
謡
案
に
つ
き
ま
し
て
は
説
明
を
弔
け
て
、
納
得
の
う
え
で
な
け
れ
ば
是
非
を
決
め
に
く
い
わ
け
で
す
が
、
い
ま
の

し
ま
す
。

で
、
再
度
質
問
す
る
わ
け
で
す
が
、
私
ど
も
が
誤
会
で
審
議
を
す
る
湯
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と
を
お
母
ね
い
た
し
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

を
い
た
し
ま
す
a

0
日
比
義
乎
社

以
上
で
ピ
ざ
い
ま
す
し

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

点
は
、

n
人
事
課
長
（
佐
々
木
晃
粕
君
）
登
瑣
）

が
あ
れ
ば
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
前
川
辰
男
君

ど
う
ぞ
ー
つ
、
よ
ろ
し
く
御
帝
議
を
お
匝
い
い
た
し
ま
す
L
)

で
ご
ざ
い
ま
す
。

〔
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
壇
〕

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）

な
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
大
変
く
ど
い
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
お
答
え
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
日
市
市
は
平
素
、
市
会
峨
目
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
も
非
常
な
御
精
励
を
窟
っ
ヤ
ぉ

n
ま
す
。
お
そ
ら

＜
謡
会
に
対
処
の
な
さ
れ
方
と
し
て
は
、
私
は
日
本
一
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お

n
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
も
っ
と
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
う
の
で
ご
索
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ま
ぁ
こ
れ
く
ら
い
の
と
こ
ス
．
で
御
心
配
頴
い
た
い
と

い
う
こ
と
で
出
し
て
お

n
ま
す
の
で
、
何
が
い
く
ら
に
な
っ
て
、
か
が
い
く
ら
に
な
っ
て
と
、
こ
う
お
っ
し
や
ら
れ
ま
す
と
、
こ
れ
は
な

か
な
か
む
ず
か
し
い
こ
と
だ
ろ
う
と
存
じ
ま
す
る
が
、
で
き
う
る
限

n
適
当
と
判
断
を
い
た
し
ま
し
た
の
で
ご
宝
い
ま
す
か
ら
ー
し
皆
さ

ま
の
こ
と
を
、
な
か
な
か
こ
れ
は
物
差
し
で
は
か
る
と
い
い
ま
し
て
も
、
お
そ
ら
く
非
常
に
む
ず
か
し
い
こ
と
で
な
い
か
と
私
は
思
う
の

市
長
の
気
持
ち
は
よ
く
わ
か

n
ま
し
た
が
、
や
は
り
そ
う
い
う
市
長
の
気
持
ち
を
具
体
的
に
親
わ
す
の
は
、
事
務
当
局

が
や
る
こ
と
だ
と
息
い
ま
す
の
で
、
ホ
務
当
局
に
お
き
ま
し
て
い
ス
い
ろ
な
角
度
か
ら
検
討
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
資
料

0
人
事
課
長
（
佐
々
木
品
粕
杜
）

作
業
と
し
て
い
た
し
ま
じ
た
の
は
、
た
い
た
い
向
格
都
市
と
の
比
較
も
一
応
の
検
討
の
対
象
に
な
っ
て
お

n
皮
す
。
そ
れ
か
ら
も
う
一

一
般
戦
の
咋
年
と
一
昨
年
の
ア
ッ
プ
率
と
い
う
も
の
も
一
応
考
慮
い
た
し
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

ま
す
、
同
格
都
市
、

御
虹
問
に
対
し
ま
し
て
、
私
の
ほ
う
か
ら
検
討
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
は
人
口
二
十
万
か
ら
三
十
万
の
都
市
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
二
、
三
例
を
申
し
上
げ
て
み
た
い
と

っ
て
お

う
ど
う
ち
と
現
行
が
同
じ
割

n
合
い
に
な

こ
こ
が
ち
ょ

恩
い
ま
す
。
二
十
一
万
三
千
の
人
口
を
有
し
ま
す
挫
橘
に
お
き
ま
し
て
、

、
助
役
が
十
万
、
収
入
役
が
八
万
。
脹
貝
さ
ん
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
さ
ん
五
万
五
千

り
ま
す
。
三
役
に
お
き
ま
し
て
も
市
長
が
十
二
万
こ
れ
が
一
i

一
役
に
つ
き
ま
し
て
は
ま
だ
検
討
中
と
の
こ
と
で
し
て
、
確
答
を
え
て
お
り
ま
せ
ん

副
添
長
さ
ん
五
万
、
品
且
さ
ん
四
万
三
千
゜

が
、
誠
且
さ
ん
に
つ
き
ま
し
て
の
順
序
で
申
し
上
げ
ま
す
と
、
こ
ん
ど
七
万
と
六
万
五
千
、
、
六
万
と
い
う
改
正
が
昨
年
の
十
月
か
ら
な

ほ
か
に
改
正
の
は
っ
き
り
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
市
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
名
前
だ
け
申
し
上
げ
ま
す
。
青
森
そ
れ
か
ら
秋
田
。
松
山

梢
水
。
骰
樅
と
、
そ
れ
に
検
討
中
の
も
の
が
相
当
ピ
ざ
い
ま
す
。
こ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
比
較
論
か
ら
ま
い
り
ま
す
資
料
と
し
て
の
固
め

方
は
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
を
知
象
に
と
っ
て
の
検
討
を
い
た
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

n
日
比
義
乎
杜
立
祖
〕

た
だ
い
ま
上
租
さ
れ
て
お
り
ま
す
添
来
の
う
ち
、
井
三
号
祇
案
並
び
に
オ
四
号
悉
案
に
つ
き
ま
し
て
、
市
長
に
ぉ
尋
ね

沓
一
サ
品
案
の
い
わ
ゆ
る
品
以
報
税
と
い
う
も
の
に
対
し
て
、
市
長
は
ど
う
い
う
解
釈
を
し
て
お
ら
れ
る
か
と
い
う
点
で
ご
ざ
い
ま
す

あ
る
と
い
う
ふ
う
に
御
解
釈
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
、
お
る
い
は
ま
た
生

た
と
え
ば
謡
且
報
洲
と
い
う
も
の
は
、
単
島
貨
的
な
も
の
で

の
だ
と
い
う
ふ
う
な
御
見
解
に
あ
る
の
か

活
袷
的
な
も
の
だ
と
い
う
ふ
う
な
見
解
を
取
っ
て
お
ら
れ
る
か
、
な
い
し
は
そ
の
中
問
的
な
も

し
よ
う
し
、
理
屈
も
出
て
ま
い
る
と

う
よ
う
な
即
題
は
、
非
常
に
誠
論
も
出
ま

ど
う
か
。

g
g貝
旅
洲
の
木
箕
は
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い

い
う
見
解
に
立
た
れ
て
お
ら
れ
る
か
と
い
う
こ

息
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
屈
在
の
時
点
に
お
い
て
四
日
市
の
堀
合
、
四
日
市
の
市
長
は
ど
う

・ーダ5-
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し
た
場
合
に
で
す
、
昭
和
三
十
九
年
度
会
計
年
度
に
お
け
る
四
日

そ
れ
か
ら
、
オ
四
号
諮
案
並
び
に
井
一
二
号
謡
案
が
も
し
可
決
さ
れ
ま

市
が
支
払
い
を
予
想
さ
れ
る
人
件
費
は
、
総
額
に
お
い
て
何
億
円
に
な
る
か
と
い
う
見
通
し
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
。
そ
れ

か
ら
、
昭
和
三
十
九
年
麻
に
お
け
る
市
税
収
入
は
だ
い
た
い
ど
の
く
ら
い
を
見
込
ん
で
お
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
。
従
っ
て
、
三
十
九
年

度
に
支
払
い
を
予
定
さ
れ
る
人
件
費
の
総
額
が
税
収
に
対
し
て
何
。
ハ
ー
セ
ン
ト
に
当
る
の
か
と
い
う
御
説
明
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、

こ

こ
れ
は
等
し
く
市
民
が
知
ら
ん
と
す
る
問
瞑
で
ご
ざ
い
ま
し
よ
う
し
、
ま
た
、
猿
員
の
報
酬
に
対
す
る
見
解
も
、
四
日
市
は
四
日
市
と

し
て
こ
の
際
ー
つ
の
見
解
を
市
長
か
ら
お
聞
ぎ
し
て
お
く
の
も
、
か
な
ら
ず
し
も
無
駄
で
は
な
か
ろ
う
、
か
よ
う
に
考
え
ま
す
る
が
ゆ
え

に
、
．
御
質
問
を
い
た
す
次
オ
で
．
こ
ざ
い
ま
す
。

n
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
壇
〕

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
揺
貝
さ
．
ん
に
対
し
て
報
圏
を
出
す
の
は
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
重
点
を
置
い
て
お
る
の
か
、
こ
れ
は

常
識
論
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
謡
且
さ
ん
に
対
し
て
報
酬
を
出
す
の
は
、
そ
う
い
う
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
含
め
て
お
る
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
と

つ
が

n
っ
ぱ
な
概
念
を
な
し
て
い
る
こ
と
で
あ

n
ま
し
て
、
中

も
う
品
屈
さ
ん
の
報
酬
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
一

思
い
ま
し
て
、
こ
れ
は

味
が
何
が
ど
う
だ
と
い
う
こ
と
を
御
笞
弁
由
し
上
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、
＊
ち
ょ
っ
と
や

n
に
く
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
中
、
同
じ

る
比
率
を
下
げ
る
と
い
う
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
い
ま
か
ら
数
年
前
に
は
、

そ
れ
か
ら
、
こ
の
予
算
、
と
く
に
税
収
の
上
と
人
件
股
の
上
と
の
比
率
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
で
き
う
る
限

n
税
収
の
面
に
対
す

だ
い
た
い
＝
―

0
何
％
く
ら
い
で
ご
ざ
い
ま

し
た
が
、
た
だ
い
ま
五

0
9
6越
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
他
の
都
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
税
収
の
全
部
が
そ
れ
に
使
わ
れ
て

お
る
と
こ
ろ
も
ご
ざ
い
ま
す
し
、
県
に
よ
り
ま
し
て
は
、
税
収
を
は
る
か
に
越
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

n
ま
す
が
へ
そ
う
い
う
も
の
に
つ

く
均
斉
の
取
れ
た
と
こ
ろ
に
お
き
ま
し
て
は
、

き
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
処
此
法
が
缶
る
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
い
ち
が
い
に
こ
れ
は
申
さ
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
四
日
市
の
よ
う
に
よ

で
き
う
る
限

n
人
件
代
と
い
う
も
の
は
抑
圧
す
ぺ
き
で
あ
ろ
う
と
、
こ
う
思
う
の
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
し
か
し
、
宍
際
拙
出
と
い
た
し
ま
す
る
と
、
こ
の
た
び
の
人
事
院
勧
告
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
ま
い

n
ま
す
と
い
う
と

し
ま
し
て
は
、
そ
れ
を
も
助
案
い
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
す
か
ら
、
や
や
、
な
ん
と
申
し
ま
す

比
較
的
上
位
に
が
る
都
市
と
い
た

う
よ
う
な
都
市
、
四
日
市
の
よ
う
な
都
市
は
ま

＞
、
上
回
っ
た
よ
う
な
線
が
出
る
よ
う
に
考
え
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
や
は
り
そ
う
い

カ

っ
て
い
た
だ
く
の
で
ご

た
日
本
全
国
の
一
般
の
都
市
と
い
く
分
娃
格
が
追
っ
て
お
り
ま
す
。
択
際
に
お
い
て
皆
さ
ん
が
お
力
を
尽
し
て
お

ざ
い
ま
す
か
ら
、
私
と
い
た
し
ま
し
て
は
で
き
う
る
限

n
好
遇
し
て
、
そ
う
し
て
勁
勉
に
や
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
の
ほ
う
が
望
ま

し
い
の
で
は
な
い
か
と
、
こ
う
息
っ
て
お

n
ま
す
し

た
だ
し
、
三
十
九
年
段
の
税
収
予
想
か
ら
な
料
め
て
み
て
、
人
件
代
が
ど
れ
く
ら
い
の
バ
ー
七
ン
テ
イ
ジ
に
食
い
込
む
で
お
ろ
う
か
と

い
う
こ
と
は
、
御
捉
索
山
し
上
げ
る
と

161
時
に
出
て
ま
い
り
ま
す
る
の
で
、
こ
れ
は
た
だ
い
ま
数
字
を
集
め
さ
し
て
、
お
答
え
さ
し
て
い

た
た
き
ま
す
る
が
、
栂
念
的
な
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、

頒
い
出
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ri
財
務
課
長
（
伊
藤
涼
一
社
）
登
培
〕

こ
と
で
あ

n
ま
す
。

の
際
明
確
に
お
示
し
願
い
た
い
。

ど
う
か
ひ
と
つ
広
や
か
な
御
見
解
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
ま
し
て
‘
'
御
判
断
を
お

た
だ
い
ま
の
御
筑
間
で
庁

n
ま
す
人
件
費
と
税
収
の
関
係
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す

〇
財
務
課
長
（
伊
藤
掠
一
社
）

ま
ず
最
初
に
、
三
十
八
年
虹
の
予
牲
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
御
提
案
巾
し
上
げ
て
お

n
ま
す
が
、
こ
の
人
件
費
を
含
め
ま
し
て
人
件

伐
の
総
額
は
十
芭
一
千
八
百
十
三
万
一
千
円
と
、
こ
う
い
う
よ
う
な
額
に
な
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
予
算
に
対
し
ま
し

て
約
二
六
。
九
彩
、
こ
う
い
う
ふ
う
な
割

n
合
い
を
占
め
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
C

こ
れ
に
対
し
ま
し
て
今
回
お
願
い
し
て
お
り
ま
す

税
収
が
二
十
低
一
千
万
で
．
こ
ざ
い
ま
し
て
、
そ
れ
の
約
五

0
形
が
人
件
伐
・
な
っ
て
お
る
、
こ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
と
思
ぅ
の

―“7- ーI(6-． 
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思
い
ま
す
。 〔
日
比
義
乎
君
登
壇
〕

こ
れ
に
対
し
ま
し
て
三
十
七
年
度
の
同
格
都
市
の
決
算
の
状
況
を
見
て
み
ま
す
と
、
約
二
十
万
か
ら
二
十
二
、
三
万
見
当
の
都
市
に
か

が
だ
い
た
い
十
一
億
お
ま

n
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

き
ま
し
て
は
、
人
件
費
は
二
八
、
九
％
を
占
め
て
お
る
と
、
こ
う
い
う
よ
う
な
点
を
当
市
の
二
六
。
九
％
と
比
較
い
ャ
r

し
ま
す
と
、
か
な

ら
ず
し
も
高
い
金
で
は
な
い
と
、
現
在
に
お
き
ま
し
て
は
や
む
を
え
な
い
額
で
は
な
い
か
と
、
こ
う
い
う
よ
う
な
結
論
が
出
る
と
思
う
の
i

、
四
彩
、
•
こ

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
こ
の
三
十
七
年
の
全
国
の
都
市
の
決
算
状
況
を
見
て
み
ま
す
と
、
税
収
に
対
し
ま
し
て
約
石
三

う
い
う
よ
う
な
割

n
合
い
が
人
件
費
で
あ
る
と
、
こ
う
い
う
よ
う
な
結
果
が
最
近
自
治
省
か
ら
発
表
せ
ら
れ
て
お

n
ま
す
。

そ
の
次
に
、
三
十
九
年
席
の
予
位
に
対
し
て
で
す
が
、
税
収
は
約
二
十
二
億
を
予
定
し
て
お

n
ま
し
て
、
そ
れ
に
対
し
ま
し
て
人
件
費

だ
い
た
い
約
半
分
が
人
件
費
に
な
る
と
、
こ
う
い
う
よ
う
な
結
果
に
な
る
と
思
う
の

で
あ

n
ま
す
C

以
上
で
吝
り
ま
す
。

0
日
比
義
平
君

た
だ
い
ま
市
長
か
ら
御
答
弁
い
た
だ
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

こ
の
際
、
市
民
が
知
っ
て
お
き
た
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
匹
日
市
の
場
合
、
ど
う
い
う
ふ
う
な
見
解
に
立
r
て
お
ら
れ
る
の

か
、
硯
在
の
あ
れ
が
高
い
と
か
安
い
と
い
う
こ
と
を
論
ず
る
つ
も

n
で
申
．
し
上
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
、
四
日
市
の
場
合
、
現
在
の

時
点
で
は
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
る
と
い
う
御
意
見
が
あ
っ
て
、
こ
う
い
う
御
提
案
が
な
さ
っ
て
お
ら
れ
る
と
、
ー
か
よ
う
に
想
像
い

て
お
く
意
味
に
お
い
て
、
．
是
非
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
の
で
御

た
し
ま
し
た
の
で
、
—
つ
の
見
解
を
こ
の
際
市
民
全
般
に
知
っ
て
も
ら
っ

質
問
い
た
し
ま
し
た
が
、
ど
う
も
あ
い
ま
い
も
こ
と
し
て
、
ち
よ
っ
と
困
る
わ
け
で
す
が
、
何
か
ー
つ
そ
う
い
う
意
味
で
ご
ざ
い
ま
す
の

．
で
、
誤
解
が
あ
り
ま
し
た
ら
も
う
い
っ
ぺ
ん
お
考
え
く
だ
す
っ
て
御
答
弁
を
い
た
だ
き
た
い
と
、
か
よ
う
に
考
え
ま
す
C

そ
れ
か
ら
、
オ
四
号
議
案
の
税
収
入
に
対
し
人
件
伐
が
約
五

0
彩
、
税
収
二
十
憶
の
う
ち
、
約
十
億
が
人
件
費
に
予
想
さ
れ
る
。
他
市

に
比
ぺ
て
決
し
て
多
い
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
課
長
か
ら
の
答
弁
が
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
な
に
も
他
市
の
例
が
こ
う
だ
か
ら
匹
日
市
は
こ
れ
で
え
え
と
か
悪
い
と
か
い
う
ん
じ
ゃ
な
し
に
、
市
の
理
事
者
と
い
た
し
ま
し

て
は
市
民
の
た
め
に
で
き
る
だ
け
事
業
址
を
ふ
や
す
よ
う
に
、
二
六
時
中
工
夫
し
な
さ
い
と
い
う
こ
と
を
十
二
月
の
定
例
会
で
も
申
し
上

げ
た
つ
も

nで
ご
ざ
い
ま
す
。
人
件
投
が
多
い
か
ら
そ
れ
を
涼
ら
せ
と
、
そ
う
い
う
意
味
で
由
し
上
げ
て
お
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
で
、
い
る

も
の
は
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
C

け
れ
ど
も
、
二
六
時
中
、
市
民
の
側
に
立
っ
て
市
の
理
事
者
と
し
て
は
ど
う
す
れ
ば
事
業
量
が
ふ
え

る
か
、
ま
た
市
民
へ
の
サ
ー
ピ
ス
が
向
上
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
に
二
六
時
中
、
頭
を
使
う
の
が
市
の
理
事
者
で
は
な
か
ろ
う
か
と
ー
、
こ

う
い
う
こ
と
で
御
質
関
申
し
上
げ
て
お
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
C

な
に
も
五

0
彩
だ
か
ら
よ
ろ
し
い
と
か
、
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
問

題
は
、
な
か
な
か
む
す
か
し
い
問
題
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
れ
で
非
難
を
申
し
上
げ
て
お
る
ん
で
は
な
い
の
で
、
税
収
の
伸
び
と
人
件
費

の
伸
び
と
い
う
も
の
を
絶
え
す
市
の
理
事
者
は
に
ら
ん
で
お
．
っ
て
、
そ
の
調
整
を
巧
み
に
や
っ
て
こ
そ
市
長
と
し
て
の
価
値
が
あ
る
ん
で

あ
っ
て
、
い
る
も
の
は
し
よ
う
な
い
や
な
い
か
、
い
る
も
の
は
し
よ
う
な
い
、
残
っ
た
も
の
で
仕
事
を
す
る
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
観
念
で

は
、
市
民
が
た
ま
っ
た
も
の
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
私
、
い
い
た
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

先
ほ
ど
の
質
問
、
御
見
解
の
相
述
が
ご
ざ
い
ま
す
れ
ば
ゃ
む
を
え
ま
せ
ん
が
、

御
答
弁
い
た
だ
け
れ
ば
け
っ
こ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
御
答
弁
な
く
と
も
や
む
を
え
な
い
も
の
と
、
か
よ
う
に
考
え
ま
す
。

n
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
壇
〕

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）

き
で
あ
る
、

た
だ
い
ま
の
後
段
の
と
こ
ろ
の
、

よ
り
い
っ
そ
う
市
民
の
た
め
に
効
果
を
あ
ら
し
め
る
よ
う
に
し
て
い
く
べ

こ
う
い
う
御
意
見
に
対
し
ま
し
て
は
、
ま
こ
と
に
そ
の
と
お

n
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
ど
も
も
日
夜
や
ら
さ
し
て
い
た
だ
い
て

で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
も
非
常
に
巧
み
な
答
弁
で
、
ま
こ
と
に
不
本
意
だ
と

そ
う
い
う
意
味
で
御
質
問
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

9-“?- -4g-＇ 



〔
橋
詰
典
隆
君
登
壇
〕

〇
栢
詰
興
隆
君

上
程
さ
れ
て
お
り
ま
す
識
案
に
つ
い
て
、
二
、
三
質
問
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
最
初
に
極
め
て
事
務
的
な
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
話
案
オ
六
号
の
市
民
病
院
の
特
別
会
計
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
中

の
歳
出
の
中
で
オ
ー
款
牙
五
目
の
綿
用
費
で
ご
ざ
い
ま
す
。
付
記
の
中
で
借
上
料
及
び
損
料
の
浪
額
に
つ
い
て
の
説
明
が
載
っ
て
い
な
い

の
で
叫
ね
る
わ
け
で
す
が
、
当
初
の
予
算
に
比
ぺ
ま
し
て
寝
具
の
借
上
料
の
更
正
涼
額
と
い
う
こ
と
で
百
十
三
百
七
千
六
百
七
十
円
源
額

を
し
て
お
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
涼
額
率
と
い
う
も
の
が
三
四
彩
く
ら
い
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
い
た
し
ま
す
。

し
ま
す
と
実
際
に
当
初
に
検
討
さ
れ
た
こ
と
と
、
三
割
以
上
も
涼
額
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
当
初
の
見
積

n
が
一
っ

欠
点
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
わ
け
で
す
。
さ
ら
に
年
席
末
で
、
寝
具
借
上
料
を
減
額
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
年
度
末
ま

で
に
差
し
つ
か
え
が
出
は
せ
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
、
こ
う
い
う
気
が
い
た
し
ま
す
C

従
っ
て
＼
こ
の
疑
点
を
晴
ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

二
番
目
の
即
出
は
、
同
じ
く
牙
六
号
誠
索
で
．
こ
ざ
い
ま
す
が
、
救
出
の
中
の
利
子
で
ご
ざ
い
ま
す
。
利
子
が
不
勉
強
で
十
分
わ
か
ら
ん

の
で
母
ね
る
わ
け
で
す
が
、
二
百
万
円
ほ
ど
泳
額
を
し
て
お
る
わ
け
で
す
が
、
一
三
白
二
十
二
万
円
の
う
ち
で
二
百
万
円
と
い
う
の
は
相
当

大
き
い
金
額
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
先
ほ
ど
と
同
じ
趣
旨
で
な
ぜ
こ
う
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
お
聞
き
を
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す

次
に
、
先
ほ
ど
米
各
脹
且
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
質
問
を
さ
れ
て
お

n
ま
す
牙
三
号
の
誤
案
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
質
問
者
の
い
ち
ば
ん
疑
念

と
す
る
問
凶
に
つ
い
て
市
長
の
ほ
う
か
ら
明
確
な
答
弁
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
前
回
、
引
き
上
げ
の
と
き
に
お
き
ま
し
て
も
い
っ
た
い
脹

且
救
股
と
い
う
も
の
が
ど
ん
な
性
格
で
あ
る
の
か
、
が
る
い
は
そ
の
基
準
が
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
私
目
身
も
本
会
誤
で
答
弁
を
求
め
た

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
と
き
に
も
先
ほ
ど
来
答
弁
さ
れ
て
お
る
よ
う
な
こ
と
で
明
確
に
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の

と
き
、
私
は
い
ず
れ
の
根
会
か
に
こ
ん
ご
明
確
な
も
の
を
出
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
を
、
当
時
総
務
部
長
に
質
問
し
た
の
で
あ
り

ま
す
が
、
前
回
に
も
ま
し
て
今
回
の
島
合
に
は
不
明
確
な
答
弁
し
か
な
い
し
、
説
明
が
な
い
と
い
う
気
が
い
た
し
ま
す
。

が
上
程
さ
れ
て
、
そ
れ
が
十
分
に
正
当
比
を
持
っ
た
説
明
が
な
い
と
い
う
民
階
で
は
、
判
断
を
下
す
わ
け
に
ま
い
ら
ん
と
、
こ
う
い
う
原

則
が
あ
る
こ
と
を
目
分
に
い
い
聞
か
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
合
い
か
ら
い
き
ま
す
と
、
先
ほ
ど
来
の
答
弁
を
聞
い
て
お
り
ま
し

て
、
目
分
が
納
得
す
る
と
い
う
そ
の
判
断
基
準
が
明
確
に
さ
れ
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
理
事
者
の
も
っ
と
率
直
な
御

一
般
市
民
の
側
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
と
、
す
で
に
皆
さ
ま
が
十
分
に
御
承
知
の
と
お

n
に
、
い
ま
四
日
市
市
政
の
中
で
市
民

つ
ま
り
納
税
者
が
税
金
を
出
し
て
お
る
、
出
し
て
お
る
け
れ
ど
も
見
返

n
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

円
を
打
ち
切

nに
し
よ
う
と
い
う
意
図
さ
え
硯
在
理
事
者
に
あ
る
、

る
わ
け
で
す
。
そ
の
こ
と
が
先
ほ
ど
大
島
品
且
が
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
お
る
い
は
同
僚
謡
員
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
失
対
賃
金
が
八
十
三

で
そ
の
こ
と
が
片
一
方
に
あ
り
な
が
ら
特
別
職
の
給
与
を
上
げ
る
、

こ
と
に
、

慈
見
、
あ
る
い
は
説
明
、
笞
弁
と
い
う
も
の
を
求
め
た
い
わ
け
で
す
。

御
答
弁
願
い
た
い
。

n
ま
し
て
、
御
賛
同
を
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

お
り
ま
す
が
、
な
お
足
ら
ざ
る
こ
と
を
憂
え
て
お
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
点
深
く
感
銘
を
い
た
し
ま
し
た
。
私
は
、
市
の
理
事

者
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
職
員
諸
君
に
い
っ
そ
う
の
精
励
を
要
望
す
る
つ
も

n
で
お

n
ま
す
。

な
お
、
議
員
さ
ん
の
報
酬
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
時
代
に
よ
り
ま
し
て
い
ろ
い
ろ
そ
の
判
断
の
基
準
が
変
っ
て
ま
い

n
ま
す
る
し

せ
ん
の
で
、
や
は

n
時
代
の
動
き
に
つ
れ
ま
し
て
変
化

ま
た
昔
の
よ
う
に
や
や
名
営
職
的
な
考
え
ば
か
り
で
は
現
実
の
時
代
は
ま
い

n
ま

を
起
こ
さ
し
て
い
く
の
が
本
当
で
あ
ろ
う
e

ま
た
、
四
日
市
市
と
い
た
し
ま
し
て
の
立
場
か
ら
ぃ
い
ま
し
て
、
こ
の
よ
う
に
お
願
い
申
し

上
げ
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
し
て
、
慎
重
に
考
え
ま
し
た
結
果
申
し
上
げ
て
お
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
た
だ
い
ま
税
務
の

ほ
う
か
ら
の
見
解
か
ら
も
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
税
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
も
、
よ
く
私
は
調
査
も
し
、
よ
く
自
分
の
腹
の
中
に
入
れ
ま
し
て

．
諸
般
の
事
情
を
勘
案
い
た
し
ま
し
て
、
貢
任
を
も
r

て
数
字
を
市
し
上
げ
た
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
そ
の
点
御
賢
察
を
賜
わ

で
、
私
は
議
案

そ
れ
に
対
す
る
不
満
が
た
く
さ
ん
あ

で
、
•
そ
う

:.....s/- -s()-
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〇
助
役
(
-
.
i
呂
力
む
）

給
与
の
改
定
に
つ
さ
ま
し
て
再
紺
の
お
母
ね
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

改
め
て
申
し
上
け
た
い
と
思
い
ま
す
q

n
助
役
（
二
臼
力
召
）

登
壇
〕

の
と
こ
ろ
此
必
二
千
万
円
、
出
在
八
百
万
円
と
い
う
伯

n
入
れ
で
、

こ
ん
ご
の
見
通
し
も
つ
け
ま
し
て
約
二
百
万
円
の
加
狐
が
で
き
る
と
、

こ
う
い
う
見
通
し
で
史
正
狸
額
し
た
次
オ
で
ご
さ
い
ま
す
。

と
考
え
ま
し
て
、

日
歩
二
銭
二
匝
の
一
年
肋
の
予
位
を
計
上
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
連
営
に
努
力
い
た
し
ま
し
て
現
在
ま
で

な
お
一
般
会
計
か
、
5

の
で
利
子
も
少
べ
す
ま
上
て
お
り
ま
す
の
で
、

次
に
、

利
子
の
二
百
万
円
の
及
正
減
甜
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
当
初
予
虹
措
匝
と
い
た
し
ま
し
て
、

う
と
こ
ろ
か
ら
、

上
松
の
百
十
＿
＿
＿
万
七
千
六
百
七
十
円
の
不
用
額
が
生
じ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
高
借
り
入
れ
限
度
額
を
四
千
万
円

な
り
ま
し
て
、

四
カ
月
の
ず
れ
が
出
ま
し
た
こ
と
、
契
約
に
つ
き
ま
し
て
は
、

会
計
に
依
頼
い
た
し
ま
し
て
格
安
で
契
約
が
で
き
た
と
ぃ

準
寝
見
を
行
な
い
ま
す
場
合
、

市
立
病
院
の
更
正
菰
額
に
つ
き
ま
し
て
一
点
の
佃
狽
の
襄
具
の
借
上
料
の
更
正
涼
額
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
説
明
と
い
た
し
ま
し

切

て
は
、
一
l

i

十
八
年
度
の
当
的
予
位
に
一
糾
一
l

i

十
五
円
で
二
百
五
十
ペ
ッ
ト
稼
動
の
一
年
間
の
寝
具
料
を
組
ん
だ
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
基

あ
る
い
は
検
在
と
い
う
手
続
き
上
の
拙
覇
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
八
月
に
開
始
さ
れ
る
よ
う
に

此
の
許
可
、

0
市
立
病
院
副
“
務
長
（
田
中
正
一
郎
杜
）

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

n
市
立
病
院
副
事
務
長

（
田
中
正
一
郎
君
）
登
壇
〕

0
成
長
（
田
村
末
松
君
）

〇
絨
長
（
田
村
末
松
君
）

終
り
ま
す
。

弁
を
求
め
ま
す
。

く
御
答
弁
願
い
た
い
。

休
即
前
に
引
き
続
き
、

会
話
を
開
き
ま
す
。

午
後
四
時
即
十
四
分
再
開

実
態
も
あ
る
わ
け
で
す
。
さ
ら
に
ま
た
雨
が
降
れ
ば
そ
こ
ら
が
ぬ
か
る
み
に
な
る
、

あ
る
い
は
議
員
歳
費
を
上
げ
る
と
い
う
提
案
が
い
っ
た
い
市
政
の
中
で
矛
盾
を
生
む
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
矛
盾
を
感
じ
な
い
か
ど

う
か
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

さ

ら

こ

な

く

な

っ

て

も

な

お

か

つ

そ

れ

が

十

分

責

任

が

取

ら

れ

て

い

な

い

と

い

う

に
ま
た
慈
善
橋
が
何
年
か
前
ー
災
害
で
落
ち
て
、
人
が

こ
う
い
っ
た
問
題
も
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け
で
す
。
そ

う
い
っ
た
市
民
の
感
情
か
ら
い
い
ま
す
な
れ
ば
、
も
っ
と
明
確
な
理
由
と
い
う
も
の
を
こ
こ
に
出
し
て
も
ら
わ
ね
ば
い
け
ん
の
じ
ゃ
な
い

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し

か
と
、
こ
う
い
う
気
が
い
た
し
ま
す
。
従
っ
て
、
私
が
再
度
こ
の
議
員
報
酬
に
つ
い
ヤ
説
明
を
求
め
た
い

い
る
二
月
現
在
、
二
月
の
時
点
に
お
い
て
臨
時
誤
会

い
わ
ゆ
る
年
宦
が
終
末
に
近
く
な
っ
て

さ
ら
に
も
う
一
点
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

、
つ
ま
り
あ
と
ひ
と
月
も
待
て
ば
一
＿
一
月
の

、
そ
う

の
場
に
歳
費
を
培
額
す
る
と
い
う
い
っ
た
提
案
の
仕
方
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

定
例
会
が
あ
り
ま
す
C

従
っ
て
ー
―
I

十
九
年
度
に
は
、
匹
日
市
市
長
は
こ
う
い
う
予
算
を
組
み
、
こ
う
い
っ
た
施
策
を
す
る
ん
だ
と
、
こ
う

て
い
く
ん
だ
と
、
こ
う
い
っ
た
市
政
と
の

、
こ
う
い
う
よ
う
に
し

い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な

nま
す
。
そ
の
中
で
諮
貝
救
喪
に
つ
い
て
は

、
こ
う
い
う
意
味
か
ら
私
は
い
ま
こ
の
二
月
の
臨
時
諮
会
の
中
で

つ
な
が

n
の
中
で
の
検
討
が
な
さ
れ
る
の
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
と

こ
の
問
題
を
討
誠
し
、
決
定
す
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
む
し
ろ
こ
こ
は
い
っ
た
ん
引
っ
込
ま
し
て
も
ら
っ
て
、
三
月
の
定
例
市
会
の
中
で
こ

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
市
長
並
び
に
議
長
に
再
考
を
促
し
た
い

の
問
題
を
検
討
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
と
、

大
変
失
礼
な
話
を
し
た
か
と
も
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

真
剣
に
見
守
っ
て
い
る
の
だ
と
、
こ
う
い
っ
た
背
景
を
考
え
た
上
で
の
御
提
案
な

n
御
審
謡
を
お
願
い
し
た
い
、 上
げ
、
す
べ
て
の
納
税
者
が

こ
の
敬
股
問
題
と
い
う
の
は
常
に
新
聞
等
が
取

n

こ
う
い
う
こ
と
で
御
答

ー

，

ー

1

i

_

＇

|

I

I

I

I

'

．i

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

午
後
匹
時
二
十
分
休
憩
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え
る
か
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
聞
き
た
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

点
と
い
た
し
ま
し
た
市
民
の
市
政
に
対
す
る
要
求
の
疫
合
い
、
そ
れ
と
の
関
連
、

ー
つ
の
問
題
と
し
て
大
き
く
市
民
が

誠
案
牙
三
号
の
閥
凶
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
若
干
明
ら
か
に
な
っ
た
説
明
が
虎
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
が
い
ち
ば
ん
質
問
の
重

つ
ま
り
政
治
的
な
判
断
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
明

確
な
御
答
弁
が
な
か
っ
た
わ
け
で
．
こ
ざ
い
ま
す
。
先
ほ
ど
も
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
特
別
職
並
び
に
話
員
の
歳
費
を
引
き
上
げ
る
と
い
う

そ
の
こ
と
と
、
さ
ら
に
た
と
え
ば
再

IJrtll
し
上
げ
ま
す
が
失
対
貨
金
の
八
十
一
i

＿
円
の
打
ち
切
り
が
意
図
さ
れ
る
や
に
聞
い
て
お
り
ま
す
°

で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
北
え
て
み
ま
す
と
、
片
一
方
で
は
大
き
く
金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
片
一
方
で
は
逆
に
大
き
く
下
げ
ら
れ
る
方

向
に
す
ら
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
市
政
の
中
に
お
け
る
矛
盾
に
ど
う
対
処
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
、

持
つ
も
の
だ
ろ
う
と
息
い
ま
す
。
た
と
え
ば
さ
ら
に
申
し
上
げ
ま
す
な
ら
ば
、
今
日
、
当
議
会
の
中
に
こ
の
四
日
市
地
域
の
中
か
ら
月
額

一
万
円
以
下
の
貨
金
を
な
く
し
て
欲
し
い
と
い
う
、
こ
う
い
っ
た
訥
願
が
出
て
お

n
ま
す
し
、
さ
ら
に
税
金
を
も
っ
と
下
げ
で
も
ら
い
た

い
と
い
う
、
放
税
を
し
て
欲
し
い
と
い
う
訥
願
も
出
て
お
り
ま
す
。
ま
た
市
長
あ
る
い
は
理
事
老
各
位
に
お
い
て
も
、

日
常
お
そ
ら
く
ど

こ
の
部
局
に
お
き
ま
し
て
も
市
民
の
要
求
と
い
う
も
の
が
、
あ
る
い
け
陣
梢
な
り
あ
る
い
は
相
談
な
り
と
い
う
形
で
、
あ
れ
や
っ
て
欲
し

い
、
こ
れ
や
っ
て
欲
し
い
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
息
う
。
そ
う
い
っ
た
市
民
の
要
求
と
ど
う
特
別
職
並
び
に
誤
員
の
報
酬
引
き
上
げ
を
考

具
体
的
に
当
品
会
に
出
て
お
り
ま
す
一
万
円
以
下
の
月
額
貨
金
を
な
く
し
て
欲
し
い
、

つ
ま
り
飯
が
食
え
る
状
態
の
市
政
と
い
う
も
の

を
考
え
て
欲
し
い
と
い
う
、
そ
う
い
っ
た
市
民
の
嬰
求
な
り
、
•
あ
る
い
は
税
金
を
も
っ
と
ま
け
て
欲
し
い
と
い
う
、
そ
う
い
っ
た
生
活
実

態
に
あ
る
市
民
の
人
々
の
殷
求
に
と
う
こ
た
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
、
合
せ
て
こ
の
際
市
長
の
考
え
方
を
は
っ
吾
り
示
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
そ
う
い
う
こ
と
も
私
は
特
別
載
並
び
に
餓
且
の
報
酬
の
引
き
上
げ
の
場
合
に
、
当
然
謡
会
と
し
て
は
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ

う
と
、
こ
う
い
う
意
味
合
い
で
も
う
ー
つ
明
確
な
る
関
題
に
御
笞
弁
栢
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
思
い
ま
す
。

0
悛
詰
典
隆
君

n
橋
詰
典
隆
君
登
檄
〕

ら
の
線
に
も
沿
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も
勘
案
し
ま
し
て
、

こ
の
程
欧
の
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
結
論
に
達
し
た
の
で
あ

n

ま
す
9

で
、
よ
ろ
し
く
御
審
誤
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
見
地
か
ら
御
提
案
申
し
ま
し
た
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
の

牙
六
号
謡
案
の
質
問
に
つ
き
ま
し
て
は
、
了
解
を
い
た
し
ま
す
。
と
く
に
汁
二
点
目
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
．
大
変
、
御

努
力
を
な
さ
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
ん
ご
に
つ
き
ま
し
て
も
そ
う
い
っ
た
方
向
の
努
力
を
要
望
い
た
し
て
お
き
た
い

酬
で
あ
る
と
い
う
建
て
前
か
ら
、

事
務
的
に
は
自
治
省
並
び
に
各
都
市
の
集
り
に
お
き
ま
し
て
い
ろ
い
ろ
線
が
出
さ
れ
て
お

n
ま
す
そ
れ

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

か
ね
が
ね
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

実
費
弁
償
．
で
は
な
く
、

ま
た
生
活
給
で
は
な
い
と
、

い
わ
ゆ
る
報

れ
ら
の
問
題
の
検
討
を
ま
と
め
ま
し
て
、

な
お
そ
の
中
で
い
ち
ば
ん
歳
股
に
つ
き
ま
し
て
は
、

お
尋
ね
の
よ
う
に
性
格
が
非
常
に
問
題
で

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
条
例
を
異
に
し
て
お

n
ま
す
が
、
別
に
単

職
員
の
給
与
並
び
に
腋
員
の
歳
費
、
特
別
職
の
給
与
こ
れ
ら
に
う
と
、
一
般
職
の
給
与
の
改
定
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
特
別
識
あ
る
い
は
隔

行
条
例
が
あ

n
ま
し
て
、
こ
の
単
行
条
例
に
よ

n
ま
す
と
い

す
。
従
い
ま
し
て
、
こ
の
特
別
条
例
の
趣
旨
に
よ

員
歳
費
に
つ
き
ま
し
て
も
そ
れ
に
準
じ
て
改
定
す
る
と
い
う
建
て
前
に
な
っ
て
お

n
ま

万
円
も
し
く
ば
十
六
万
円
と
い
う
線
が
出
ま
し
た
の
で
、

し
か
し
、
な
お
慎
重
を
期
し
ま
し
て
、
そ
の
後
、
日
を
股
し
て
い
ろ
い
ろ
同
格
都
市
に
つ
き
ま
し
て
調
査
を
進
め
•
ま
し
た
と
こ
ろ
、
よ

う
や
く
各
都
市
の
も
の
が
わ
か

n
ま
し
て
、
歳
費
に
つ
き
ま
し
て
は
平
均
五
万
五
千
国
、
市
長
の
給
与
に
つ
き
ま
し
て
は
お
お
む
ね
十
八

こ
れ
ら
を
基
準
と
し
て
改
定
し
た
い
と
い
う
意
向
に
な
っ
た
の
で
あ

n
ま
す
。
‘

と
き
あ
た
か
も
一
月
三
十
一
日
に
職
貝
組
合
と
の
給
与
改
定
等
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
全
般
的
な
話
し
合
い
が
完
結
し
ま
し
た
の
で
、

こ

ざ
い
ま
し
た
と
お

n
で
ご
ざ
い
ま
す
。

n
ま
し
て
昨
年
の
暮
か
ら
こ
れ
ら
の
問
題
を
ま
と
め
ま
し
て
改
定
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

す
で
に
全
員
協
誤
会
の
席
で
申
し
上
げ
て
ご

-ss- -Sit・ 



0
蔽
長
（
田
村
・
ホ
松
む
）

ま
こ
と
に
条
理
を
お
尽
し
に
な
っ
た
お
話
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
た
だ
い
ま
の
御
提
案
申
し
上
げ
て
お
り
主
す

る
こ
と
と
、
昨
今
御
要
請
に
一
部
な
っ
て
お

n
ま
す
る
一
万
口
以
下
の
低
収
入
の
者
を
な
く
し
た
い
、
こ
れ
は
だ
れ
で
も
考
え
ま
す
こ
と

で
ぉ

n
ま
す
が
、
た
だ
こ
れ
を
市
の
意
思
と
し
て
発
表
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
こ
と
で
、

そ
う
い
う
こ
と
は
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
、
で
き
る
だ
け
そ
う
い
う
こ
と
に
し
た
い
、
こ
れ
は
同
感
で
ぉ

n
ま

す

。

―

そ
こ
で
、
こ
の
問
題
と
か
み
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
は
ま
あ
い
ろ
い
ろ
考
え
方
に
よ

n
ま
す
が
、
た
だ
い
ま
御

提
案
申
し
上
げ
て
お
る
こ
と
は
、
皆
さ
ま
と
市
の
理
事
老
と
の
給
与
の
引
き
上
げ
を
い
た
し
た
い
と
、
こ
う
い
う
お
願
い
を
い
た
し
て
お

る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
た
だ
い
ま
二
宮
助
役
か
ら
答
弁
い
た
し
て
お

n
ま
す
よ
う
に
、
各
都
市
の
情
募
な
ど
も
い
ろ
い
ろ
情
報
が
入
っ

て
き
て
お

n・
ま
し
て
、
そ
う
い
う
も
の
は
全
部
助
案
い
た
し
ま
し
て
の
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
珪
事
老
側
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
も
、
い
ろ
い
ろ
考
え
ま
し
て
、
ま
た
周
辺
の
都
市
等
の
考
え
方
と
も
お
お
よ
そ
、
な
ん

と
い
い
ま
す
か
掏
衡
の
取
れ
た
よ
う
な
か
っ
こ
う
の
こ
と
も
考
慮
し
ま
せ
ん
と
、
野
中
の
一
本
杉
の
よ
う
に
ほ
か
ん
と
し
た
こ
と
を
ゃ
る

わ
け
に
は
な
か
な
か
ま
い
り
ま
せ
ん
か
ら
、
常
識
的
に
判
断
し
て
ど
こ
ど
こ
の
市
が
こ
れ
く
ら
い
の
待
遇
を
す
れ
ば
、
こ
う
さ
し
て
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
よ
う
な
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
ま
た
た
と
え
ば
国
の
ほ
う
に
お
き
ま
し
て
さ
か

の
ぽ
る
と
い
い
ま
し
て
も
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
な
る
べ
く
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
と
い
う
方
針
を
取

n
た
い
と
い
う
こ
と
は
、
市
長
と
し

て
も
ず
い
ぶ
ん
考
え
て
み
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
し
て
で
き
だ
け
抑
制
を
い
た
し
ま
し
て
、
申
し
出
た
よ
う
な
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す

な
お
、
税
金
の
問
凶
が
出
ま
し
た
が
、
私
は
、
税
金
は
限
日
市
は
や
は

n
な
ん
と
い
い
ま
す
か
、
．
非
常
に
安
い
と
こ
ろ
を
ゃ
つ
て
い
る

ん
だ
と
、
こ
う
考
え
て
い
る
の
で
あ

n
ま
す
。
も
し
こ
れ
以
上
の
こ
と
を
ゃ

n
ま
す
と
い
う
と
、
片
一
方
の
ほ
う
に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
障

也
が
生
じ
て
く
る
憂
い
が
な
い
と
い
え
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
C

た
と
え
ば
、
そ
ん
な
ふ
う
な
ら
ば
補
助
と
か
な
ん
と
か
い
う
こ
と
は
い

ら
な
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
起
こ
っ
て
く
る
心
配
が
尻
る
C

か
ね
て
そ
う
い
う
よ
う
な
場
面
が
一
、
.I
・
l

回
あ
っ
た
こ
と

が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
や
は
り
も
の
が
そ
う
行
き
過
ぎ
ま
し
て
も
、
過
ぎ
た
る
は
及
げ
ざ
る
が
ご
と
し
で
、
ま
こ
と
に
ぐ
あ
い
の
悪
い
、
心
]

は
そ
う
し
た
い
、
，
他
の
都
市
で
は
や
れ
な
い
く
ら
い
の
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
て
も
、
や
は
り
日
本
に
住
ん
で
お
り
ま
す
以

上
は
、
国
の
ほ
う
か
ら
な
が
め
ま
し
て
特
別
な
こ
と
を
や
れ
る
と
こ
ろ
な
ら
ば
、
自
身
の
力
で
や
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
だ
ろ
う
と
、
こ
う

い
う
ふ
う
に
な
り
か
ね
な
い
場
面
が
た
く
さ
ん
出
て
ま
い
り
ま
す
。
私
は
、
そ
う
い
う
こ
と
が
果
し
て
よ
い
か
悪
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
．

市
と
い
た
し
ま
し
て
そ
う
い
う
経
験
を
持
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ー
ー
。
し
か
し
、
御
趣
旨
の
と
お

n
四
日
市
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
で

き
る
だ
け
市
民
の
御
負
阻
に
つ
き
ま
し
て
は
、
軽
く
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
が
念
願
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
．

え
ま
し
て
、
そ
う
い
う
よ
う
な
都
市
．
経
常
の
、
都
市
財
政
の
経
営
方
法
を
強
調
い
た
し
て
お
き
た
い
と
思
っ
て
お

n
ま
す
。

楢
詰
議
且
の
御
趣
旨
を
体
し
ま
し
て
、
市
の
理
事
者
は
幼
曲
力
行
い
た
し
た
い
と
、

節
単
で
す
か
ら
、
目
席
で
お
願
い
し
ま
す
。

〇
砥
長
（
出
村
末
松

11)

こ
う
考
え
て
お

n
ま
す
。

0
橋
詰
典
隆
君

大
変
、
合
蓄
の
あ
る
お
答
え
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
述
謝
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
b

い
ま
最
後
に
市
長
が
巾
さ
れ
ま
し
た
こ
と
ば
が
で
す
ね
、
次
除
の
形
に
な
っ
て
こ
ん
ご
の
市
政
に
現
わ
れ
て
く
る
、
ま
た
議
会
と
し
て

も
そ
の
努
力
を
す
る
の
た
と
い
う
理
解
の
う
え
で
、
．
．
質
問
を
終
り
ま
す
。

他
に
御
虹
疑
訳
り
ま
せ
ん
か
し

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
他
に
御
質
疑
、
御
意
見
も
な
い
よ
う
で
沃

nま
す
の
で
、
本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
こ
の
程
度
を
も
っ
て
質
疑

を
終
結
し
、
直
ち
に
油
来
の
採
決
を
行
な
い
た
い
と
息
い
ま
す
が
、

n
「
異
肱
な
し
」
と
呼
ぶ
者
缶

n
〕

御
異
品
な
し
と
認
め
ま
す
。

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）

n
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
壇
〕

こ
れ
に
御
異
臨
あ

n
ま
せ
ん
か
。

r
 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

-s7- -s6-
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お
は
か

n
い
た
し
ま
す
。

本
件
に
つ
さ
ま
し
て
は
、

-

質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。

r
 

香
且
会
の
付
託
並
び
に
討
論
を
省
略
し
議
案
の
採
決
を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す

0
語
長
（
田
村
末
松
社
）

な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
御
術
漉
の
う
え
、
御
決
祇
賜
ゎ

n
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

御
伎
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
発
斉
生
願
い
ま
す
。

御
質
疑
ま
り
ま
せ
ん
か
。

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

n
ま
す
。

n
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
培
〕

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）

脹
案
牙
十
四
号
は
、
新
一
＝
滝
橋
橘
梁
新
設
工
事
の
諮
負
契
約
案
で
あ
り
ま
し
て
、
指
名
競
争
入
札
に
付
し
ま
し
た
と
こ
ろ
請
負
金
額
一

千
百
二
十
九
万
円
を
も
r

て一
l

一
軍
郡
川
越
町
南
福
崎
ー
ー
九
四
、
松
岡
建
設
株
式
会
社
に
落
札
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
請
負
契
約
を
締

結
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
C

揺
案
オ
十
五
号
は
．
昭
和
三
十
六
年
度
災
、
販
首
エ
復
旧
エ
酎
の
肪
負
契
約
案
で
お
り
ま
し
て
、
指
名
競
争
入
札
に
付
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
請
負
金
額
六
百
六
十
万
円
を
も
っ
て
市
内
尾
上
町
一
三
番
の
六
、
中
央
建
設
株
式
会
社
に
落
札
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
請
負
契

約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

脹
案
牙
十
七
号
は
、
山
の
手
配
水
池
築
造
工
事
の
肋
負
哭
約
案
で
ホ

n
ま
し
て
、
指
名
競
争
入
札
に
付
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
請
負
金
額

二
千
ー
ー
ー
百
九
十
万
円
を
も
r

て
市
内
諏
訪
栄
町
二
番
三
号
、
株
式
会
社
久
志
本
組
に
落
札
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
籐
負
契
約
を
締
結

品
案
オ
十
六
号
は
、
速
洋
漁
業
基
地
魚
合
削
築
工
事
の
勘
負
炎
約
案
で
あ

n
ま
し
て
、
指
名
競
争
入
札
に
付
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
請
負

金
額
五
百
七
十
九
万
円
を
も
っ
て
市
内
相
生
通

n
四
ー
ニ
四
、
大
宗
建
設
株
式
会
社
に
絃
札
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
請
負
契
約
を
締

結
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

n
ま
す
。

謡
案
牙
十
八
号
、
十
九
号
は
、
さ
き
に
蔽
決
さ
れ
ま
し
た
千
才
町
。
小
生
線
街
路
築
造
工
事
及
び
日
永
処
理
場
築
造
工
事
の
請
負
契
約

の
更
正
案
で

i
f
l
nま
し
て
、
金
額
九
百
二
十
万
八
千
三
百
四
十
八
円
、
金
拍
五
千
九
百
五
十
•
四
万
百
五
十
五
円
で
そ
れ
ぞ
れ
請
負
契
約
の

更
正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

n
ま
す
。

蔽
案
を
一
十
号
は
、
予
笠
外
砒
務
負
担
に
か
か
る
上
水
逍
工
事
用
材
料
の
脳
入
契
約
案
で
お
り
ま
し
て
、
昭
和
三
十
九
年
度
当
初
に
お

い
て
速
や
か
に
施
工
を
要
す
る
朝
朋
川
導
水
管
布
設
工
事
の
材
料
を
購
入
す
る
に
当

n
、
直
管
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
製
造
業
者

か
二
社
だ
け
で
あ
り
、
か
つ
、
納
期
、
製
油
能
力
等
を
考
慮
し
て
、
や
む
を
え
ず
久
保
田
鉄
工
株
式
会
社
及
び
株
式
会
社
栗
本
鉄
工
所
と

随
滋
央
約
に
よ
り
来
約
を
締
結
い
た
し
た
＜
御
捉
案
申
し
上
げ
た
も
の
で
名

n
ま
す
。

た
だ
い
ま
御
上
程
の
各
語
案
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

市
長
。

諺
案
牙
一
I

一
号
な
い
し
議
案
牙
十
三
号
の
十
一
諮
案
を
、

本
件
は
、
原
案
の
と
お

n
可
決
い
た
し
ま
し
て
、
御
異
餓
お
り
ま
せ
ん
か
。

[
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
老
あ

n
〕

｀

ヽ

〇
諮
長
（
田
村
末
松
君
）
御
異
誤
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
陵
案
井
三
号
匹
日
市
市
誤
会
の
諮
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
な
い
し
諮
案
沖
十
―
―

i号
昭
和
―
—i．
十
八
年
庁
四
日
市
市
水
道
事
業
会
計
汁
三
回
追
加
更
正
予
算
の
十
二
眠

案
は
、
原
案
の
と
お

n
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〇
諮
長
（
田
村
末
松
君
）

次
に
、
日
程
牙
十
七
、
誤
案
牙
十
四
号
工
事
謂
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
な
い
し
日
程
オ
ニ
十
三
、
誘
案

オ
ー
ー
十
号
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
七
誤
案
を
一
括
餓
題
と
い
た
し
ま
す
。

提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

一
括
採
決
い
た
し
ま
す
。

（
「
な
し
」
ど
呼
ぶ
者
あ
り
）

-s9-
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許
す
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

前
川
涵
只
。

こ
の
際
、
お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

の
と
お
り
答
申
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

〇
誤
長
＇
（
田
村
末
松
君
）

議
案
井
十
四
号
な
い
し
艤
案
オ
ニ
十
号
の
七
器
案
を
、

本
件
は
、
原
案
の
と
お

n
可
決
い
た
し
ま
し
て
、
御
異
諮
吝

n
ま
せ
ん
か
。

.

n

「
異
品
な
し
」
と
呼
ぶ
者
名

n
〕

＇

，

0
議
長
（
田
村
末
松
君
）
御
異
巌
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
胎
案
オ
十
四
号
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、

の
締
結
に
つ
い
て
の
七
禄
案
は
、
彫
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

•1,1.111.1,1 

次
に
、
日
程
オ
ニ
十
四
、

本
件
は
、
常
磐
地
区
の
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
伴
う
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
施
行
令
牙
百
七
十
九
条
井
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
知
事
か
ら
本
誠
会
に
対
し
て
諮
問
が
が
っ
た
も
の
で

iYln
ま
し
て
、
本
寮
の
よ
う
に
答
申
い
た
し
た
く
お
は
か

n
す
る
次

オ
で
お
り
ま
す
。
＇

本
事
業
は
、
団
体
営
耕
地
整
備
事
柴
で
、
大
井
手
地
区
区
画
整
理
事
芽
と
し
て
昭
和
―
二
十
五
、
六
両
年
席
に
わ
た

n
工
事
面
積
二
七
，

三
〇
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
約
二
十
七
町
歩
を
施
工
し
た
も
の
で
あ

n
ま
す
。

御
笈
疑
、
御
意
見
が
祈

n
ま
し
た
ら
、
御
発
苫
願
い
ま
す
。

（
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
芹

n)、

別
段
、
御
筑
疑
、
御
意
見
も
あ

n
ま
せ
ん
の
で
、
本
案
の
と
お

n
答
申
い
た
し
ま
し
て
、
御
異
脹
祈
り
ま
せ
ん
か
。

n
「
異
誠
な
し
」
と
呼
ぶ
岩
ぁ

n
〕

〇
誤
長
（
田
村
末
松
君
）

〇
澁
長
（
田
村
末
松
甘
）

御
異
他
な
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
発
諮
オ
ー
号
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
原
案

前
川
識
艮
ほ
か
二
名
か
ら
、
お
手
元
に
配
布
の
一
炭
表
の
と
お
り
そ
れ
ぞ
れ
緊
急
質
問
の
通
告
が
あ

n
ま
す
。

前
川
誦
貝
、
喜
多
野
品
且
、
訓
覇
誠
屈
の
緊
急
筏
脚
に
同
点
の
う
え
、
こ
の
際
日
程
に
追
加
し
、
発
言
を
許
す
こ
と
に
御
異
語
あ

n
ま

せ
ん
か
。
〔
「
異
砥
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
品
長
（
田
村
末
松
君
）

御
異
涵
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
三
君
の
緊
急
質
問
に
同
意
の
う
え
、

n
前
川
辰
拐
且
登
増
〕

0
前
川
辰
男
君
位
間
を
取

n
上
げ
て
い
た
だ
い
て
、
感
謝
し
ま
す
。

r, 

と
い
う
よ
り
も
む
し
は
日
々
、
，
そ

私
の
質
問
は
、
現
在
、
交
通
安
全
対
策
と
い
う
の
が
当
面
の
急
務
に
な
っ
て
お
り
、
•
こ
れ
は
年
々
、

の
深
刻
の
度
を
加
え
て
お
る
、
こ
う
い
う
状
態
で
あ
っ
て
、
ま
た
一
昨
日
に
お
い
て
も
国
鉄
の
踏
み
切
り
で
、
あ
る
い
は
そ
の
前
に
は
近

鉄
の
踏
み
切

n
で
大
き
な
事
故
を
起
こ
し
て
お
り
ま
す
．

が
、
こ
の
前
の
諮
会
で
も
発
表

そ
う
い
う
琳
態
の
中
で
、
市
が
交
遥
安
全
の
問
題
に
つ
い
て
私
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と

す。 0
誤
長
（
田
村
末
松
君
）

9,．-9.7 
(' 

こ
の
際
日
程
に
追
加
し
、
発
言
を

発
謡
汁
一
号
字
の
区
域
の
変
更
Ir
つ
い
て
の
意
見
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま

御
異
誤
な
し
と
認
め
ま
す
。

〔
「
異
殿
な
し
」
と
呼
ぶ
者
名

n
〕

が
、
こ
れ
に
御
異
誤
ぁ

n
ま
せ
ん
か
。

一
括
採
決
い
た
し
ま
す
。

な
い
し
購
入
契
約

-6/- -to-



n
前
川
辰
男
は
迂
壇
〕

n
建
股
部
長
（
白
峰
久
駿
社
）
登
培
〕

〇
建
設
部
長
（
白
峰
久
駿
む
）

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

い
て
お
何
い
し
た
い
と
息
い
ま
す
C

さ
れ
ま
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
意
を
強
く
し
て
お
る
わ
け
で
す
が
、
こ
こ
で
質
問
い
た
し
ま
す
の
は
、
新
聞
等
で
わ
れ
わ
れ
す
で
に
承
知
し

て
お
り
ま
す
湯
の
山
線
の
広
軌
化
、
そ
う
し
て
近
鉄
の
乗

n
入
れ
と
、

こ
れ
が
一
—i
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
、
だ
い
た
い
二
十
日
間
く
ら
い

な
ら
し
運
転
を
や
っ
て
、
そ
う
し
て
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
ゃ
る
、
こ
う
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
て
お
る
わ
け
で
す
。
い
ま
ま
で
約
四
十
キ
ロ

か
四
十
五
キ
ロ
ぐ
ら
い
の
非
常
に
ゆ
っ
く
り
し
た
運
転
で
や
っ
て
お
っ
た
霞
軍
が
、
こ
れ
に
よ

n
ま
し
て
八
十
キ
ロ
も
、
さ
ら
に
そ
れ
以

上
も
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
し
か
も
霞
車
は
、
大
き
く
な
る
C

回
数
も
ふ
え
る
。
こ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
ま
す
と
い
う
と
、
な

が
年
の
い
ま
ま
で
の
感
覚
で
な
じ
ん
で
お
っ
た
市
民
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
い
さ
さ
か
と
ま
ど
う
わ
け
で
す
。
｀
と
ま
ど
う
だ
け
な
ら
ま
だ

こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
、
市
当
局
と
し
て
十

よ
ろ
し
い
が
、
う
っ
か
り
す
る
と
思
わ
ぬ
事
故
が
起
こ
-
い
な
い
と
も
限
A

い
な
い
わ
け
で
す
。

分
に
四
日
市
地
内
を
迎
る
こ
の
広
軌
の
対
策
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
、
近
鉄
の
ほ
う
に
申
し
入
れ
さ
れ
て
お
る
と
思
う
の
で
す
が
、
念
の

た
め
に
そ
れ
に
つ
い
て
お
但
い
い
た
し
ま
す
3

で
す
。
こ
の
踏
み
切

n
に
つ
い
て
、
踏
み
切

十
力
所
ぐ
ら
い
踏
み
切

n
が
あ
る
よ
う

私
の
調
ぺ
た
と
こ
ろ
で
は
、
四
日
市
に
だ
い
た
い

う
ふ
う
に
聞
い
て
お

n
警
手
を
脳
く
踏
み
切

n
は
ゼ
ロ
、
警
報
器
の
つ
く
踏
み
切
り
が
三
カ
所
、
あ
と
は
無
警
報
踏
み
切
り
と
、
こ
う
い

ん
の
住
家
が
隣
接
し
て
お
り

る
わ
け
で
す
が
、
果
し
て
こ
ん
な
状
態
で
い
い
の
か
ど
う
か
。
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
、
こ
の
沿
線
に
は
た
く
さ

ま
す
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
の
安
全
策
が
、

ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
お
る
の
か
、
お
る
い
は
ど
う
い
う
要
望
を
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
点
に
つ

三
煎
客
辿
株
式
会
社
に
お
き
ま
し
て
、
昨
年
九
月
、
潟
の
山
線
の
改
良
計
画
に
つ
き
ま
し
て
、
市
の
ほ
う
に
設
計
協
議
を
受
け
ま
し
て

関
係
部
内
で
協
品
い
た
し
、
地
元
の
関
係
方
面
に
も
よ
く
打
ち
合
せ
、
刑
路
の
拡
張
と
か
、
お
る
い
は
水
路
の
改
良
に
つ
き
ま
し
て
は
、

条
件
を
つ
け
ま
し
て
承
認
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
交
通
安
全
に
伴
い
ま
す
警
報
器
の
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
社
の
ほ
う
で
こ

ち
ら
に
打
ち
合
せ
は
来
て
お

n
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
地
元
の
各
方
面
か
ら
相
当
の
要
求
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
市
の
ほ
う
と
い
た
し
ま

し
て
陥
み
切

n
の
拡
張
、
つ
ま

n
前
後
の
逍
路
に
合
う
だ
け
の
踏
み
切
り
拡
張
、
並
び
に
保
安
設
備
を
す
る
よ
う
会
社
に
強
く
要
望
い
た

し
ま
し
た
結
米
、
会
社
側
は
交
逝
誠
の
関
在
あ
る
い
は
設
皿
基
準
に
つ
き
ま
し
て
、
連
輸
省
の
指
令
に
基
づ
い
て
い
ま
ま
で
警
報
器
の
全

こ
ち
ら
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
と
近
鉄
四
日
市
駅
裏
、
天
理

然
な
か
っ
た
の
を
、
と
く
に
三
カ
所
祁
め
て
股
屈
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

教
の
近
く
の
市
追
四
町
0

赤
堀
祝
ー
サ
ー
カ
所
．
な
お
、
松
本
駅
の
東
で
批
珀
、
西
日
野
大
井
手
線
一
カ
所
、
高
角
の
地
内
の
県
道
、
四

日
市
0

菰
野
線
の
矢
合
川
に
沿
う
た
三
ヵ
所
を
設
附
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

贄
報
器
の
設
脱
に
つ
さ
ま
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
む
ず
か
し
い
条
件
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、

て
五
千
八
百
人
以
上
油
る
と
こ
ろ
で
な
い
と
、
会
辻
の
柑
う
で
殷
位
を
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お

n
ま
す
。
と
く
に
必
要
な
場
合
は
、
申

脳
者
に
お
い
て
費
用
を
出
す
場
合
は
別
で
ご
ざ
い
ま
す
。

は
な
は
だ
簡
単
で
ご
ざ
い
ま
す
が
＇
ー
し

0
前
川
辰
見
甘

た
と
え
ば
川
曲
の
距
み
切
り
、

迎
節
省
の
設

lti
姑
半
は
、
私
も
刷
い
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

準
が
こ
う
だ
か
ら
、

だ
か
ら
そ
れ
で
い
い
の
か
と
問
い
た
く
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
川
肋
の
人
た
ち
は
お
そ
ら
く
缶
の
印
路
を
通
ら
な
け
れ
ば
四
日
市
に
出
て
こ
ら
れ
な
い
わ
け
で
す

ほ
と
ん
ど
の
人
が
あ
す
こ
を
通
る
、
し
か
も
床
れ
は
曲

n
角
に
な
っ
て
お
る
極
め
て
危
険
な
状
態
だ
と
思
う
の
で
す
、
そ
れ
が
一
カ
所
。

ま
た
、
工
業
用
水
の
水
怜
を
埋
め
ま
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
い
ま
ま
で
誤
会
で
も
ず
い
ぶ
ん
論
涵
を
さ
れ
、
そ
う
し
て
も
う
あ
の
道
路
が

十
分
に
使
え
る
よ
う
に
な
る
の
に
は
時
間
の
即
幽
に
な
っ
て
お
る
わ
け
で
す
。
こ
う
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
を
で
す
ね
、
運
輸
省
の
設
置
基

こ
れ
で
い
い
の
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て
迎
事
者
側
の
考
え
方
を
聞
き
た
い
と
思
う
ん
で
す
。
運
輸
省
の
基
準
ど
お
り

一
日
交
通
批
、
人
問
の
数
に
換
算
い
た
し
ま
し

-̀63- -62-



で
ゃ
む
を
え
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
も
っ
と
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
か
、
そ
れ
が
一
っ
。

そ
れ
か
ら
‘
牙
二
の
問
題
で
お
答
え
が
な
か

r

た
よ
う
な
の
で
、
再
度
質
問
し
ま
す
。

n
建
設
部
長
（
白
峰
久
駿
君
）
登
壇
〕

〇
建
設
部
長
（
白
峰
久
駿
君
）

ど
う
も
先
ほ
ど
安
全
柵
の
御
質
問
に
お
答
え
忘
れ
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
恐
縮
で
ご
苓
い
ま
す
。

十
ニ
カ
所
古
い
ま
く
ら
木
で
木
柵
を
ゃ
る
こ
と
に
な
っ
一
（
お

n
ま
し
て
、
延
長
に
し
ま
し

湯
の
山
線
の
市
道
に
併
行
い
た
し
ま
し
て
、

て
九
百
二
十
メ
ー
ト
ル
ご
ざ
い
ま
す
。
踏
み
妬

n
を
渡
っ
て
す
ぐ
左
右
に
併
行
に
市
道
が
ぷ
る
場
合
に
は
、
五
メ
ー
ト
ル
な
い
し
十
メ
ー

ト
ル
、
長
い
と
こ
ろ
で
は
百
五
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
安
全
柵
を
や
っ
て
お
る
は
ず
で
ご
ざ
い
ま
す
。
う
こ
と
を
伺
い
ま
し
た
の
で
す
が
、
こ
れ

ま
た
中
川
原
の
常
磐
の
路
．
み
切

n
と
い

な
お
、
先
ほ
ど
お
話
の
川
品
の
珀
路
の
踏
み
切

n
、

、
管
迎
者
が
知
事
に
な
っ
て
お

nま
す
し
、
こ
ち
ら
と
し
て
要
望
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が

は
、
川
島
の
ほ
う
は
県
釦
で
ご
ざ
い
ま
し
て

．
い
ま
の
設
匝
条
件
に
ほ
ど
速
い
と
い
う
こ
と
で
、
実
硯
し
な
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

同
じ
常
磐
の
中
川
原
地
内
の
市
珀
も
非
常
に
交
通
が
少
い
と
い
う
こ
と
で
、
認
め
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ら
の
ほ
う
で
経
役
を
持
つ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
申
肪
す
れ
ば
、
こ
れ
は
別
で
．
こ
ざ
い
ま
す
。

n
前
川
辰
男
甘
登
壇
〕

そ
の
点
、
御
了
承
願
い
ま
す
。

し
た
い
い
た
だ
い
た
よ
う
で
す
．
し
か
し
、
＇
一
番
最
初
に
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
交
通
安
全
対

事
務
的
な
答
弁
は
、
だ
）

ぅ
よ
う
な
こ
と
で
処
狸
さ
れ
て
い
い
も
の
で
は
な

策
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
単
な
る
蓮
舶
省
の
茄
準
だ
と
か
哄
の
所
倍
だ
と
か
、
こ
う
い

、
そ
こ
を
通
る
自
動
車
そ
の
も

ー
ド
が
倍
加
さ
れ
る
。
そ
れ
か
ら
ま
た

い
と
思
う
の
で
す
。
相
手
は
動
く
も
の
で
あ
る
し
、
し
か
も
ス
ビ

い
く
と
い
う
こ
と
が
、
こ
う
い
う
こ
と
が
目
の
前
に
見
え
て
い
な
が
ら
、
私
は
事
務
的
な
答
弁
で
は
満
足
で
き
な

の
は
飛
踏
的
に
ふ
え
て

を
、
保
証
で
き
る
で
し
よ
う
か
。
ど
う
し
て
も
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
事
務
担
当

い
。
こ
ん
ご
ど
ん
な
事
故
が
起
こ
ら
な
い
と
い
う
こ
と

者
と
し
て
要
望
す
る
と
い
う
こ
と
で
な
し
に
、
市
長
み
ず
か
ら
こ
う
い
う
問
題
に
対
し
て
は
積
極
的
に
市
民
の
安
全
を
守
る
と
い
う
立
場

で
交
渉
し
、
ど
う
し
て
も
踏
み
切
り
に
笹
報
器
な
り
辿
断
板
な

n
が
つ
け
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
も
っ
と
ほ
か
に
ワ
イ
ド
ミ
ラ
ー
を
つ
け

渋
す
る
に
こ
ち
ら
側
が
禎
極
的
に
取
り
組
め
ば
、
も
っ
と
倍
決
の
敗
が
あ
る
と
息
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
そ
の
点
強
く
、
こ
ん
ご
ま
だ

ひ
と
月
ば
か

n
の

IIU
が
お
り
ま
す
か
ら
、
強
い
製
粗
を
も
っ
て
万
全
を
期
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
を
い
た
し
ま
し
て
、

を
終
り
ま
す
C

0
社
多
野
匂

U

こ
の
質
問

て
、
ど
う
し
て
も
尾
乎
の
ほ
う
へ
通
学
せ
よ
と
い
う
こ
と
に
な

n
ま
す
と
、
相
当
致
の
人
が
学
校
を
や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

こ
う
い

取
在
の
塩
浜
に
あ
り
ま
す
匹
日
市
曲
深
麻
校
の
I
代
時
制
の
枚
合
は
、
眼
の
ほ
う
で
公
団
の
ほ
う
に
売
却
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
早

急
に
尾
平
の
ほ
う
の
新
校
合
に
通
学
す
る
よ
う
に
と
い
う
よ
う
な
話
が
了
り
ま
し
て
、
い
ろ
い
ろ
生
徒
の
生
徒
会
等
の
会
合
を
も
ち
ま
し

こ
の
脚
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、

也
で
ご
ざ
い
工
す
し

内
容
に
つ
さ
ま
し
て
は
新
聞
筍
で
お
わ
か
り
だ
と
息
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
、

現
在
、
新
即
紙
上
的
で
も
非
常
に
即
凶
に
な
っ
て
お

n
ま
す
が
、

匹
日
市
尚
業
裔
校
の
定
時
制
の
校
舎
の
移
転
に
対
す
る
問

ま
し
て
、
緊
忌
質
間
を
さ
し
て
い
た
だ
い
た
よ
う
な
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
件
の
、

緊
急
質
間
の
侠
会
を
え
ま
し
て
、
本
当
に
あ

n
が
た
い
と
息
い
ま
す
。

い
ま
質
問
し
よ
う
と
い
う
間
凶
は
、
今
月
い
っ
ぱ
ぃ
に
い
ろ
い
ろ
検
討
し
て
処
脱
を
し
な
い
と
非
常
に
困
る
問
題
で
ご
ざ
い

n
社
多
野
等

U
登
壇
〕

0
脳
長
（
田
村
末
松
む
）

喜
多
野
誠
μ
し

る
と
か
、
い
ろ
い
ろ
対
旅
が
か
る
と
息
う
ん
で
す
。

0
前
川
辰
男
君

栂
略
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

‘・：

こ
ち
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ぉ
聞
り
取
り
願
い
た
い
と
息
い
ま
す
。

0
市
艮
（
平
田
佐
矩
せ
）

う
よ
う
な
事
態
が
起
こ

n
ま
し
て
、
生
徒
会
の
ほ
う
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
な
ん
と
か
こ
れ
に
対
し
て
い
い
案
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

種
々
検
討
し
、
お
ら
ゆ
る
方
面
に
陳
情
、
請
願
を
い
た
し
ま
し
て
、

う
な
状
態
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
ど
も
い
ろ
い
ろ
県
の
教
育
委
員
会
の
ほ
う
に
お
願
い
に
も
お
が
っ
て
、
よ

n
よ
い
処
置
を
お
願
い
し
た
い

と
い
う
点
で
お
願
い
に
も
あ
が
っ
て
き
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
要
す
る
に
現
在
の
四
日
市
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
四
日
市
の

誤
会
と
い
た
し
ま
し
て
、
市
長
と
し
て
ど
の
よ
う
に
こ
う
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
か
、
ま
た
教
育
委
員
会
と
し
て
ど
の
よ
う
に

し
て
こ
の
勤
労
肯
少
年
を
保
護
、
育
成
し
て
い
く
か
と
い
う
問
題
は
、
教
育
の
本
質
的
な
問
題
だ
と
考
え
て
お

n
ま
す
の
で
、
そ
の
点
に

つ
き
ま
し
て
、
市
長
及
び
教
育
委
員
会
の
態
度
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
、
質
問
を
し
た
い
、
こ
う
い
う
よ
う
に
考
え
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
女
生
徒
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
夜
間
通
学
と
い
う
こ
と
Ir
な

n
ま
す
と
、
非
常
に
危
険
性
も
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
う
よ
う
な
点
か
ら
で
き
る
だ
け
近
鉄
沿
線
の
近
い
と
こ
ろ
に
そ
う
い
う
も
の
を
設
定
し
て
、
本
当
に
ま
じ
め
に
働
い
て
、

そ
し
て
勉
強
し
よ
う
と
い
う
勤
労
背
少
年
に
、
な
ん
ら
か
の
盪
い
目
を
向
け
て
や
ら
な
き
や
い
け
な
い
と
い
う
の
が
、
本
当
に
わ
れ
ゎ
れ

の
顛
う
と
こ
ろ
で
尻
り
ま
し
て
、
そ
う
い
う
点
に
つ
き
ま
し
て
県
に
対
し
て
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
こ
の
よ
う
に
四
日
市
の
市
と
し
て

は
考
え
て
お
る
ん
だ
と
い
う
態
度
を
表
明
し
て
、
な
ん
ら
か
か
れ
ら
に
対
し
て
本
当
に
喜
び
の
持
て
る
方
策
を
お
願
い
し
た
い
と
、

よ
う
に
考
え
て
緊
急
質
問
を
い
た
し
ま
し
た
。

市
長
と
し
て
の
考
え
方
、
教
育
委
貝
会
の
態
度
に
つ
き
ま
し
て
、
御
答
弁
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
教
育
長
（
山
本
軍
一
君
）
登
培
〕

0
教
育
長
（
山
本
軍
一
君
）

な
ん
ら
か
早
い
処
置
を
お
願
い
し
た
い
と
い
う
点
で
動
い
て
い
る
よ

定
時
制
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
、
教
育
委
貝
会
の
態
度
と
し
て
私
か
ら
御
答
弁
い
た
し
ま
す
。

こ
の

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
御
承
知
の
よ
う
に
、
先
に
喜
多
野
誤
且
か
ら
説
明
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
す
で
に
前
か
ら
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

私
た
ち
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
定
時
制
と
し
て
は
独
立
校
合
を
持
つ
べ
き
で
お
る
と
い
う
基
本
線
と
、
そ
れ
か
ら
す
で
に
塩
浜
に
お
り
ま

す
生
徒
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
う
い
う
二

つ
の
線
で
お
願
い
を
し
て
お
っ
た
の
で
祈

n
ま
す
が
、
眼
の
教
育
悉
貝
会
の
現
在
の
時
点
で
の
方
針
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
尾
平
の
新
校

合
で
や
る
と
い
う
方
針
と
、
そ
れ
か
ら
現
在
お
り
ま
す
生
徒
に
つ
き
ま
し
て
も
、
尾
平
に
バ
ス
を
も
っ
て
収
容
し
た
い
と
い
う
考
え
方
で

お
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
た
ち
と
い
た
し
ま
し
て
は
反
対
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
喜
多
野
議
員
の
御
趣

旨
の
よ
う
に
、
近
鉄
沿
線
に
独
立
校
合
を
付
つ
と
い
う
茄
本
線
を
ま
ず
か
ま
え
ま
し
て
、
現
在
の
生
徒
を
そ
の
基
本
線
に
乗
っ
た
線
で
尾

乎
に
通
学
で
な
し
に
、
迅
っ
た
立
場
で
収
容
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
強
く
県
に
希
望
し
て
い
く
つ
も
り
で
お

n
ま
す
C

す。

で
き
ま
し
た
ら
硯
在
の
と
こ
ろ
で
終
了
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
、

nilj
此
（
乎
田
佐
矩
社
）
登
壇
〕

こ
の

IUJ
凶
に
つ
き
ま
し
て
は
、
か
な
り
の
経
綽
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ち
よ
っ
と
な
が
く
な
り
ま
す
け
れ
ど
も

硯
在
の
と
こ
ろ
、
御
承
知
の
よ
う
に
刹
業
高
校
の
ほ
う
は
山
の
手
の
ほ
う
に
移

n
ま
し
て
、
そ
う
し
て
そ
れ
に
対
し
て
県
の
御
意
向
と

せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
あ
す
こ
の
土
地
を
況
却
し
て
山
の
手
の
ほ
う
へ
こ
れ
こ
れ
の
分
は
出
し
た
い
つ
も

n
だ
と
、
こ
う
い
う
お
話
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
は
ま
だ
定
時
制
の
間
凶
は
出
て
お

n
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
御
承
知
の
と
お
り
メ
リ
ノ
ー
ル
を
誘
致
い
た

し
ま
す
と
き
に
、
桜
地
区
に
お
き
ま
し
て
高
校
の
土
地
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
そ
う
し
て
そ
れ
に
対
し
て
謡
会
の
御
承
認
を
え
ま
し
て

そ
れ
も
貿
わ
さ
し
て
い
た
だ
さ
、
メ
リ
ノ
ー
ル
は
片
ほ
う
の
場
所
に
や
ら
な
き
や
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
に
な

n
ま
し
た
C

.

,

-

l

？
 

そ
の
と
き
に
、
知

Iftと
の
な
ん
と
い
い
ま
す
か
、
話
し
合
い
と
い
い
ま
す
か
、
お
お
よ
そ
の
い
い
方
と
し
ま
し
て
は
現
在
の
こ
こ
の
、

6

匝
捕
の
両
校
が
早
晩
、
迅
路
関
係
で
も
動
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
学
校
が
あ
あ
い
う
騒
然
た
る
場
所
で
好
ま
し
く
な
い
、
だ
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も
の
を
、
交
通
の
便
利
な
土
地
を
貿
っ
て
、

か
ら
ー
つ
こ
の
際
思
い
切
っ
て
桜
の
ほ
う
に
移
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
て
、
ま
た
な
ん
ら
か
こ
れ
は
一
っ
、
そ
う

い
う
ふ
う
に
も
勘
考
し
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
よ
う
な
、
ま
あ
御
意
向
で
吝
っ
た
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
、
中
央

高
校
が
あ
す
こ
に
決
ま

n
ま
し
て
、
あ
ん
ま

n
同
じ
よ
う
な
性
格
の
学
校
が
、
同
じ
よ
う
な
と
こ
ろ
に
行
く
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
県

当
局
と
し
て
は
い
ろ
い
ろ
と
難
色
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
も
ま

n
、
そ
れ
か
ら
こ
ち
ら
の
ほ
う
の
工
業
高
校
と
い
た
し
ま
し
て
は

、
現
在
、
新
築
し
て
お
る
も
の
も
あ
る
と
い
う
よ
う
な
次
牙
で
あ
る
し
、
非
常
に
便
利
な
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
そ
こ
に
は
定
時
制
の
も
の
も

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
と
い
う
の
で
、
な
か
な
か
歯
切
れ
が
つ
き
ま
せ
ん
で
ご
ギ
ぷ
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
市
長
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
は
早
晩
動
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
座
だ
し
、
両
方
と
も
、
片
方
は
お
ん
ま

n
工
場
に

近
い
し
、
片
方
は
将
米
四
日
市
の
非
常
な
要
街
に
な
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
む
し
ろ
定
時
制
の
も
の
を
一
っ
と
こ
ろ
に
ま
と
め
マ
、
そ
う
し

て
交
通
至
便
な
と
こ
ろ
に
も
っ
て
行
っ
て
、
た
だ
に
寄
る
ば
か
り
で
な
し
に
、
昼
も
や
，
れ
る
。
も
う
少
し
ゅ
っ
た
り
し
た
考
え
で
、
い
ま

二
回
の
や
つ
を
四
回
で
も
や
れ
る
と
い
う
ふ
う
に
し
た
な
れ
ば
、
四
日
市
の
よ
う
な
都
市
に
は
非
常
に
適
応
し
て
お
る
の
で
左
る
か
ら
、

そ
う
や
っ
て
い
た
だ
け
な
い
だ
ろ
う
か
と
ー
_o
県
の
ほ
う
に
お
か
れ
て
も
は
く
大
な
経
費
が
い
ろ
こ
と
で
あ
る
が
、
し
か
し
塩
浜
の
ほ
う

の
土
地
を
ど
れ
だ
け
で
御
処
分
に
な
る
の
か
し
ら
ぬ
が
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
余
る
と
思
う
。
ま
た
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
の
高
校
の
敷
地
を
、

こ
れ
を
処
分
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
相
当
な
雨
源
が
出
て
く
る
9

こ
れ
ら
の
も
の
を
現
在
、
四
日
市
に
現
存
し
て
お
る
と
こ
ろ
の

学
校
を
他
の
と
こ
ろ
に
散
ら
し
て
も
ら
っ
た
り
、
そ
の
財
源
を
ほ
か
に
使
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
だ
け
ー
つ
避
け
て
い
た
、

だ
い
て
、
や
は

n
な
が
い
間
の
い
さ
さ
つ
も
お
り
、
ま
た
土
地
に
つ
い
て
は
西
浦
の
と
こ
ろ
に
は
特
別
の
事
情
も
あ
り
、
ま
た
海
岸
の
ほ

う
、
塩
浜
の
ほ
う
に
お
い
て
も
学
校
を
作
る
と
い
う
こ
と
で
国
の
ほ
う
か
ら
譲

n
弔
け
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
ぜ
ひ
そ
う
い
う
財
源
は
、

そ
う
い
う
よ
う
な
改
善
を
し
て
い
く
、
し
か
も
い
ま
よ

n
も
よ

n
よ
き
状
態
に
な
る
よ
う
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
こ
れ
が
市
長
の
お

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
た
だ
い
ま
の
塩
浜
の
ほ
う
は
山
の
手
に
越
し
て
行
く
と
、
い
よ
い
よ
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
。
と
こ
ろ
が

県
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
詳
し
い
こ
と
は
私
け
存
じ
ま
せ
ぬ
が
、
公
社
の
ほ
う
で
い
ま
そ
の
金
を
立
て
か
え
て
、
そ
し
て
ま
ぁ
出
さ
な
け

り
や
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
は
早
急
に
処
分
し
な
け

n
ゃ
い
か
ぬ
と
い
う
よ
う
な
堀
面
に
も
立
ち
至
っ
て
お
る
よ
う
に
漏
れ
承
わ

っ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
よ
り
か
ち
よ
っ
と
前
に
、
ど
う
だ
ろ
う
ー
つ
、
あ
す
こ
の
学
校
だ
け
は
楠
の
ほ
う
に
譲
っ
て
や
っ
て
く

れ
ぬ
か
、
楠
の
ほ
う
に
は
な
ん
に
も
な
い
の
だ
か
ら
、
楠
町
に
も
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
が
ど
う
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
よ
う
な
お
話
が
ご

．
ざ
い
ま
し
た
が
、
わ
れ
わ
れ
は
憐
町
と
の
関
係
の
親
善
を
欲
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
も
一
策
で
ご
ざ
い
ま
し
よ
う
。
し
か
し
、
な
か

な
か
お
金
の
渋
る
こ
と
で
あ
る
し
し
ま
す
の
で
す
か
ら
、
ま
あ
四
日
市
と
し
て
は
相
な
る
べ
く
な
れ
ば
や
は
り
四
日
市
市
内
の
ほ
う
に
お

定
め
碩
っ
た
ほ
う
が
、
市
民
感
情
は
い
い
と
恩
い
ま
す
、
こ
う
申
し
上
げ
て
お
り
ま
し
た
．

そ
の
後
、
あ
の
土
地
を
処
分
な
さ
る
急
蛍
方
か
ら
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
が
、
市
内
の
学
校
ど
こ
か
ー
つ
定
時
制
に
貸
し
て
く
れ
な
い

か
と
い
う
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
な
ら
県
立
校
の
ほ
う
を
先
に
御
使
用
に
な
r

て
い
た
だ
く
の
が
、
順
序
が
正
し
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
、
中
学
と
か
な
ん
と
か
い
う
も
の
を
伯
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
困
難
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
。
富
田
に
し
ま
し
て
も
至

っ
て
便
利
な
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
な
ん
と
か
ー
つ
県
立
の
ほ
う
で
間
に
合
せ
る
よ
う
に
お
取
り
は
か
ら
い
願
い
た
い
、

こ
う
い
っ
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
が
、
楠
の
話
も
い
つ
の
間
に
か
消
え
て
い
き
、
ま
た
県
立
の
学
校
の
ほ
う
に
移
転
さ
せ
る
と
い
う
こ
と

も
そ
っ
ち
の
け
に
な
り
、
い
ろ
い
る
の
御
苦
心
に
は
な
っ
た
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
は
消
え
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
回
の
こ
と
に
つ
い
て
、
た
し
か
二
週
間
か
一
＝
週
間
前
だ
と
恩
い
ま
す
が
、
市
に
了
承
し
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
県
の
教
育

委
且
会
の
方
が
お
立
ち
寄
り
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
市
長
に
も
意
見
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
ま
あ
そ
う
い
う
こ
と
は
好
ま
し
く
な

（
 

？
 

i

/

0

 

い
、
で
さ
れ
ば
ー
つ
そ
れ
ま
で
は
い
ま
の
ま
ま
に
し
て
も
ら
っ
て
、
私
の
申
し
上
げ
て
お
る
よ
う
に
定
時
制
の
学
校
の
立
派
な
独
立
し
た

一

ー
つ
作
る
と
い
う
こ
と
に
踏
み
切
っ
て
い
た
だ
く
。
市
も
応
分
の
御
支
援
を
さ
し
て
い
た
だ

願
い
し
て
お
っ
た
こ
と
。
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の
方
々
の
御
協
力
も
え
申
し
た
い
と
、

題
で
ご
ざ
い
ま
す
か
、
S

、

し
つ
か
え
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
ま
あ
一
年
ぐ
ら
い
は
ど
こ
で
も
あ
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
金
利
が
食
う
と
い
え
ば
食
う

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
く
ら
い
の
こ
と
は
こ
う
い
う
時
世
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
御
辛
抱
願
っ
て
、

い
た
だ
い
て
、
そ
の
間
に
私
の
由
し
上
げ
て
お
る
よ
う
な
積
極
策
に
乗
り
切
っ
て
い
た
だ
い
て
、
｀
そ
う
し
て
見
事
な
地
所
の
処
分
を
し
て

西
浦
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
も
、
そ
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
い
き
さ
つ
＇
が
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
す
こ
を
処
分
を
す
る
金

は
学
校
を
こ
さ
せ
る
こ
と
、
定
時
制
学
校
も
こ
さ
せ
る
こ
と
、

Z
・
う
し
て
な
お
か
つ
金
が
余
っ
た
ら
、
四
日
市
の
大
学
を
設
置
す
る
た
め

に
そ
の
金
を
使
う
こ
と
、
こ
う
い
う
こ
と
を
お
願
い
し
て
、
了
承
を
い
た
し
ま
し
た
と
、
こ
う
い
っ
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ま
だ
謡
会
に

て
も
御
同
意
左
え

ヽ
・

っ
て
こ
ん
ど
西
浦
抽
区
の
整
備
に
つ
き
ま
し

か
け
る
対
象
に
ま
い
り
ま
せ
ん
と
息
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
御
了
解
で
も
．

て
お
る
。
．
従
い
ま
し
て
、

一
年
ぐ
ら
い
お
待
ち
願
っ
て
、
そ
の
問
に
．
ー
つ
具
体
策
を
考
え
て
、
．
学
生
諸
君
が
さ
ら
に
も
っ
と
い
い
学
校
に

進
め
る
よ
う
に
運
動
方
針
を
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
、
私
は
こ
う
思
う
ん
で
あ
り
ま
す
c

さ
し
ず
め
の
と
こ
る
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
当
分
こ
の
ま
ま
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、

ち
ろ
ん
市
の
迎
事
者
と
し
て
は
、
そ
う
い
う
こ
と
を
申
し
出
る
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
(

〇
砥
長
（
田
村
末
松
む
）

府
少
年
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
生
徒
0

児
童
の
非
行
化
、
あ
る
い
は
不
良
化
が
文
字
ど
お
り
続
発
し
て
き
て
い
る
現

状
に
鑑
み
ま
し
て
、
む
し
ろ
緊
急
の
災
宮
以
上
の
緊
急
の
問
凶
で
は
な
い
か
と
考
え
て
、
質
問
由
し
上
げ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

教
器
で
賭
博
を
し
た
と
い
う
新
聞
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
そ
の
次
の
日
も
次
の
日
も
、
ま
た
同
じ
よ
う
な
不
良
化
、
非
行
化
の
子
供
が

出
て
お
り
ま
す
し
、
ま
た
け
さ
も
UtJ
さ
ま
す
と
、
そ
の
生
徒
の
非
行
の
問
題
が
出
て
お
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
変
動
し
発
展
し
て
く
る

事
象
に
、
静
か
に
わ
れ
わ
れ
の
目
の
つ
か
な
い
と
こ
ろ
で
財
少
年
が
こ
の
よ
う
に
不
良
化
し
、
非
行
化
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

わ
れ
わ
れ
は
心
か
ら
心
配
も
し
、
緊
急
の
な
ん
ら
か
の
対
策
を
立
て
な
け
れ
ば
な
｀
ぃ
ぬ
．
の
で
は
な
い
か
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

批
き
ま
す
と
、
肖
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
を
肖
少
年
課
に
す
る
と
い
う
話
を
曲
い
て
お
り
ま
す
や
さ
き
、
す
で
に
新
聞
で
は
厚
生
部
の
所

屈
と
い
う
こ
と
が
光
表
さ
れ
て
お
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
し
私
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
厚
生
部
に
所
属
さ
せ
る
と
い
う
そ
の
考
え
方

に
、
こ
の
生
徒
ぶ
九
並
の
取
り
扱
い
方
の
根
本
的
な
脚
地
い
が
あ
る
と
息
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
単
に
部
の
所
属
だ
け
の
問
題
で
な
く

て
、
ー
ヤ
う
い
う
労
え
方
の
閲
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
行
少
年
の
不
良
化
と
い
う
閑
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
象
的
に
は
あ

う
事
情
が
あ
ろ
う
と
は
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
根

る
い
は
特
殊
な
床
妊
の
事
梢
が
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
特
別
、
学
力
が
落
ち
る
と
か
い
，

っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

本
的
に
は
こ
の
比
会
の
矛
恥
を
敏
屈
に
受
け
取
っ
て
、
普
通
に
つ
い
て
い
け
な
い
子
供
が
そ
ち
ら
に
そ
れ
て
行

〇
訓
覇
也
男
甘

〔
訓
覇
也
男
む
登
培
〕

し
ま
す
。

ゃ
r
て
い
た
だ
き
た
い
C

ち
ら
か
と
い
え
ば
、

訓
覇
版
日
C

I
 

I
 

I
 

l
 

ー
つ
で
き
れ
ば
一
年
ぐ
ら
い
猶
予
し
て

く
が
い
い
だ
ろ
う
と
思
う
。
将
来
の
た
め
だ
ろ
う
と
思
う
。
ま
た
、
学
生
も
目
分
た
ち
の
学
校
だ
と
思
っ
て
、
の
び
の
び
と
や
れ
る
の
と

い
や
が
る
と
こ
ろ
に
入
れ
て
も
ら

r

て
無
理
に
さ
し
て
も
ら
う
の
と
は
気
分
も
遮
う
し
、
と
く
に
こ
の
学
校
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
子
弟
の
方与

方
は
、
姐
．
実
に
自
分
が
仕
事
を
し
な
が
ら
勉
学
を
し
よ
う
と
い
う
の
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
人
た
ち
の
た
め
に
は
非
常
に
明
朗
な
場
所
を

．
え
て
勉
強
さ
せ
た
い
と
い
う
親
心
も
あ
り
ま
し
て
、
私
は
い
ま
で
も
そ
れ
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
財
源
が
な
い
と
い
え
ば
、
な
い
こ
と
は

で
す
か
ら
、
こ
ん
ど
の
御
処
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
ど

な
い
。
土
地
を
売
っ
て
す
る
と
い
う
の
で
す
か
ら
あ
る
。

ー
つ
御
容
赦
を
願
っ
て
、
私
の
申
し
上
げ
て
お
る
よ
う
な
積
極
策
に
一
っ
乗
り
か
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
市
会

こ
う
考
え
て
お
る
よ
う
な
次
沖
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
し
か
し
、
こ
の
四
月
に
差
し
迫
っ
て
お
る
問

こ
れ
は
当
分
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
い
た
だ
い
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
お
売
り
に
な
る
の
に
は
差

こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
も

ど
う
ぞ
ー
つ
、
御
支
援
の
ほ
ど
を
お
願
い
い
た

-7 /-_ -7•O 
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こ
う
い
っ
た
こ
と
が
、

． ＇ 
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あ
る
学
校
の
教
師
が
、
子
供
が
自
分
の
う
ち
の
歩
道
が
暗
い
の
で
通
る
人
が
ど
ぶ
に
落
ち
る
の
で
、
懐
中
電
灯
を
も
っ
て
照
し
て
や
っ

た
と
、
こ
う
い
う
子
供
の
報
告
に
、
小
さ
な
小
さ
な
親
切
連
動
で
大
変
感
心
で
す
、
．
と
指
導
を
し
て
お
り
ま
す
。
発
達
の
段
階
に
お
い
て

は
、
そ
う
い
う
指
導
も
け
っ
こ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
市
の
広
報
映
画
で
も
百
万
ド
ル
の
夜
景
と
い
い
な
が
ら
、
昼
を
あ
ざ
む
く
よ
う
な
こ

の
四
日
市
の
か
げ
に
は
子
供
が
懐
中
電
灯
で
照
ら
し
て
通
行
人
の
危
い
の
を
助
け
て
や
る
と
い
う
よ
う
な
事
象
が
起
こ
っ
て
お
る
。

に
は
先
ほ
ど
の
定
時
制
高
等
学
校
に
通
う
女
の
子
が
、
危
く
て
歩
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
、
そ
う
い
う
四
日
市
の
事
情
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ー
つ
の
社
会
的
な
矛
盾
で
ご
ざ
い
ま
す
q

当
然
公
費
で
し
な
け
れ
ば
な
-
い
な
い
街
灯
さ
え
も
つ
け
っ
い
れ
な
い
と
い

う
、
そ
の
暗
さ
と
昼
を
あ
ざ
む
く
あ
の

n
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
百
万
ド
ル
の
夜
景
と
、
こ
の
矛
盾
の
中
で
子
供
は
い
っ
た
い
世
の
中
と
い
う
の

は
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
感
じ
か
ら
子
供
が
そ
れ
て
行
く
公
算
は
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

付
近
に
な
い
ほ
ど
立
派
に
、
学
校
が
建
築
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
多
く
の
同
僚
誤
員
の
方
か
ら
も
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
場
で
も
た

び
た
び
取
り
上
げ
ら
れ
た
よ
う
に
、
法
律
に
反
し
て
義
務
教
育
が
行
な
わ
れ
て
お
る
と
い
う
そ
の
現
状
を
、
子
供
が
単
に
法
律
に
遮
反
し

た
と
い
っ
て
、
い
ま
し
か
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
C

そ
の
よ
う
な
社
会
的
な
矛
盾
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
こ
ろ
、

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
と
い
う
そ
の
問
題
は
、
私
は
教
育
の
問
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
．

こ
の
間
の
子
供
け
、
た
ま
た
ま
二
人
と
も
仮
設
住
宅
で
ご
．
ざ
い
ま
し
た
。
そ
う
し
て
ま
た
、
た
ま
た
ま
二
人
と
も
進
学
し
な
い
子
供
で

．
あ
っ
た
よ
う
で
．
こ
さ
い
ま
す
。
競
争
の
檄
し
い
こ
の
詰
め
込
み
の
教
育
の
中
で
、
進
学
し
な
い
子
供
が
前
途
に
希
望
を
持
た
ず
に
町
に
ふ

ら
ふ
ら
出
て
く
る
な
ら
ば
、
う
た
っ
て
い
る
敗
は
高
校
三
年
生
だ
と
い
う
、
こ
う
い
う
社
会
を
取

n
ま
く
喋
境
の
中
で
、
ひ
が
ま
ざ
る
を

え
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
原
因
を
つ
き
つ
め
て
い
く
と
き
に
、
抜
本
的
な
対
策
と
、
い
ま
直
ち
に

ゃ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
対
策
が
出
て
こ
よ
う
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
は
こ
れ
を
教
育
の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
少
く
と
も
犯
罪
者
で
も
教
育

に
よ
っ
て
い
い
人
間
に
か
え
て
い
く
と
い
う
傾
向
の
こ
の
と
き
に
、
私
は
子
供
を
、
悪
い
者
は
切
り
離
し
て
や
る
が
至
当
だ
と
い
う
教
育

靡
新
聞
紙
上
で
発
表
し
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
は
教
育
の
貴
任
者
と
し
て
、
、
教
師
と
し
て
私
は
い
う
べ
き
で
は
な
い
と
思

う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
問
題
は
、
私
は
や
っ
ば
り
教
育
の
間
題
と
し
て
こ
れ
を
取
り
上
げ
て
い
く
ぺ
き
で
あ
ろ
う
と
思
~
わ
け
で
ご
ざ

,
o
 

い
ま
す
な
ん
と
な
れ
ば
、
盛
り
場
で
子
供
を
と
ら
え
る
の
で
な
く
て
、
校
区
で
子
供
を
と
ら
え
て
い
く
ぺ
き
で
は
な
い
か
。
校
区
に
は

P
T
A
と
い
う
団
体
も
あ
る
し
、
公
民
館
も
あ
る
し
、
あ
る
い
は
ま
た
同
級

教
脊
也
門
の
教
師
も
い
る
し
、
ま
た
協
力
し
て
く
れ
る
親
、

生
も
い
る
し
、
地
緑
血
級
の
関
係
も
い
る
し
、
隣
近
所
の
助
け
も
あ
る
。
そ
う
い
う
校
区
で
と
ら
え
て
い
く
と
す
る
な
ら
ば
、
や
っ
ば
り

肯
少
年
対
策
と
い
う
も
の
は
教
育
の
場
で
、
内
容
的
に
も
方
法
的
に
も
や
ら
れ
る
ぺ
き
で
は
な
か
る
う
か
と
思
わ
れ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
ま
ぉ
叫
き
し
た
い
の
は
、
こ
の
事
態
に
緊
急
の
対
策
と
し
て
ど
う
い
う
対
策
を
練
ら
れ
た
か
、
抜
本
的
対
策
と
し
て
ど
う
考
え
て
お

ら
れ
る
か
。
子
供
の
顧
い
と
親
の
祈
り
に
こ
た
え
て
、
は
っ
き
り
し
た
御
答
弁
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

終
り
ま
す
。

0
議
長
（
田
村
末
松
君
）
本
日
の
会
誠
は
、
時
間
は
議
半
の
つ
ご
う
に
よ
り
午
後
七
時
ま
で
、

〔
教
育
此
（
山
本
軍
一
君
）
登
壇
〕

こ
れ
を
延
長
い
た
し
ま
す
。
J

さ
ら

0
教
育
此
（
山
本
軍
一
注
）
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

先
に
、
富
田
の
中
学
校
と
、
新
聞
に
も
出
ま
し
た
山
の
手
の
中
学
校
の
子
供
の
非
行
の
問
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
内
容

を
少
し
御
脱
明
い
た
し
ま
す
。

宮
田
の
子
供
に
つ
き
ま
し
て
は
、
四
名
の
子
供
が
万
引
行
為
が
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
教
室
で
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

階
段
の
廊
下
で
そ
の
子
供
と
別
の
三
名
の
子
供
、
七
名
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
二
回
、
ト
ラ
ン
プ
に
よ
る
賭
博
行
為
と
い
う
の
で
す
か
、
卜

l

ラ
ン
プ
を
や
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
円
、
五
円
、
十
円
と
い
う
か
け
を
し
た
。
こ
れ
は
、
十
分
間
ぐ
ら
い
の
休
憩
時
間
で
ご
ざ
い
ま
す
。

3
、

7
 

そ
う
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

い
う
ふ
う
に
考
え
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

9
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＇
と
こ
ろ
が
、
そ
の
子
供
の
う
ち
い
ち
ば
ん
多
く
万
引
を
や
っ
て
い
た
子
供
が
、
二
十
五
件
や
っ
て
お
っ
た
。
い
ち
ば
ん
少
い
子
供
は
、

二
件
で
ご
ざ
い
ま
す
。
．
そ
れ
は
、
岡
田
屋
・
近
鉄
百
貨
店

•
O
K

ス
ト
ア
ー
・
い
ち
ょ
う
や
・
マ

n

ー
・
白
掲
甚
房
そ
れ
か
ら
官
洲
原
、

川
越
、
天
神
の
洋
品
店
、
八
百
屋
と
い
う
と
こ
る
で
、
み
か
ん
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
ト
ラ
ン
プ
、
レ
コ
ー
ド
そ
れ
か
ら
靴
下
、
文
鎮
、
ナ

イ
フ
、
ジ
ャ
ム
罐
切
そ
う
い
う
も
の
を
取
っ
て
お
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

•
こ
れ
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
ら
入
っ
た
か
と
い
い
ま
す
と
、
そ
の
い
ち
ば
ん
多
い
子
供
は
、
切
手
の
収
集
家
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
切
手

を
販
売
す
る
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
、
切
手
を
買
い
に
行
っ
た
。
と
こ
る
が
、
た
市
た
ま
そ
こ
の
人
が
ち
ょ
っ
と
は
ず
し
た
す
き
に
、
貼
っ
て
q

あ
っ
た
ア
ル
バ
ム
か
ら
切
手
を
取
っ
た
と
い
う
こ
と
が
は
じ
ま
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
売
っ
て
、
金
を
使
う
こ
と
を
お
ぼ

え
た
。
そ
れ
か
ら
、
物
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
こ
の
賭
博
の
こ
と
で
ご
ざ
い
さ
す
が
、
こ
の
賭
博
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ト
ラ
ン
プ
で
、
こ
れ
は
カ
プ
と
い
う
と
る
ら
し
い

の
で
す
け
れ
ど
も
、
ト
ラ
ン
プ
の
数
字
を
ま
ず
出
し
て
、
立
っ
て
い
て
帽
子
を
股
い
て
九
と
い
う
数
字
を
出
す
と
、
そ
れ
に
一
円
な
り
五

円
な
り
か
け
る
。
そ
れ
か
ら
、
次
の
ト
ラ
ン
プ
を
め
く
っ
て
い
っ
て
、
六
、

五
、
四
、
三
と
出
た
と
き
に
、
い
ち
ば
ん
九
に
近
い
も
の
が

そ
れ
を
み
な
集
め
る
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う
の
を
二
回
や
っ
た
。
ち
よ
う
ど
ま
あ
季
節
的
に
屋
外
で
遊
ぶ
こ

と
が
少
い
も
の
で
す
か
ら
、
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
お
っ
た
。
こ
れ
は
階
段
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
教
師
が
目
に
つ
さ
に
く
い
、
し
か
も

十
分
間
の
休
憩
時
間
に
二
回
や
っ
と
っ
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
教
師
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
注
す
C

こ
れ
は
一
月

の
八
日
に
や
っ
た
の
を
、
十
日
に
警
察
に
万
引
を
し
た
あ
と
不
審
尋
問
で
つ
か
ま
り
ま
し
て
、
そ
う
い
う
こ
と
が
み
な
わ
か
っ
て
き
た
と

い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
で
、
学
校
と
し
ま
し
て
は
警
察
か
ら
、
子
供
た
ち
か
ら
一
部
始
終
を
隅
い
て
、
父
兄
を
集
め
て
事
情
を
聞
い
て
、
そ
れ
か
ら
子
供

を
守
る
会
の
幹
部
の
方
に
も
お
い
で
願
っ
て
、
そ
う
し
て
事
情
を
説
明
し
て
意
見
を
聞
き
、
そ
れ
か
ら
P
T
A
の
役
只
会
も
開
い
て
意
見

を
聞
い
た
と
、

こ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
と
き
の
意
見
と
し
ま
し
て
は
、
子
供
た
ち
に
こ
う
い
う
賭
博
行
為
に
対
す
る
罪
悪

感
と
い
う
の
が
薄
い
と
い
う
こ
と
が
学
校
で
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
し
、
父
兄
の
ほ
う
で
も
い
わ
れ
て
お
る
。
父
兄
と
し
ま
し
て
も
、
自
分

た
ち
も
こ
う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
家
庭
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
で
、
大
い
に
自
粛
を
し
て
、
父
兄
の
間
に
け
い
も
う

な
二
年
生
の
子
供
で
ご
ざ
い
ま
す
。
．

山
の
手
は
三
年
生
の
子
供
が
一
人
、
二
年
生
の
子
供
が
一
人
、
こ
れ
が
直
接
端
を
発
し
て
お
り
古
す
が
、
こ
の
三
年
生
の
子
供
に
つ
き

ま
し
て
は
、
昨
年
の
三
月
末
か
ら
五
月
末
ま
で
に
国
児
学
園
に
入
っ
て
お
っ
た
子
供
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
子
は
、
前
に
も
自
動
車
に
乗

っ
て
い
っ
て
、
自
動
車
を
乗
り
捨
て
て
く
る
と
い
う
こ
と
を
、
し
よ
っ
ち
ゆ
ぅ
や
っ
て
お
っ
て
、
国
児
学
園
に
や
っ
か
い
に
な
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
国
児
学
園
で
も
数
回
脱
走
を
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
で
ま
あ
そ
こ
を
出
て
き
て
か
ら
、
鑑
別
所
か
ら
学
校
に
回
さ

れ
ま
し
て
、
学
校
で
保
護
観
察
を
し
て
お
っ
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
子
供
は
、
九
月
の
二
十
七
日
、
四
日
市
祭
り
の
日
に
市
内
の
二
宮
病
院
の
隣
の
料
理
店
の
自
動
車
を
盗
ん
で
、
二
、
三
人
連
れ
を

す
。
ぞ
れ

そ
こ
に
入
れ
て
ほ
う
ぼ
ぅ
を
自
動
車
で
遊
ん
だ
。
•
そ
う
し
て
、
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
い
て
、
こ
れ
は
警
察
に
補
導
さ
れ
て
い
ま

か
ら
、
十
二
月
一
日
に
橋
北
の
中
学
校
の
子
供
と
、
大
阪
か
ら
来
て
お
っ
た
子
供
と
一
緒
に
、
ま
た
自
動
車
を
盗
み
ま
し
て
、
菰
野
街
道

を
乗
り
回
し
て
お
る
う
ち
に
事
故
を
起
こ
し
て
、
そ
こ
に
乗
り
捨
て
て
い
っ
た
と
3

そ
れ
か
ら
、
；
い
ち
ば
ん
新
し
い
の
は
、
、
二
月
の
五
日

コ
ー
ト
ヽ
上

に
こ
の
子
供
と
も
う
一
人
の
二
年
生
の
子
供
二
人
が
、
羽
津
地
区
内
で
伊
勢
モ
ー
ク
ー
ス
の
事
務
所
に
人
っ
て
、
カ
バ
ン
I

着
を
取
っ
て
、
洋
服
を
か
え
て
途
中
で
中
部
中
学
校
で
生
徒
を
お
ど
し
ま
し
て
、
五
百
円
取
っ
て
、
そ
う
し
て
駐
車
中
の
自
動
車
の
う
ち

7
 

か
ら
修
理
道
具
を
盗
ん
で
、
そ
れ
か
ら
阿
倉
川
の
倉
庫
に
入
っ
て
、
倉
庫
を
荒
し
て
、
そ
う
し
て
替
察
に
保
護
さ
れ
た
と
C

従
い
ま
し
て
、

5

自
動
車
を
盗
ん
で
乗
り
捨
て
、
盗
ん
で
乗
り
捨
て
た
と
い
う
の
を
集
め
ま
し
て
、
全
部
で
だ
い
た
い
百
三
十
万
円
程
度
に
な
る
と
い
う
こ
一

し
て
い
こ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
考
え
方
を
誓
っ
て
く
れ
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
が
宮
田
に
あ
っ
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
み
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と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
自
動
車
は
全
部
持
主
に
か
え
っ
て
お
り
ま
す
。

で
、
こ
の
補
導
状
況
で
す
が
、
と
に
か
く
盗
癖
が
あ
っ
て
、
学
校
で
も
ど
う
し
て
も
矯
正
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
鑑
別
所
に
も
そ
う

い
う
こ
と
を
い
い
ま
し
て
、
二
月
に
出
て
く
る
前
に
学
校
と
し
て
は
、
こ
れ
は
特
別
に
隔
離
し
て
く
れ
と
い
う
こ
と
を
お
願
い
し
ま
し
た

し
、
補
導
セ
ン
ク
ー
の
意
見
も
こ
れ
は
隔
離
す
る
が
適
当
で
あ
る
と
い
う
意
見
で
し
た
け
れ
ど
も
、
鑑
別
所
の
ほ
う
で
は
子
供
で
あ
る
の

だ
か
ら
、
親
が
家
の
ほ
う
で
し
っ
か
り
み
る
と
い
う
の
な
ら
ば
よ
か
ろ
う
と
、
も
う
ち
よ
っ
と
、
こ
ん
ど
事
故
が
あ
る
ま
で
出
そ
う
と
い

う
こ
と
で
出
さ
れ
た
子
供
で
ご
ざ
い
ま
す
。

と
こ
る
が
、
鑑
別
所
を
出
て
く
る
と
き
に
は
、
涙
を
流
し
て
も
う
こ
れ
か
ら
一
切
い
た
し
ま
せ
ん
と
出
て
く
る
の
で
す
が
、
す
ぐ
に
こ

れ
は
四
、
五
日
の
う
ち
に
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
た
と
い
う
の
で
、
こ
れ
は
学
校
と
し
ま
し
て
も
、
そ
れ
か
ら
子
供
を
守
る
会
等
に
お
き

ま
し
て
も
な
ん
と
も
い
た
し
か
た
が
な
い
と
、
だ
か
ら
こ
の
子
供
は
置
い
て
お
く
と
、
ほ
か
の
子
供
を
か
た
ら
っ
て
や
る
の
で
、
こ
れ
は

隔
離
し
て
も
ら
う
こ
と
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
、
こ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

も
う
一
人
、
最
終
的
に
一
緒
に
な
り
ま
し
た
、
こ
れ
は
住
所
は
塩
浜
地
区
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
あ
る
事
情
で
山
の
手
に
来
て
お
っ
た
の

て
は
、

で
す
が
、
と
の
子
供
に
つ
き
ま
し
非
常
に
複
雑
な
家
庭
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ま
あ
学
校
と
し
て
も
手
の
打
ち
ょ
う
が
な
い
と
い

う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
ん
ど
も
う
一
べ
ん
塩
浜
に
帰
し
ま
し
て
、
学
校
で
こ
の
子
供
に
つ
い
て
は
面
到
み
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
あ
、
概
略
以
上
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
私
と
い
た
し
ま
し
て
は
大
変
残
念
で
、
申
し
わ
け
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、

P
T
A

の
対
策
と
し
ま
し
て
は
、
学
校
の
補
導
の
導
任
の
先
生
が
現
在
一
名
塩
浜
に
お
り
ま
す
が
、
そ
の
塩
浜
の
地
区
は
、
そ
の
先
生
が
問
題
の

子
供
に
つ
い
て
は
し
よ
っ
ち
ゅ
う
つ
い
て
回
っ
て
お
れ
る
と
い
う
便
利
が
あ
り
ま
し
て
、
塩
浜
地
区
は
い
ま
の
と
こ
ろ
は
ま
あ
ま
あ
と
い

う
状
態
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
、
補
導
の
専
任
の
先
生
る
弘
化
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
を
、
強
く
県
の
ほ
う
に
も
三
十

九
年
度
か
ら
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

い
う
考
え
方
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
各
地
区
に
子
供

そ
れ
か
ら
、
先
に
も
訓
覇
議
員
か
ら
校
区
で
こ
の
問
題
を
と
ら
え
て
い
く
と

を
守
る
会
が
あ
り
ま
し
て
、
全
部
入
っ
て
そ
う
い
う
こ
と
で
お
願
い
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
皆
さ
ん
大
変
お
骨

。

こ
こ
で
も
の
ご
と
を
処
理
し
て
い
き
た
い
と
、
こ
う
思
っ
て
お
り
ま
す

折
り
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
ま
ず
強
化
し
て
、

す
が
、
こ
れ
は
そ

そ
れ
か
ら
、
店
洲
原
の
地
区
は
よ
く
や
っ
て
い
た
だ
い
て
、
新
聞
等
に
も
お
ほ
め
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

う
い
う
状
態
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
か
な
ら
ず
し
も
全
面
的
に
子
供
が
全
部
よ
く
な
っ
た
と
い
う
状
態
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
私
た

ち
も
み
て
お
り
ま
す
。
小
康
状
態
と
い
う
ん
で
す
か
、
一
応
そ
う
い
う
地
区
の
人
が
注
意
を
集
め
て
く
れ
て
お
り
、
学
校
も
全
部
注
意
を

集
め
て
く
れ
て
い
る
か
ら
そ
う
い
う
状
態
に
あ
る
と
。
だ
か
ら
こ
う
い
う
状
態
を
し
ば
ら
く
続
け
て
い
け
ば
、
非
常
に
よ
く
な
る
け
れ
ど

も
、
こ
れ
で
安
心
で
あ
る
と
い
う
状
態
で
は
私
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
ん
と
、
こ
う
い
う
よ
う
に
み
て
お
り
ま
す
。

い
る
い
る
の
問
題
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
大
変
申
し
わ
け
な
く
、
私
た
ち
も
こ
れ
に
つ
い
て
は
中
学
校
長
会
を
常
に
も
ち
ま
し
て
、

も
う
少
し
ま
あ
身
の
入
っ
た
と
い
う
ん
で
す
か
、
子
供
一
人
一
人
に
身
を
も
っ
て
い
く
と
こ
ろ
の
対
策
を
続
け
て
い
き
た
い
と
、
こ
う
思

っ
て
お
り
ま
す
。

〔
訓
覇
也
男
君
登
痘
〕

〇
訓
覇
也
男
君

対
策
を
立
て
る
に
は
、
原
因
を
は
っ
き
り
つ
き
つ
め
な
け
れ
ば
適
確
な
対
策
は
立
た
な
い
と
思
う
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

た
だ
い
ま
聞
い
て
お
り
ま
す
と
、
現
象
の
報
告
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
よ
っ
て
も
っ
て
く
る
と
こ
ろ
の
原
因
に
つ
い
で
の
分
析
が
な
さ
れ
て

お
ら
な
い
。
従
っ
て
、
こ
れ
で
は
適
確
な
対
策
の
立
て
よ
う
も
な
い
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
そ
う
な
っ
た

も
の
を
そ
の
後
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
と
、
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
問
題
が
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
ま
た
ー
つ
根
本
的

な
、
抜
本
的
な
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
ん
ご
と
も
追
及
も
し
閣
い
て
い
き
た
い
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
n
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〔
「
異
誠
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

し
か
し
な
が
ら
、
教
育
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
ん
な
に
も
大
き
な
社
会
の
矛
盾
に
対
し
て
ど
う
い
う
ふ
う
な
生
き
方
を
し
た
ら
よ
い

か
と
い
う
、
そ
う
い
う
教
育
の
内
容
的
な
も
の
が
全
教
師
の
中
に
、
全
市
民
の
中
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

従
っ
て
、
社
会
の
矛
盾
は
矛
盾
と
し
て
隠
さ
ず
、
現
実
を
正
し
く
直
視
を
し
て
、
そ
う
し
て
そ
れ
を
ど
う
い
う
解
決
を
し
て
い
く
か
と
い

う
、
そ
う
い
う
方
向
に
生
き
抜
く
力
を
ど
う
し
て
教
師
が
教
え
て
い
く
か
、
ま
わ
り
の
も
の
が
ど
う
し
て
教
え
て
い
く
か
、
ど
う
い
う
方

向
で
育
て
て
い
く
か
と
い
う
そ
の
こ
と
が
根
本
で
あ
る
う
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
C

そ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
、
こ
ん
こ
と
も
一
っ
抜
本
的
な
、
根
本
的
な
対
策
が
早
急
に
立
て
ら
れ
ま
す
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
て
、
質
問

を
終
り
ま
す

0
議
長
（
田
村
末
松
君
）

0
議
長
（
田
村
末
松
君
）
な
お
、
こ
の
際
お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
矢
田
議
員
ほ
か
八
名
か
ら
、
発
議
オ
ニ
号
四
日
市
商
業
高
校
定
時
制
校
舎
の
早
期
建
設
に
関
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
緊
急
を
要
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
際
こ
れ
を
日
程
に
追
加
し
、
議
題
と
い
た
し
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
謡
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
田
村
末
松
君
）
御
異
謡
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
こ
の
際
発
議
オ
ニ
号
を
日
程
に
追
加
し
、
議
題
と
す
る
こ
と
に
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

発
議
オ
ニ
号
、
四
日
市
商
菜
麻
校
定
時
制
校
舎
の
早
期
建
設
に
関
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

提
出
者
の
御
説
明
を
願
い
ま
す
。

矢
田
議
且
゜

〔
矢
田
繁
郎
君
登
壇
〕

〇
矢
田
欲
郎
君

〇
誠
品
（
田
村
末
松
君
）

ヽ

以
上
で
、
緊
急
質
問
は
終
り
ま
し
た
。

午
後
六
時
九
分
閉
会

た
だ
い
ま
喜
多
野
溢
共
、
な
お
教
育
長
、
市
長
か
ら
も
こ
の
学
校
の
定
時
制
の
問
題
に
つ
い
て
御
説
明
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
当

然
教
育
民
生
委
且
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
ゞ
以
前
か
ら
こ
の
問
題
を
い
る
い
る
検
討
し
、
研
究
し
て
お
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
幸
い

新
聞
紙
上
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
て
、
ど
う
し
て
も
こ
れ
を
、
教
育
民
生
委
員
会
と
し
て
も
こ
う
い
う
意
見
書
を
出
し
た
ほ
う

が
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
、
こ
う
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、
窓
見
む
を
出
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
9

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

別
段
、
御
質
疑
、
御
意
見
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
ち
に
採
決
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
御
異
詔
あ
り
ま
せ
ん
か
。

0
議
此
（
田
村
末
松
沿
）

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

発
議
オ
ニ
号
を
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
件
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
て
、
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
呉
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
誠
虻
（
出
村
末
松
氾
）
御
異
油
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
発
議
ォ
ニ
号
、
四
日
市
商
業
高
校
定
時
制
校
舎
の
早
期
建
設
に
関
す
る

意
兄
貨
提
出
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
本
臨
時
会
の
日
程
は
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
も
っ
て
会
議
を
閉
じ
、
二
月
臨
時
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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地
方
自
治
法
才
百
二
十
三

J, 

こ心

署

名

議

員

坂

．

青

上

，

長

十

郎

署

名

議

員

宮

崎

春

吉

四
日
市
市
議
会
議
長

条
ォ
ニ
項
の
規
定
に
基
つ
き
署
名
す
る
。

田

村

末

松

一ざ0-




